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は

じ

め

に

平
成
二
十
四
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
、
小
学
校
第
六
学
年
及

び
中
学
校
第
三
学
年
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
、
四
月
十
七
日
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

調
査
の
目
的
は
、
義
務
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の
水
準
の
維
持
向
上
の
観

点
か
ら
、
全
国
的
な
児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況
を
把
握
・
分
析
し
、
教

育
施
策
の
成
果
と
課
題
を
検
証
し
、
そ
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
よ

う
な
取
組
を
通
じ
て
、
教
育
に
関
す
る
継
続
的
な
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル
を
確

立
す
る
こ
と
、
ま
た
、
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
へ
の
教
育
指
導
の
充
実
や

学
習
状
況
の
改
善
等
に
役
立
て
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
国
語
と
算
数･

数
学
に
つ
い
て
、
調
査
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
昨
年
三
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
、
全
国
的
な
学
力
調
査
の
在

り
方
等
の
検
討
に
関
す
る
専
門
家
会
議
の
「
検
討
の
ま
と
め
」
に
お
い
て
、

次
代
を
担
う
科
学
技
術
人
材
の
育
成
が
ま
す
ま
す
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
十
年
告
示
）
に
お
い
て
、

理
数
教
育
の
充
実
が
図
ら
れ
た
こ
と
な
ど
を
受
け
て
、
理
科
を
追
加
し
て
実

施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

調
査
の
内
容
に
は
、
教
科
に
関
す
る
調
査
（
国
語
、
算
数
・
数
学
及
び
理

科
）
と
、
生
活
環
境
や
学
習
環
境
等
に
関
す
る
質
問
紙
調
査
（
児
童
生
徒
対

象
及
び
学
校
対
象
）
が
あ
り
ま
す
。

教
科
に
関
す
る
調
査
は
、
主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題
と
、
主
と

し
て
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題
の
二
種
類
か
ら
な
り
ま
す
。

主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題
は
、
①
身
に
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば

後
の
学
年
等
の
学
習
内
容
に
影
響
を
及
ぼ
す
内
容
や
、
②
実
生
活
に
お
い
て

不
可
欠
で
あ
り
常
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
知

識
・
技
能
な
ど
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
主
と
し
て
「
活
用
」
に
関

す
る
問
題
は
、
①
知
識
・
技
能
等
を
実
生
活
の
様
々
な
場
面
に
活
用
す
る
力

や
、
②
様
々
な
課
題
解
決
の
た
め
の
構
想
を
立
て
実
践
し
評
価
・
改
善
す
る

力
な
ど
に
係
る
内
容
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

国
語
と
算
数･

数
学
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
「
知
識
」
と
「
活

用
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
ご
と
の
調
査
と
な
っ
て
い
ま
す
。
理
科
に
つ
い
て

は
、
前
記
専
門
家
会
議
の
検
討
の
ま
と
め
に
沿
っ
て
、
「
知
識
」
と
「
活
用
」

を
一
体
的
に
問
う
形
の
調
査
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課
程
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
教
科
に

関
す
る
調
査
に
係
る
調
査
問
題
の
作
成
と
調
査
結
果
の
分
析
を
担
当
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
調
査
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
学
力
や
学
習
状
況
の
把

握
は
も
と
よ
り
、
今
後
の
指
導
や
学
習
の
改
善
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
た
め
、
調
査
問
題
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
学
習
指
導
要
領
に
示

さ
れ
て
い
る
内
容
が
正
し
く
理
解
さ
れ
る
よ
う
留
意
す
る
と
と
も
に
、
児
童

生
徒
に
身
に
付
け
さ
せ
た
い
力
と
し
て
重
視
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
の
具
体

的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

本
資
料
は
、
教
科
に
関
す
る
調
査
に
係
る
調
査
問
題
に
つ
い
て
、
実
施
後

速
や
か
に
、
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
へ
の
教
育
指
導
の
充
実
や
学
習
状
況

の
改
善
等
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
出
題
の
趣
旨
や
正
答
と
そ
の

解
説
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

各
学
校
や
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
日
常
の
学
習
指
導
や
教
育
施
策
の
改

善
・
充
実
に
生
か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
特
に
、
学
校
に
お
い
て

は
、
調
査
対
象
と
な
る
学
年
や
教
科
以
外
の
先
生
方
を
含
め
、
学
校
全
体
で

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
本
調
査
の
実
施
に
当
た
り
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
調

査
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
教
育
委
員
会
、
学
校
の
皆
様
、
本
資
料
の
作
成

に
当
た
り
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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平
成
二
十
四
年
度

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

解
説
資
料
に
つ
い
て

●
本
書
の
目
的

本
書
は
、
平
成
二
十
四
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
実
施
後
速

や
か
に
、
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
へ
の
学
習
指
導
の
改
善
等
に
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
科
に
関
す
る
調
査
に
係
る
調
査
問
題
に
つ
い

て
の
解
説
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

調
査
問
題
は
、
設
問
ご
と
の
正
答
率
や
解
答
の
状
況
か
ら
学
習
上
の
課

題
を
把
握
し
、
学
習
指
導
の
改
善
等
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
作

成
し
て
い
る
。

本
書
に
お
い
て
は
、
問
題
ご
と
の
出
題
の
趣
旨
や
正
答
と
そ
の
解
説
、

そ
の
問
題
と
関
連
し
て
今
後
の
学
習
指
導
に
お
い
て
参
考
と
な
る
事
柄
を

記
述
す
る
と
と
も
に
、
設
問
ご
と
に
予
想
さ
れ
る
解
答
を
整
理
し
た
解
答

類
型
を
掲
載
し
た
。

教
科
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て
は
、
設
問
ご
と
に
出
題
の
趣
旨
に
即
し

て
解
答
と
し
て
求
め
る
条
件
を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
採
点
を
行
っ
て

い
る
。
解
答
類
型
は
、
採
点
の
際
に
単
な
る
正
誤
の
み
な
ら
ず
、
具
体
的

な
解
答
の
状
況
を
分
析
し
、
学
習
指
導
の
改
善
等
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
設
問
ご
と
に
設
定
す
る
条
件
な
ど
に
即
し
て
解
答
を
分
類
し

整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

教
育
委
員
会
及
び
学
校
等
に
お
い
て
採
点
や
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
学

習
指
導
の
改
善
等
を
行
う
に
際
し
、
本
書
を
有
効
に
御
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

●
本
書
の
内
容
・
構
成

Ⅰ

小
学
校
国
語
科
の
調
査
問
題
作
成
に
当
た
っ
て

調
査
問
題
作
成
の
基
本
方
針
と
し
て
、
調
査
問
題
の
出
題
範
囲
、
問

題
作
成
の
枠
組
み
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

Ⅱ

調
査
問
題
の
解
説

問
題
ご
と
に
、
出
題
の
趣
旨
、
正
答
と
そ
の
解
説
な
ど
に
つ
い
て
記

述
し
た
。

１

出
題
の
趣
旨

問
題
ご
と
に
把
握
す
る
力
、
場
面
設
定
、
解
答
の
仕
方
な
ど
に
つ

い
て
の
解
説
を
記
述
す
る
と
と
も
に
、
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
領

域･

内
容
及
び
評
価
の
観
点
な
ど
を
示
し
た
。
な
お
、
学
習
指
導
要

領
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
平
成
二
十
年
告
示
の
内
容
を
記
載

し
た
。
平
成
十
年
告
示
の
内
容
を
記
載
す
る
場
合
は
、
「
学
習
指
導

要
領
（
平
成
十
年
告
示
）
」
と
記
述
し
た
。

２

問
題
（
各
設
問
）
の
正
答
等

設
問
ご
と
の
正
答
及
び
誤
答
な
ど
に
つ
い
て
の
解
説
を
記
述
し
た
。

2



３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

出
題
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
学
習
指
導
に
お
い
て
参
考
と

な
る
事
柄
を
記
述
し
た
。

４

出
典
等

著
作
物
か
ら
の
出
題
の
場
合
、
書
名
や
著
者
名
な
ど
を
記
述
し
た
。

Ⅲ

調
査
問
題
等

調
査
問
題
、
解
答
用
紙
及
び
正
答
（
例
）
を
掲
載
し
た
。
な
お
、
著

作
権
の
都
合
に
よ
り
問
題
の
一
部
を
省
略
し
た
。

※

本
調
査
に
お
い
て
は
、
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
や
日
本
語
指
導

が
必
要
な
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
点
字
問
題
、
拡
大
文
字
問
題
、

総
ル
ビ
付
き
問
題
を
用
意
し
た
。

な
お
、
点
字
問
題
に
つ
い
て
は
、
問
題
が
一
部
異
な
っ
て
お
り
、

本
書
で
は
そ
の
部
分
を
掲
載
し
た
。

（
裏
表
紙
の
方
か
ら
見
る
ペ
ー
ジ
）

１

調
査
問
題
一
覧
表

問
題
の
概
要
、
出
題
の
趣
旨
、
学
習
指
導
要
領
の
領
域
等
、
評
価
の

観
点
、
問
題
形
式
を
一
覧
表
に
ま
と
め
た
。

２

解
答
類
型

設
問
ご
と
の
正
答
、
予
想
さ
れ
る
誤
答
、
無
解
答
な
ど
を
最
大
十
種

類
に
分
類
し
整
理
し
た
。

正
答
に
つ
い
て
は
、
設
問
の
趣
旨
に
即
し
て
解
答
と
し
て
求
め
る
条

件
を
定
め
、
そ
の
条
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
も
の
を

◎

で
表
し
、

設
問
の
趣
旨
に
即
し
必
要
な
条
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の
を

○

で
表

し
た
。

な
お
、
解
答
類
型
に
は
次
の
よ
う
に
番
号
を
付
け
た
。

類
型
１
～
類
型
８(

最
大)

…

正
答
・
予
想
さ
れ
る
誤
答
の
類
型

（
複
数
の
類
型
が
正
答
と
な
る
問
題

も
あ
る
）

類
型
９

…
…
…
…
…
…
…
…
「
上
記
以
外
の
解
答
」
（
類
型
１

か
ら
類
型
８
ま
で
に
含
ま
れ
な
い

解
答
）

類
型
０

…
…
…
…
…
…
…
…
「
無
解
答
」
（
解
答
の
記
入
の
な

い
も
の
）

３

質
問
紙
調
査
項
目
（
教
科
関
連
部
分
）

質
問
紙
調
査
項
目
の
う
ち
、
小
学
校
国
語
科
の
教
科
に
関
す
る
項
目

を
掲
載
し
た
。
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問
題
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「
知
識
」
に
関
す
る
問
題

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

５

Ｂ

主
と
し
て
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

11

点
字
問
題
部
分

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

19

３

質
問
紙
調
査
項
目
（
教
科
関
連
部
分
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

21
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Ⅰ

小
学
校
国
語
科
の
調
査
問
題
作
成
に
当
た
っ
て

１

調
査
問
題
の
基
本
的
な
枠
組
み

小
学
校
国
語
科
の
調
査
問
題
は
、
「
全
国
的
な
学
力
調
査
の
具
体
的
な
実

施
方
法
等
に
つ
い
て
（
報
告
）
」
（
以
下
、
報
告
書
と
い
う
。
）
（
平
成
十
八
年

四
月

全
国
的
な
学
力
調
査
の
実
施
方
法
等
に
関
す
る
専
門
家
検
討
会
議
）

の
問
題
作
成
の
基
本
理
念
を
基
本
的
な
枠
組
み
と
し
、
次
の
よ
う
な
出
題
範

囲
・
内
容
と
し
た
。

○

身
に
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
後
の
学
年
等
の
学
習
内
容
に
影
響
を
及
ぼ

す
内
容
や
、
実
生
活
に
お
い
て
不
可
欠
で
あ
り
常
に
活
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
知
識
・
技
能
な
ど

（
主
と
し
て
「
知
識
」

に
関
す
る
問
題
）

○

知
識
・
技
能
等
を
実
生
活
の
様
々
な
場
面
に
活
用
す
る
力
や
、
様
々
な

課
題
解
決
の
た
め
の
構
想
を
立
て
実
践
し
評
価
・
改
善
す
る
力
な
ど
に
関

わ
る
内
容
な
ど

（
主
と
し
て
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題
）

こ
の
二
つ
の
出
題
範
囲
・
内
容
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
基
本
理
念
に

は
、
「
実
生
活
」
に
立
脚
す
る
学
力
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
学
校
で
学

習
し
て
き
た
知
識
・
技
能
等
が
、
児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
様
々
な
生
活
場
面
に

お
い
て
、
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

児
童
生
徒
に
と
っ
て
の
「
実
生
活
」
は
、
各
教
科
等
の
学
習
に
加
え
、
家
庭

生
活
や
地
域
で
の
生
活
を
含
め
た
も
の
で
あ
る
。
国
語
の
側
面
か
ら
考
え
る

と
、
読
書
な
ど
に
親
し
む
生
活
（
読
書
生
活
）
、
音
声
や
文
字
で
表
現
す
る

生
活
（
表
現
生
活
）
な
ど
の
言
語
生
活
を
射
程
に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
報
告
書
」
で
は
、
調
査
問
題
自
体
が
学
校
の
教
員
や
児
童
生
徒
に
対
し

て
、
土
台
と
な
る
基
盤
的
な
事
項
を
具
体
的
に
示
す
と
と
も
に
、
教
員
の
指

導
改
善
や
児
童
生
徒
の
学
習
改
善
・
学
習
意
欲
の
向
上
な
ど
に
役
立
つ
こ
と

を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
国
語
科
の
調
査
問
題
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な

観
点
を
盛
り
込
む
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

■
主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題

・
描
写
、
要
約
、
紹
介
、
説
明
、
記
録
、
報
告
、
対
話
、
討
論
な
ど
の
基
礎

的
な
言
語
活
動
に
関
す
る
こ
と

・
表
現
し
た
り
理
解
し
た
り
す
る
た
め
の
言
語
事
項
の
基
礎
的
な
知
識
・
技

能
に
関
す
る
こ
と

・
我
が
国
の
言
語
文
化
に
親
し
む
内
容
に
関
す
る
こ
と

な
ど

■
主
と
し
て
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題

・
日
常
生
活
や
社
会
生
活
で
必
要
と
さ
れ
る
読
書
・
鑑
賞
・
創
作
な
ど
の
言

語
活
動
の
活
用
に
関
す
る
こ
と

・
文
章
を
読
ん
で
筆
者
の
主
張
の
内
容
や
そ
の
表
現
方
法
な
ど
を
評
価
す
る

こ
と

・
伝
え
た
い
内
容
を
ま
と
め
表
現
す
る
こ
と

・
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
課
題
を
多
角
的
に
探
究
す

る
こ
と

な
ど

こ
れ
ら
に
加
え
、
「
報
告
書
」
で
は
、
調
査
問
題
の
内
容
や
形
式
な
ど
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
な
点
に
も
配
慮
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

○

学
習
指
導
の
上
で
特
に
重
要
な
点
や
課
題
に
な
っ
て
い
る
点
に
焦
点
を
当
て

る
こ
と

○

個
々
の
児
童
生
徒
へ
の
助
言
に
つ
な
が
る
点
や
課
題
解
決
の
過
程
に
お
い
て

違
い
が
見
ら
れ
や
す
い
点
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と

○

児
童
生
徒
が
自
分
自
身
の
学
習
改
善
や
問
題
解
決
に
役
立
つ
点
に
配
慮
す
る

こ
と

○

読
解
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
と
連
動
さ
せ
た
問
題
を
考
慮
す
る
こ
と

さ
ら
に
、
国
際
的
、
科
学
的
視
点
か
ら
質
の
高
い
調
査
問
題
の
開
発
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
「
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
特
別
支

援
学
校
の
学
習
指
導
要
領
等
の
改
善
に
つ
い
て
（
答
申
）
」
（
平
成
二
十
年
一
月
十

七
日

中
央
教
育
審
議
会
）
及
び
「
報
告
書
」
に
基
づ
く
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協

力
開
発
機
構
）
に
よ
る
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
調
査
の
概
念
的
な
枠
組
み
で
あ
る
主
要
能
力
（
キ

ー
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
）
の
考
え
方
や
多
様
な
テ
キ
ス
ト
、
出
題
の
仕
方
な
ど
も
参

考
に
す
る
こ
と
に
し
た
。
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こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
踏
ま
え
、
出
題
の
範
囲
・
内
容
は
、
国
の
教
育
課
程

の
基
準
と
し
て
の
小
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
（
平
成
二
十
年
告
示
）
の
目
標

及
び
内
容
に
よ
る
も
の
と
し
た
。
調
査
時
期
が
第
六
学
年
の
四
月
で
あ
る
の
で
、

第
五
学
年
の
終
了
段
階
に
お
い
て
習
得
す
べ
き
指
導
内
容
を
出
題
範
囲
と
し
た
。

な
お
、
調
査
問
題
は
、
「
主
と
し
て
『
知
識
』
に
関
す
る
問
題
」
と
「
主
と
し

て
『
活
用
』
に
関
す
る
問
題
」
に
即
し
て
、
二
種
類
の
冊
子
を
作
成
し
た
。
「
国

語
Ａ
」
を
「
主
と
し
て
『
知
識
』
に
関
す
る
問
題
」
の
冊
子
と
し
、
解
答
時
間
と

し
て
二
十
分
を
配
当
し
た
。
「
国
語
Ｂ
」
は
、
「
主
と
し
て
『
活
用
』
に
関
す
る
問

題
」
の
冊
子
と
し
て
四
十
分
を
配
当
し
た
。

２

調
査
問
題
の
出
題
範
囲
・
内
容

学
習
指
導
要
領
の
指
導
内
容

(1)

調
査
問
題
は
、
小
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
（
平
成
二
十
年
告
示
）
の
目

標
及
び
内
容
に
基
づ
き
、
第
五
学
年
の
終
了
段
階
に
お
け
る
基
盤
的
な
内
容

と
し
た
。
三
領
域
一
事
項
の
具
体
的
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

■
Ａ
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

・
話
題
設
定
や
取
材
に
関
す
る
指
導
事
項

・
話
す
こ
と
に
関
す
る
指
導
事
項

・
聞
く
こ
と
に
関
す
る
指
導
事
項

・
話
し
合
う
こ
と
に
関
す
る
指
導
事
項

■
Ｂ
書
く
こ
と

・
課
題
設
定
や
取
材
に
関
す
る
指
導
事
項

・
構
成
に
関
す
る
指
導
事
項

・
記
述
に
関
す
る
指
導
事
項

・
推
敲
に
関
す
る
指
導
事
項

す
い
こ
う

・
交
流
に
関
す
る
指
導
事
項

■
Ｃ
読
む
こ
と

・
音
読
に
関
す
る
指
導
事
項

・
効
果
的
な
読
み
方
に
関
す
る
指
導
事
項

・
説
明
的
な
文
章
の
解
釈
に
関
す
る
指
導
事
項

・
文
学
的
な
文
章
の
解
釈
に
関
す
る
指
導
事
項

・
自
分
の
考
え
の
形
成
及
び
交
流
に
関
す
る
指
導
事
項

・
目
的
に
応
じ
た
読
書
に
関
す
る
指
導
事
項

■
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

①
ア
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

イ
言
葉
の
特
徴
や
き
ま
り
に
関
す
る
事
項

・
言
葉
の
働
き
や
特
徴
に
関
す
る
事
項

・
表
記
に
関
す
る
事
項

・
語
句
に
関
す
る
事
項

・
文
及
び
文
章
の
構
成
に
関
す
る
事
項

・
言
葉
遣
い
に
関
す
る
事
項

・
表
現
の
工
夫
に
関
す
る
事
項

ウ
文
字
に
関
す
る
事
項

・
仮
名
の
読
み
書
き
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項

・
漢
字
の
読
み
書
き
や
使
い
方
な
ど
に
関
す
る
事
項

・
文
字
文
化
に
関
す
る
事
項

②

書
写
に
関
す
る
事
項
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主
と
し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題
の
内
容

(2)

「
国
語
Ａ
」
で
出
題
し
た
問
題
の
内
容
、
学
習
指
導
要
領
と
関
連
す
る
主
な

指
導
内
容
、
出
題
の
趣
旨
、
学
習
指
導
要
領
の
言
語
活
動
例
と
の
関
連
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

（
「
主
な
指
導
内
容
」
の
項
の
中
で
、
学
年
を
明
記
し
て
い
な
い
も
の
は
、
第
五
・

六
学
年
の
指
導
内
容
を
示
す
。
「
国
語
Ｂ
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
）

問
題

問
題
の
内
容

主
な
指
導
内
容

出
題
の
趣
旨

番
号１

漢
字
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り

伝
統
的
な
言
語

学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ

す
る

文
化
と
国
語
の

れ
て
い
る
漢
字
を
正
し
く
読
ん

特
質
に
関
す
る

だ
り
書
い
た
り
す
る
。

事
項

ウ
(1)

(ア)

２

狙
い
を
明
確
に
し
て
質
問

話
す
こ
と
・

狙
い
を
明
確
に
し
て
質
問
を

を
す
る

聞
く
こ
と

エ

す
る
。

(

第
三
・
四
学
年)

３

情
報
を
関
係
付
け
な
が
ら
話

話
す
こ
と
・

目
的
に
応
じ
、
収
集
し
た
情

し
合
う

聞
く
こ
と

ア

報
を
関
係
付
け
な
が
ら
話
し
合

う
。

４

音
読
の
仕
方
を
工
夫
す
る

読
む
こ
と

場
面
の
様
子
や
登
場
人
物
の

ア
・
ウ

気
持
ち
を
想
像
し
な
が
ら
音
読

(

第
三
・
四
学
年)

す
る
。

５

百
科
事
典
の
内
容
を
捉
え

読
む
こ
と

イ

百
科
事
典
を
読
み
、
目
的

る

(

第
三
・
四
学
年)

に
応
じ
て
中
心
と
な
る
内
容

を
捉
え
る
。

【
学
習
指
導
要
領
の
言
語
活
動
例
と
の
関
連
】

読
む
こ
と

イ
（
第
三
・
四
学
年
）

６

物
語
を
創
作
す
る

書
く
こ
と

オ

表
現
の
効
果
に
つ
い
て
確
か

読
む
こ
と

エ

め
な
が
ら
物
語
を
創
作
す
る
。

【
学
習
指
導
要
領
の
言
語
活
動
例
と
の
関
連
】

書
く
こ
と

ア
（
第
五
・
六
学
年
）

７

新
聞
の
報
道
記
事
の
リ
ー
ド

書
く
こ
と

ウ

目
的
や
意
図
に
応
じ
、
必
要

を
書
く

と
な
る
事
柄
を
整
理
し
て
簡
潔

に
書
く
。

【
学
習
指
導
要
領
の
言
語
活
動
例
と
の
関
連
】

書
く
こ
と

イ
（
第
三
・
四
学
年
）

８

慣
用
句
の
意
味
を
理
解
す

伝
統
的
な
言
語

日
常
生
活
で
使
わ
れ
て
い

る

文
化
と
国
語
の

る
慣
用
句
の
意
味
を
正
し
く

特
質
に
関
す
る

理
解
す
る
。

事
項

ア
(1)

(イ)

(

第
三
・
四
学
年)

９

漢
字
を
筆
順
に
従
っ
て
書
く

伝
統
的
な
言
語

学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ

文
化
と
国
語
の

れ
て
い
る
漢
字
を
筆
順
に
従
っ

特
質
に
関
す
る

て
正
し
く
書
く
。

事
項

イ
(2)

(

第
一
・
二
学
年)

こ
の
よ
う
に
、
全
学
年
に
わ
た
る
学
習
指
導
要
領
の
三
領
域
一
事
項
の
指
導

内
容
を
焦
点
化
し
て
出
題
し
た
。
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主
と
し
て
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題
の
内
容

(3)

「
国
語
Ｂ
」
で
出
題
し
た
問
題
の
内
容
、
学
習
指
導
要
領
と
関
連
す
る
主
な

指
導
内
容
、
出
題
の
趣
旨
、
学
習
指
導
要
領
の
言
語
活
動
例
と
の
関
連
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

問
題

問
題
の
内
容

主
な
指
導
内
容

出
題
の
趣
旨

番
号１

依
頼
の
手
紙
を
書
く

書
く
こ
と

目
的
や
意
図
に
応
じ
、
書
く

〈
動
物
園
へ
の
訪
問
〉

ア
・
イ
・
ウ

事
柄
を
整
理
し
文
章
を
構
成
す

伝
統
的
な
言
語

る
と
と
も
に
、
適
切
に
敬
語
を

文
化
と
国
語
の

使
い
な
が
ら
、
内
容
の
中
心
を

特
質
に
関
す
る

明
確
に
し
て
書
く
。

事
項

イ
(1)

(ク)

書
く
こ
と

エ

(

第
三
・
四
学
年)

【
学
習
指
導
要
領
の
言
語
活
動
例
と
の
関
連
】

書
く
こ
と

エ
（
第
三
・
四
学
年
）

２

立
場
や
意
図
を
明
確
に
し

話
す
こ
と
・

立
場
や
意
図
を
明
確
に
し
、

て
話
し
合
う

聞
く
こ
と

情
報
を
整
理
し
た
り
、
資
料
を

〈
中
学
校
の
部
活
動
〉

ア
・
エ
・
オ

読
み
取
っ
た
り
し
な
が
ら
、
計

書
く
こ
と

エ

画
的
に
話
し
合
う
。

【
学
習
指
導
要
領
の
言
語
活
動
例
と
の
関
連
】

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

イ
・
ウ
（
第
三
・
四
学
年
）

３

雑
誌
を
効
果
的
に
読
む

読
む
こ
と

目
的
に
応
じ
て
雑
誌
を
読

〈
特
集
「
マ
ラ
ソ
ン
」>

イ
・
ウ

み
、
編
集
者
の
意
図
を
捉
え

書
く
こ
と

ウ

た
り
、
記
事
を
結
び
付
け
た

(

第
三
・
四
学
年)

り
し
な
が
ら
、
自
分
の
考
え

を
ま
と
め
る
。

【
学
習
指
導
要
領
の
言
語
活
動
例
と
の
関
連
】

読
む
こ
と

イ
・
ウ
（
第
五
・
六
学
年
）

こ
の
よ
う
に
、
ま
と
ま
っ
た
言
語
活
動
を
設
定
し
、
そ
の
中
で
知
識
・
技
能

等
を
活
用
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
た
め
に
、
学
習
指
導
要
領
の
三
領
域
一
事
項

の
指
導
内
容
を
複
合
さ
せ
て
出
題
し
た
。

３

問
題
形
式

問
題
形
式
に
つ
い
て
は
、
次
の
三
種
類
と
し
た
。

■
選
択
式
…
数
種
の
項
目
群
の
中
か
ら
適
切
な
項
目
を
選
択
す
る
方
式
で
あ
る
。

■
短
答
式
…
短
い
語
句
や
文
、
ま
た
は
数
値
等
で
解
答
す
る
方
式
で
あ
る
。
文

章
や
資
料
か
ら
の
情
報
の
取
り
出
し
な
ど
で
あ
る
。

■
記
述
式
…
相
手
や
目
的
、
意
図
に
応
じ
て
自
分
の
意
見
や
提
案
、
理
由
や
根

拠
、
紹
介
や
報
告
な
ど
を
ま
と
め
、
一
定
以
上
の
文
字
数
で
記
述

す
る
方
式
で
あ
る
。

記
述
式
の
問
題
で
は
、
知
識
・
技
能
等
を
生
か
し
、
相
手
や
目
的
、
意
図
、

場
面
や
状
況
な
ど
に
応
じ
て
言
語
を
操
作
し
た
り
運
用
し
た
り
す
る
活
用
の
能

力
を
み
る
。
「
書
く
こ
と
」
の
問
題
に
加
え
、
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
、
「
読

む
こ
と
」
の
問
題
に
お
い
て
も
記
述
式
を
採
用
す
る
。
（
※
参
考
）

8



「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
に
お
け
る
記
述

(1)

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
の
指
導
に
お
い
て
は
、
相
手
や
目
的
、
意
図
に

応
じ
、
事
柄
が
明
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
話
す
順
序
や
構
成
を
工
夫
し
、
適
切
な

言
葉
遣
い
で
話
す
能
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
話
の
中
心
や
話
し
手
の
意
図
を

捉
え
な
が
ら
聞
き
、
質
問
し
た
り
、
感
想
や
意
見
を
述
べ
た
り
す
る
能
力
を
高

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

記
述
の
側
面
か
ら
考
え
る
と
、
ス
ピ
ー
チ
原
稿
な
ど
の
よ
う
に
話
す
事
柄
を

分
か
り
や
す
く
整
理
し
て
書
い
た
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
な
ど
の
よ
う
に
聞

い
た
事
柄
や
そ
れ
ら
に
対
す
る
感
想
、
意
見
な
ど
を
区
別
し
て
書
い
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

今
回
出
題
し
た
「
国
語
Ｂ
」
の
問
題
２
「
立
場
や
意
図
を
明
確
に
し
て
話
し
合

う
〈
中
学
校
の
部
活
動
〉
」
は
、
話
す
・
聞
く
能
力
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
設
問

二
で
は
、
資
料
「
部
活
動
に
対
す
る
満
足
度
」
を
読
み
取
っ
た
上
で
中
学
生
に

対
し
て
質
問
を
し
た
い
こ
と
を
発
表
す
る
よ
う
に
記
述
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

「
書
く
こ
と
」
に
お
け
る
記
述

(2)

「
書
く
こ
と
」
の
指
導
に
お
い
て
は
、
相
手
や
目
的
、
意
図
に
応
じ
て
、
調

べ
た
り
考
え
た
り
し
た
こ
と
な
ど
を
、
全
体
の
構
成
を
考
え
て
文
章
に
書
く
能

力
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

記
述
の
側
面
か
ら
考
え
る
と
、
礼
状
や
依
頼
状
、
意
見
文
、
紹
介
文
、
記
録

文
、
報
告
文
な
ど
の
様
々
な
様
式
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
上
で
、
書
く
こ
と
の
一

連
の
プ
ロ
セ
ス
に
即
し
て
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
特
に
第
五
・
六
学

年
に
お
い
て
は
、
記
録
や
報
告
な
ど
を
ま
と
め
る
場
合
、
経
験
し
た
事
実
等
を

客
観
的
に
記
述
す
る
と
と
も
に
、
経
験
等
を
通
し
て
考
え
た
こ
と
や
得
た
こ
と

な
ど
を
明
確
に
し
て
記
述
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

今
回
出
題
し
た
「
国
語
Ｂ
」
の
問
題
１
「
依
頼
の
手
紙
を
書
く
〈
動
物
園
へ
の

訪
問
〉
」
は
、
書
く
能
力
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
設
問
二
で
は
、
依
頼
の
手
紙
の

本
文
の
中
に
相
手
に
求
め
る
返
事
の
内
容
や
方
法
を
敬
語
を
使
っ
て
記
述
す
る

こ
と
を
求
め
た
。

「
読
む
こ
と
」
に
お
け
る
記
述

(3)

「
読
む
こ
と
」
の
指
導
に
お
い
て
は
、
目
的
に
応
じ
、
文
章
の
内
容
を
的
確

に
押
さ
え
て
要
旨
を
捉
え
た
り
、
事
実
と
感
想
、
意
見
な
ど
と
の
関
係
を
押
さ

え
て
自
分
の
考
え
を
明
確
に
し
な
が
ら
読
ん
だ
り
す
る
能
力
を
高
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

記
述
の
側
面
か
ら
考
え
る
と
、
目
的
に
応
じ
て
本
や
文
章
を
読
み
、
そ
の
内

容
や
構
造
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
た
こ
と
や
、
要
旨
や
書
き
手
の
意
図
に
つ
い

て
解
釈
し
た
こ
と
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
ま
た
、
自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
た
め
に
読
む
場
合
に
お

い
て
は
、
自
分
を
取
り
巻
く
現
実
や
今
ま
で
の
読
書
経
験
、
体
験
な
ど
と
関
係

付
け
、
感
想
文
な
ど
に
書
き
ま
と
め
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

そ
の
際
、
必
要
に
応
じ
て
大
事
な
こ
と
を
引
用
し
た
り
要
約
し
た
り
し
て
書
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
具
体
的
に
指
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

今
回
出
題
し
た
「
国
語
Ｂ
」
の
問
題
３
「
雑
誌
を
効
果
的
に
読
む
〈
特
集
「
マ

ラ
ソ
ン
」>

」
は
、
読
む
能
力
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
設
問
四
で
は
、
二
つ
の
記

事
（
「
世
界
記
録
上
位
５
人
」
・
「
日
本
人
選
手
の
記
録
」
）
に
書
か
れ
て
い
る
内

容
を
結
び
付
け
な
が
ら
読
み
、
金
子
さ
ん
が
考
え
る
、
日
本
の
女
子
選
手
の
活

躍
の
理
由
を
記
述
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

今
回
出
題
し
た
「
国
語
Ｂ
」
の
記
述
式
の
問
題
に
お
い
て
は
、
複
数
の
条
件

を
付
し
て
い
る
。
解
答
に
必
要
な
内
容
を
的
確
に
捉
え
、
決
め
ら
れ
た
字
数
の

範
囲
の
中
で
つ
な
が
り
の
あ
る
文
や
文
章
に
ま
と
め
て
記
述
す
る
必
要
が
あ
る
。
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な
お
、
特
に
記
述
式
の
問
題
は
、
「
読
解
力
向
上
に
関
す
る
指
導
資
料
～
Ｐ

Ｉ
Ｓ
Ａ
調
査
（
読
解
力
）
の
結
果
分
析
と
改
善
の
方
向
～
」
（
以
下
、
読
解
力

指
導
資
料
と
い
う
。
）
（
平
成
十
七
年
十
二
月
文
部
科
学
省
）
に
示
さ
れ
た
、
次

の
観
点
に
つ
い
て
も
考
慮
し
た
。

ア

テ
キ
ス
ト
を
理
解
・
評
価
し
な
が
ら
読
む
力
を
高
め
る
こ
と

目
的
に
応
じ
て
理
解
し
、
解
釈
す
る
能
力
の
育
成

(ｱ)

評
価
し
な
が
ら
読
む
能
力
の
育
成

(ｲ)

課
題
に
即
応
し
た
読
む
能
力
の
育
成

(ｳ)
イ

テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
て
自
分
の
考
え
を
書
く
力
を
高
め
る
こ
と

テ
キ
ス
ト
を
利
用
し
て
自
分
の
考
え
を
表
現
す
る
能
力
の
育
成

(ｱ)

日
常
的
・
実
用
的
な
言
語
活
動
に
生
か
す
能
力
の
育
成

(ｲ)
ウ

様
々
な
文
章
や
資
料
を
読
む
機
会
や
、
自
分
の
意
見
を
述
べ
た
り
書
い

た
り
す
る
機
会
を
充
実
す
る
こ
と

多
様
な
テ
キ
ス
ト
に
対
応
し
た
読
む
能
力
の
育
成

(ｱ)

自
分
の
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
簡
潔
に
表
現
す
る
能
力
の
育

(ｲ)
成

４

評
価
の
観
点

評
価
の
観
点
に
つ
い
て
は
、
国
語
科
で
行
わ
れ
て
い
る
「
国
語
へ
の
関
心
・

意
欲
・
態
度
」
、
「
話
す
・
聞
く
能
力
」
、
「
書
く
能
力
」
、
「
読
む
能
力
」
、
「
言
語

に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能
」
の
五
つ
の
観
点
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

な
お
、
国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
の
観
点
に
つ
い
て
は
、
各
設
問
で
取

り
上
げ
た
実
際
の
授
業
場
面
や
実
生
活
で
の
活
用
場
面
な
ど
に
お
い
て
、
そ
の

観
点
が
深
く
関
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
、
記
述
式
の
問
題
を
中
心
に
設
定
し
た
。

（
※
参
考
）

平
成
二
十
四
年
度
調
査
問
題
に
お
け
る
記
述
式
の
設
問
に
つ
い
て

設
問
番
号

設
問
の
内
容
及
び
「
読
解
力
指
導
資
料
」
の
観
点
と
の
関
連

平
川
さ
ん
は
、
本
文
の
Ｂ
の
中
に
、
宮
本
さ
ん
か
ら
ど
の
よ
う

に
し
て
返
事
を
も
ら
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
書
こ
う
と
し
て

国
語
Ｂ
１

い
ま
す
。
次
の
【
平
川
さ
ん
が
書
い
た
メ
モ
】
の
内
容
を
も
と
に
、

設
問
二

あ
と
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

【
「
読
解
力
指
導
資
料
」
の
観
点
と
の
関
連
】
イ
(ｲ)

②
白
石
（
司
会
）
さ
ん
は
、
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
に
、
資
料
「
部

活
動
に
対
す
る
満
足
度
」
を
も
と
に
し
て
、
中
学
生
に
対
す
る
質

国
語
Ｂ
２

問
を
出
し
て
も
ら
お
う
と
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
な
ら
、
ア
の
と

設
問
二

こ
ろ
で
ど
の
よ
う
な
質
問
を
考
え
て
発
表
し
ま
す
か
。
次
の
条
件

に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

【
「
読
解
力
指
導
資
料
」
の
観
点
と
の
関
連
】
イ

・
ウ

(ｱ)

(ｱ)
(ｲ)

金
子
さ
ん
は
、
日
本
の
女
子
選
手
と
男
子
選
手
の
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。
【
金
子
さ
ん
が
ま
と

国
語
Ｂ
３

め
た
内
容
】
の

の
中
に
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
書
く
と
よ

設
問
四

い
で
す
か
。
あ
と
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

【
「
読
解
力
指
導
資
料
」
の
観
点
と
の
関
連
】
ア

・
イ

・
ウ

(ｱ)

(ｱ)

(ｱ)
(ｲ)
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Ⅱ 調 査 問 題 の 解 説

Ａ 主として「知識」に関する問題
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１

漢
字
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る

１

出
題
の
趣
旨

学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
正
し
く
読
ん
だ
り
書
い

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

第
五
学
年
ま
で
に
習
得
し
た
漢
字
を
文
の
意
味
に
沿
っ
て
正
し
く
読
ん
だ
り

書
い
た
り
す
る
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
既
習
の
漢
字
の
定
着
状
況
を
み
る
た
め
に
、
第
一
学
年
（
「
立
」
）
、

第
二
学
年
（
「
太
」
）
、
第
三
学
年
（
「
医
」
、「
者
」
、「
陽
」
）
、
第
四
学
年
（
「
建
」
）
、

第
五
学
年
（
「
築
」
、
「
独
」
、
「
許
」
、
「
布
」
）
の
配
当
漢
字
を
取
り
上
げ
た
。

文
の
意
味
を
理
解
し
た
上
で
、
漢
字
を
正
し
く
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

本
問
と
過
去
の
調
査
と
の
関
連
を
み
る
と
、
今
回
出
題
し
た
漢
字
は
全
て
過

去
に
出
題
し
た
も
の
と
同
一
で
あ
る
。
（
※
参
考
）

漢
字
を
正
し
く
読
み
、
正
し
く
書
く
力
は
、
理
解
し
た
り
表
現
し
た
り
す
る

た
め
に
必
要
な
知
識
や
技
能
で
あ
り
、
漢
字
を
含
む
語
彙
の
拡
充
を
図
る
た
め

に
も
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
国
語
科
の
み
な
ら
ず
、
各
教
科
等
の
学
習
の
基
礎

と
な
る
力
で
あ
り
、
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
知
識
や
技
能
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
領
域
・
内
容

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
（
第
五
・
六
学
年
）

ウ

文
字
に
関
す
る
事
項

(1)
（
ア
）

第
五
学
年
及
び
第
六
学
年
の
各
学
年
に
お
い
て
は
、
学
年
別

漢
字
配
当
表
の
当
該
学
年
ま
で
に
配
当
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
読

む
こ
と
。
ま
た
、
当
該
学
年
の
前
の
学
年
ま
で
に
配
当
さ
れ
て

い
る
漢
字
を
書
き
、
文
や
文
章
の
中
で
使
う
と
と
も
に
、
当
該

学
年
に
配
当
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
漸
次
書
き
、
文
や
文
章
の
中

で
使
う
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能
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２

各
設
問
の
正
答
等

設
問
一正

答
に
つ
い
て

(1)
■
正
答

け
ん
ち
く

(1)

ど
く
り
つ

(2)

ゆ
る
（
す
）

(3)

設
問
二正

答
に
つ
い
て

(1)
■
正
答

医
者

(1)

太
陽

(2)

布

(3)

３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

当
該
学
年
ま
で
に
配
当
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
習
得
す
る

(1)

学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
正
し
く
読
ん
だ
り
書
い
た

り
し
て
、
各
教
科
等
や
日
常
生
活
で
使
用
す
る
文
や
文
章
の
中
で
使
え
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
学
習
し
た
漢
字
を
繰
り

返
し
書
い
て
練
習
す
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
場
面
で
実
際
に
使
用
す

る
こ
と
で
、
確
実
に
習
得
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
の
際
、
漢
字
の
も
つ
意
味
を
考
え
な
が
ら
正
し
く
使
っ
た
り
、
同
音
異
義

や
同
訓
異
義
の
漢
字
に
注
意
し
て
使
っ
た
り
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
も

大
切
で
あ
る
。

国
語
辞
典
や
漢
字
辞
典
の
利
用
を
習
慣
付
け
る

(2)

漢
字
を
習
得
し
語
彙
を
拡
充
す
る
た
め
に
は
、
国
語
辞
典
や
漢
字
辞
典
を

日
常
的
に
利
用
し
て
調
べ
る
習
慣
を
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、

辞
書
の
使
い
方
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
と
き
に
は
い
つ
で
も
辞
書

が
手
元
に
あ
り
使
え
る
よ
う
な
言
語
環
境
を
つ
く
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
ま
た
、
国
語
科
の
み
な
ら
ず
、
各
教
科
等
の
調
べ
学
習
や
日
常
生
活

の
中
で
も
積
極
的
に
辞
書
を
利
用
し
、
語
彙
を
広
げ
、
漢
字
を
正
し
く
表
記

で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

（
※
参
考
）
過
去
の
調
査
と
の
関
連

設
問
番
号

関
連
す
る
過
去
の
実
施
年
度
（
実
施
学
年
）
・
正
答
率(

％)

一

平
成
十
六
年
度
（
第
五
学
年
）

八
三
・
七

（1）

一

平
成
十
六
年
度
（
第
五
学
年
）

七
七
・
一

（2）

平
成
十
六
年
度
（
第
六
学
年
）

九
五
・
九

一

平
成
十
五
年
度
（
第
五
学
年
）

九
三
・
九

（3）

二

昭
和
三
十
四
年
度
（
第
六
学
年
）

四
七
・
七

（1）

二

平
成
十
六
年
度
（
第
四
学
年
）

八
〇
・
〇

（2）

平
成
十
六
年
度
（
第
五
学
年
）

七
六
・
八

二

平
成
十
六
年
度
（
第
六
学
年
）

七
九
・
一

（3）

〔
過
去
の
調
査
〕

・
昭
和
三
十
四
年
度
全
国
学
力
調
査

・
平
成
十
五
年
度
小
・
中
学
校
教
育
課
程
実
施
状
況
調
査

・
平
成
十
六
年
度
特
定
の
課
題
に
関
す
る
調
査

13



２

狙
い
を
明
確
に
し
て
質
問
を
す
る

１

出
題
の
趣
旨

狙
い
を
明
確
に
し
て
質
問
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

話
し
手
の
話
の
内
容
を
聞
き
な
が
ら
書
い
た
質
問
に
つ
い
て
、
そ
の
狙
い
を

適
切
に
説
明
し
た
も
の
を
選
択
す
る
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
調
べ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
発
表
を
聞
き
な
が
ら
、
質
問
を
し
た

い
内
容
を
カ
ー
ド
に
書
く
場
面
を
設
定
し
た
。
カ
ー
ド
に
書
か
れ
た
質
問
の
狙

い
を
適
切
に
捉
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

本
問
と
過
去
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
以
下
、
全
国
調
査
と
い
う
。
）

と
の
関
連
を
み
る
と
、
平
成
二
十
二
年
度
の
「
国
語
Ｂ
」
（
３
「
写
真
を
使
っ

て
発
表
す
る
〈
家
の
屋
根
の
形
〉
」
設
問
三
）
に
お
い
て
、
話
し
手
へ
の
質
問

が
ど
の
よ
う
な
観
点
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
を
考
え
、
適
切
な
も
の
を
選
択
す

る
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
（
※
参
考
①
）

話
し
手
の
意
図
を
考
え
な
が
ら
聞
き
、
話
の
要
点
、
気
付
い
た
こ
と
や
疑
問

に
思
っ
た
こ
と
な
ど
を
書
き
留
め
、
狙
い
を
明
確
に
し
て
質
問
を
す
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
領
域
・
内
容

Ａ

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
（
第
三
・
四
学
年
）

エ

話
の
中
心
に
気
を
付
け
て
聞
き
、
質
問
を
し
た
り
感
想
を
述
べ
た

り
す
る
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

話
す
・
聞
く
能
力
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２

問
題
の
正
答
等

正
答
に
つ
い
て

(1)
■
正
答

選
択
肢
３

発
表
の
内
容
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
具
体
例
が
あ
る
の

か
を
知
ろ
う
と
し
て
い
る
。

■
解
説

○

中
村
さ
ん
が
書
い
た
カ
ー
ド
の
質
問
の
内
容
は
、
世
界
各
地
で
絶

滅
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
野
生
動
物
の
名
前
を
い
く
つ
か
聞
き
出

す
こ
と
で
あ
る
。
カ
ー
ド
の
中
の
「
動
物
の
名
前
を
い
く
つ
か
」
と

は
、
具
体
例
の
こ
と
で
あ
る
と
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(2)
■
解
説

○

選
択
肢
１
→

調
べ
る
た
め
に
有
効
で
あ
っ
た
資
料
を
知
ろ
う
と

す
る
狙
い
を
も
つ
の
で
誤
答
で
あ
る
。

○

選
択
肢
２
→

話
し
手
の
意
図
や
結
論
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
狙

い
を
も
つ
の
で
誤
答
で
あ
る
。

○

選
択
肢
４
→

調
べ
よ
う
と
し
た
契
機
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
狙

い
を
も
つ
の
で
誤
答
で
あ
る
。

３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

様
々
な
観
点
に
合
わ
せ
て
質
問
を
工
夫
す
る

(1)

話
し
手
の
意
図
を
考
え
な
が
ら
聞
き
、
様
々
な
観
点
に
合
わ
せ
て
質
問
を

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
具
体
的
な
観
点
と
し
て
は
、

・
話
し
手
の
意
図
を
考
え
、
伝
え
た
い
事
柄
を
よ
り
深
め
る
た
め
の
質
問

・
自
分
の
理
解
度
を
確
認
す
る
た
め
の
質
問

・
取
材
や
構
成
時
の
工
夫
に
つ
い
て
の
質
問

・
自
分
の
意
見
と
比
べ
る
た
め
の
質
問

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
平
成
二
十
二
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
小
学
校
の
結
果
を
踏
ま
え
た
授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例
（
以
下
、
授
業
ア
イ
デ
ィ

ア
例
と
い
う
。
）
「
観
点
に
合
わ
せ
て
質
問
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
話
し
手
の

意
図
を
踏
ま
え
な
が
ら
的
確
に
聞
く
」
に
お
い
て
、
授
業
の
具
体
的
な
進
め

方
を
例
示
し
て
い
る
。
（
※
参
考
②
）

メ
モ
を
取
り
な
が
ら
話
を
聞
く

(2)

大
事
な
こ
と
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
話
を
聞
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
重
要
な
語
句
や
話
の
中
心
を
キ
ー
ワ

ー
ド
と
し
て
取
り
出
し
た
り
、
見
出
し
に
合
わ
せ
て
ま
と
め
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
際
、
項
目
ご
と
や

時
間
軸
に
基
づ
い
た
メ
モ
の
構
成
を
工
夫
し
た
り
、
色
別
の
付
箋
を
活
用
し

た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

（
※
参
考
①
）
過
去
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
と
の
関
連

設
問
番
号

設
問
の
概
要

正
答
率
（
％
）

Ｈ

聞
き
手
が
質
問
し
た
内
容
に
合
う
質
問

七
〇
・
一

22Ｂ
３
三

の
観
点
を
選
択
す
る
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【平成22年度「国語Ｂ」３「写真を使って発表する〈家の屋根の形〉」】

観点に合わせて質問を工夫することで，話し手の意図を踏まえながら的確に聞く。

■学習指導要領（平成10年告示）における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

ア 考えた事や自分の意図が分かるように話の組立てを工夫しながら，目的や場に応じた適切な言

葉遣いで話すこと。

イ 話し手の意図を考えながら話の内容を聞くこと。

（※参考②）授業アイディア例との関連
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３

情
報
を
関
係
付
け
な
が
ら
話
し
合
う

１

出
題
の
趣
旨

目
的
に
応
じ
、
収
集
し
た
情
報
を
関
係
付
け
な
が
ら
話
し
合
う
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

収
集
し
た
情
報
を
関
係
付
け
な
が
ら
話
し
合
い
、
整
理
し
た
図
の
中
か
ら
適

切
な
内
容
や
共
通
す
る
内
容
を
取
り
出
し
て
書
く
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
村
山
さ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
図

（
ウ
ェ
ビ
ン
グ
〈w

e
b
b
i
n
g

〉
※
あ
る
テ
ー
マ
を
設
定
し
経
験
や
興
味
・
関
心

に
基
づ
い
て
派
生
す
る
、
あ
る
い
は
関
連
す
る
も
の
を
蜘
蛛
の
巣
〈w

e
b

〉
状

く

も

に
図
式
化
し
て
表
現
す
る
手
法
）
に
整
理
し
た
後
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
提
案

を
決
め
る
場
面
を
設
定
し
た
。【
グ
ル
ー
プ
で
出
さ
れ
た
内
容
を
整
理
し
た
図
】

を
読
み
取
り
、
提
案
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
関
係
付
け
な
が
ら
取
り
出
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

話
合
い
の
内
容
を
整
理
し
た
り
、
分
析
し
た
り
し
て
思
考
す
る
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
領
域
・
内
容

Ａ

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

ア

考
え
た
こ
と
や
伝
え
た
い
こ
と
な
ど
か
ら
話
題
を
決
め
、
収
集
し

た
知
識
や
情
報
を
関
係
付
け
る
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

話
す
・
聞
く
能
力
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２

問
題
の
正
答
等

正
答
に
つ
い
て

(1)
■
正
答

ア

学
級
の
み
ん
な

イ

ふ
る
さ
と

■
解
説

○

今
田
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
転
校
す
る
村
山
さ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
と
し
て
、
寄
せ
書
き
と
歌
の
二
つ
を
提
案
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

○

ア
に
つ
い
て
は
、
【
グ
ル
ー
プ
で
出
さ
れ
た
内
容
を
整
理
し
た
図
】

の
中
か
ら
、
寄
せ
書
き
を
書
い
て
も
ら
う
人
と
し
て
適
切
な
内
容
を

取
り
出
す
必
要
が
あ
る
。
【
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
提
案
を
決
め
て
い

る
様
子
】
の
中
に
「
た
ん
任
の
先
生
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

押
さ
え
た
上
で
、
「
学
級
の
み
ん
な
」
と
い
う
言
葉
を
正
し
く
取
り

出
し
て
書
く
必
要
が
あ
る
。

○

イ
に
つ
い
て
は
、
【
グ
ル
ー
プ
で
出
さ
れ
た
内
容
を
整
理
し
た
図
】

の
中
か
ら
、
校
内
音
楽
会
で
歌
っ
た
歌
と
村
山
さ
ん
が
好
き
な
歌
に

共
通
す
る
内
容
を
取
り
出
す
必
要
が
あ
る
。
【
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の

提
案
を
決
め
て
い
る
様
子
】
の
中
に
「
校
内
音
楽
会
で
歌
っ
た
歌
で
，

村
山
さ
ん
が
好
き
な
歌
で
も
あ
る
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
押

さ
え
た
上
で
、
「
ふ
る
さ
と
」
と
い
う
言
葉
を
正
し
く
取
り
出
し
て

書
く
必
要
が
あ
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(2)
■
解
説

○

ア
に
つ
い
て
は
、
「
学
級
の
み
ん
な
」
の
言
葉
の
中
の
「
学
級
」

の
み
、
あ
る
い
は
「
み
ん
な
」
の
み
を
取
り
出
し
て
解
答
し
て
い
る

も
の
は
誤
答
と
す
る
。

○

イ
に
つ
い
て
は
、
「
ふ
る
さ
と
」
と
正
し
く
平
仮
名
で
解
答
し
て

い
な
い
も
の
は
誤
答
と
す
る
。

３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

収
集
し
た
知
識
や
情
報
を
関
係
付
け
て
話
し
合
う

(1)

目
的
に
応
じ
、
収
集
し
た
知
識
や
情
報
を
関
係
付
け
な
が
ら
話
し
合
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
知
識
や
情
報
を
図
表
な
ど
に
整

理
し
相
互
関
係
を
押
さ
え
な
が
ら
、
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指

導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
例
え
ば
、
本
問
で
取
り
上
げ
た
ウ
ェ
ビ
ン

グ
の
ほ
か
に
も
ベ
ン
図
や
カ
ー
ド
な
ど
を
用
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
各
教
科
等
の
学
習
指
導
と
の
結
び
付
き
を
重

視
す
る
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
指
導
に
お
い
て
は
、
収
集
し
た
情
報
を

整
理
し
た
り
分
析
し
た
り
し
て
思
考
す
る
具
体
的
な
指
導
例
を
、
文
部
科

学
省
『
今
、
求
め
ら
れ
る
力
を
高
め
る
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
展
開
（
小

学
校
編
）
』
（
平
成
二
十
二
年
十
一
月
）
で
提
示
し
て
い
る
。
（
※
参
考
）

話
合
い
の
規
模
を
工
夫
す
る

(2)

司
会
や
参
加
者
の
役
割
を
理
解
し
、
話
合
い
の
規
模
に
応
じ
て
、
児
童

一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
経
験
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
話
合
い
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
ペ
ア
や
小
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
学
級
全

体
へ
と
話
合
い
の
形
態
を
工
夫
し
て
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ

の
際
、
互
い
の
考
え
の
共
通
点
や
相
違
点
を
よ
く
確
認
し
つ
つ
、
話
合
い

を
進
め
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
特
別
活
動
に

お
け
る
集
団
と
し
て
の
意
見
を
ま
と
め
る
話
合
い
活
動
な
ど
他
教
科
等
と

も
関
連
付
け
な
が
ら
、
児
童
の
日
常
生
活
に
生
き
て
働
く
よ
う
に
多
く
の

話
合
い
の
場
を
設
定
す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

18



（※参考）『今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）』の一部

アドレス http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/sougou/1300434.htm
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４

音
読
の
仕
方
を
工
夫
す
る

１

出
題
の
趣
旨

場
面
の
様
子
や
登
場
人
物
の
気
持
ち
を
想
像
し
な
が
ら
音
読
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

場
面
の
様
子
や
登
場
人
物
の
気
持
ち
を
想
像
し
な
が
ら
読
み
、
四
つ
の
会
話

文
の
音
読
の
仕
方
と
し
て
適
切
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
選
択
す
る
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
音
読
の
発
表
会
に
向
け
て
、
自
分
が
選
ん
だ
笑
い
話
の
お
も
し

ろ
さ
が
伝
わ
る
よ
う
に
、
音
読
の
仕
方
を
考
え
て
い
る
場
面
を
設
定
し
た
。
笑

い
話
の
場
合
、
笑
い
の
中
心
を
捉
え
て
、
登
場
人
物
の
言
動
の
お
も
し
ろ
さ
が

相
手
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
工
夫
し
て
音
読
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

文
章
全
体
の
内
容
や
構
成
を
基
に
、
場
面
の
様
子
や
笑
い
の
中
心
を
捉
え
て
、

音
読
の
仕
方
を
工
夫
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
領
域
・
内
容

Ｃ

読
む
こ
と
（
第
三
・
四
学
年
）

ア

内
容
の
中
心
や
場
面
の
様
子
が
よ
く
分
か
る
よ
う
に
音
読
す
る
こ

と
。

ウ

場
面
の
移
り
変
わ
り
に
注
意
し
な
が
ら
、
登
場
人
物
の
性
格
や
気
持

ち
の
変
化
、
情
景
な
ど
に
つ
い
て
、
叙
述
を
基
に
想
像
し
て
読
む
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

読
む
能
力
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２

問
題
の
正
答
等

正
答
に
つ
い
て

(1)
■
正
答

①
の
会
話
文

ア

②
の
会
話
文

イ

③
の
会
話
文

イ

④
の
会
話
文

イ

■
解
説

○

「
な
い
し
ょ
」
で
は
、
鳩
に
は
人
間
の
言
葉
が
分
か
ら
な
い
は
ず

は
と

な
の
に
、
お
百
姓
と
五
助
ど
ん
が
小
さ
な
声
で
会
話
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
笑
い
の
中
心
が
あ
る
。
文
章
全
体
の
内
容
や
構
成
を
基
に
、
こ

れ
を
捉
え
、
①
、
②
、
③
、
④
の
全
て
を
正
し
く
解
答
す
る
必
要
が

あ
る
。

○

①
の
会
話
文
は
、
五
助
ど
ん
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
①
の
会
話
文

の
後
、
お
百
姓
が
五
助
ど
ん
の
そ
ば
に
寄
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
①

の
会
話
文
の
時
点
で
は
、
二
人
が
離
れ
た
場
所
に
い
る
こ
と
を
捉
え
、

ア
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
。

○

②
の
会
話
文
は
、
お
百
姓
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
五
助
ど
ん
に
対

し
て
、
ほ
か
の
誰
か
に
聞
か
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
い
る
状
況
を

捉
え
、
イ
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
。

○

③
の
会
話
文
は
、
五
助
ど
ん
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
お
百
姓
に
「
声

が
高
い
」
と
注
意
さ
れ
た
こ
と
、
③
の
会
話
文
の
直
前
に
「
小
さ
な

声
で
」
と
あ
る
こ
と
を
捉
え
、
イ
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
。

○

④
の
会
話
文
は
、
お
百
姓
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
会
話
文
の
中
で
、

「
鳩
に
き
か
れ
て
は
ま
ず
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、
お
百
姓
は
、
会
話

の
内
容
を
鳩
に
聞
か
れ
ま
い
と
し
て
い
る
こ
と
を
捉
え
、
イ
を
選
択

す
る
必
要
が
あ
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(2)
■
解
説

○

①
の
会
話
文
に
ア
、
②
の
会
話
文
に
イ
、
③
の
会
話
文
に
イ
、
④

の
会
話
文
に
イ
と
解
答
し
て
い
な
い
も
の
は
誤
答
で
あ
る
。

３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

内
容
の
中
心
や
場
面
の
様
子
を
捉
え
て
音
読
す
る

(1)

内
容
の
中
心
や
場
面
の
様
子
を
捉
え
て
音
読
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
一
文
一
文
な
ど
の
表
現
を
ば
ら
ば
ら
に
取
り
上
げ
て
音
読

す
る
の
で
は
な
く
、
場
面
の
移
り
変
わ
り
を
捉
え
な
が
ら
、
中
心
を
把
握
し

て
音
読
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
声

の
大
き
さ
や
質
、
速
さ
、
間
の
取
り
方
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
指
導
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

自
分
の
思
い
や
考
え
が
伝
わ
る
よ
う
に
朗
読
す
る

(2)

音
読
が
、
文
章
の
内
容
や
表
現
を
よ
く
理
解
し
伝
え
る
こ
と
に
重
点
が
あ

る
の
に
対
し
て
、
朗
読
は
、
児
童
一
人
一
人
が
自
分
な
り
に
解
釈
し
た
こ
と

や
、
感
心
や
感
動
し
た
こ
と
な
ど
を
、
文
章
全
体
に
対
す
る
思
い
や
考
え
と

し
て
ま
と
め
、
表
現
性
を
高
め
て
伝
え
る
こ
と
に
重
点
が
あ
る
。
そ
の
こ
と

を
踏
ま
え
、
特
に
第
五
・
六
学
年
に
お
い
て
は
、
一
人
一
人
の
感
じ
方
や
思

い
、
考
え
な
ど
が
違
う
こ
と
を
大
事
に
し
、
ど
の
よ
う
に
音
声
化
す
れ
ば
聞

き
手
に
も
よ
く
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
か
な
ど
を
考
え
な
が
ら
朗
読
で
き
る
よ

う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
平
成
二
十
二
年
度
の
授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例
「
朗

読
の
工
夫
に
つ
い
て
相
互
評
価
す
る
こ
と
で
、
登
場
人
物
の
性
格
や
心
情
、

相
互
関
係
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
」
に
お
い
て
、
授
業
の
具
体
的
な
進

め
方
を
例
示
し
て
い
る
。
（
※
参
考
）

４

出
典
等

さ
と
う
わ
き
こ
「
な
い
し
ょ
」
（
『
小
さ
な
わ
ら
い
ば
な
し

４
』
一
九
七
五

年
五
月

株
式
会
社
こ
ず
え
）
に
よ
る
。
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【平成22年度「国語Ａ」３「登場人物を関係付けて読む」】

朗読の工夫について相互評価することで，登場人物の性格や心情，相互関係についての理解を深める。

■学習指導要領（平成10年告示）における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと

ウ 登場人物の心情や場面についての描写など，優れた叙述を味わいながら読むこと。

（※参考）授業アイディア例との関連
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５

百
科
事
典
の
内
容
を
捉
え
る

１

出
題
の
趣
旨

百
科
事
典
を
読
み
、
目
的
に
応
じ
て
中
心
と
な
る
内
容
を
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

百
科
事
典
を
読
み
、
目
的
に
応
じ
て
中
心
と
な
る
内
容
を
取
り
出
し
て
書
く

問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
興
味
を
も
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
百
科
事
典
で
調
べ
て
分
か
っ

た
こ
と
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
る
場
面
を
設
定
し
た
。
目
的
に
応
じ
て
、
中
心
と

な
る
語
や
文
を
捉
え
て
、
適
切
に
取
り
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

本
問
と
過
去
の
全
国
調
査
と
の
関
連
を
み
る
と
、
平
成
二
十
一
年
度
の
「
国

語
Ａ
」
（
６
「
段
落
の
内
容
を
と
ら
え
る
」
）
に
お
い
て
、
説
明
的
な
文
章
の

一
部
を
読
み
、
語
句
や
文
に
着
目
し
て
段
落
の
内
容
を
的
確
に
捉
え
る
問
題
を

取
り
上
げ
て
い
る
。
（
※
参
考
①
）

目
的
に
応
じ
て
本
や
文
章
を
選
ん
で
読
み
、
中
心
と
な
る
語
や
文
を
押
さ
え

な
が
ら
、
内
容
を
的
確
に
捉
え
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
領
域
・
内
容

Ｃ

読
む
こ
と
（
第
三
・
四
学
年
）

イ

目
的
に
応
じ
て
、
中
心
と
な
る
語
や
文
を
と
ら
え
て
段
落
相
互
の
関

係
や
事
実
と
意
見
と
の
関
係
を
考
え
、
文
章
を
読
む
こ
と
。

■
学
習
指
導
要
領
の
言
語
活
動
例
と
の
関
連

Ｃ

読
む
こ
と
（
第
三
・
四
学
年
）

イ

記
録
や
報
告
の
文
章
、
図
鑑
や
事
典
な
ど
を
読
ん
で
利
用
す
る
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

読
む
能
力
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２

問
題
の
正
答
等

正
答
に
つ
い
て

(1)
■
正
答

ア

桜
湯

イ

工
芸
品

■
解
説

○

ア
に
つ
い
て
は
、
【
ノ
ー
ト
の
一
部
】
の
中
の
「
桜
も
ち
」
の
説

明
の
記
述
と
関
係
付
け
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
【
百
科
事
典
の
記

述
の
一
部
】
の
サ
ク
ラ
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
書
か
れ
た
段
落
に
は
、

「
桜
も
ち
」
と
「
桜
湯
」
の
説
明
が
あ
る
。
「
桜
湯
」
の
説
明
と
し

て
は
、
「
塩
づ
け
に
し
た
サ
ク
ラ
の
花
を
湯
に
入
れ
た
も
の
」
と
あ

る
。
こ
の
記
述
内
容
を
押
さ
え
、
「
桜
湯
」
と
正
し
く
取
り
出
し
て

書
く
必
要
が
あ
る
。

○

イ
に
つ
い
て
は
、
ア
と
同
様
に
、
【
百
科
事
典
の
記
述
の
一
部
】

の
サ
ク
ラ
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
書
か
れ
た
段
落
に
着
目
す
る
と
、

「
サ
ク
ラ
の
樹
皮
は
，
皿
や
茶
づ
つ
な
ど
の
工
芸
品
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
。
」
と
あ
る
。
こ
の
記
述
内
容
を
基
に
し
て
ノ
ー
ト
に
ま
と

め
た
「
樹
皮
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
皿
や
茶
づ
つ
な
ど
」
と
は
、
「
工

芸
品
」
を
指
し
て
い
る
こ
と
を
捉
え
、
そ
れ
を
正
し
く
取
り
出
し
て

書
く
必
要
が
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
【
ノ
ー
ト
の
一
部
】
の
中
の
「
桜

も
ち
」
と
「
桜
湯
」
を
、
「
食
品
」
と
上
位
の
概
念
で
表
し
た
記
述

と
関
係
付
け
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(2)
■
解
説

○

【
百
科
事
典
の
記
述
の
一
部
】
の
中
か
ら
、
「
桜
湯
」
、
「
工
芸
品
」

と
正
し
く
取
り
出
し
て
解
答
し
て
い
な
い
も
の
は
誤
答
と
す
る
。

３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

目
的
に
応
じ
、
内
容
を
的
確
に
捉
え
る

(1)

目
的
に
応
じ
、
中
心
と
な
る
語
や
文
、
段
落
相
互
の
関
係
を
押
さ
え
て
、

内
容
を
的
確
に
捉
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
語
と
語
、

文
と
文
、
段
落
と
段
落
の
関
係
を
押
さ
え
な
が
ら
、
文
章
全
体
の
内
容
を
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
際
、
事

実
や
意
見
な
ど
を
区
別
し
た
り
、
そ
れ
ら
の
関
係
を
捉
え
、
図
や
表
な
ど
に

構
造
的
に
ま
と
め
た
り
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
捉
え
た
内

容
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と

も
大
切
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
平
成
二
十
一
年
度
の
授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例
「
本

の
内
容
や
筆
者
の
意
図
を
簡
潔
に
押
さ
え
、
ノ
ー
ト
に
整
理
す
る
」
に
お
い

て
、
授
業
の
具
体
的
な
進
め
方
を
例
示
し
て
い
る
。
（
※
参
考
②
）

百
科
事
典
な
ど
の
資
料
を
効
果
的
に
活
用
す
る

(2)

目
的
に
応
じ
て
、
百
科
事
典
な
ど
の
資
料
を
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
学
校
図
書
館
な
ど
の
本
の
配
置
を
押
さ
え

た
上
で
、
目
的
に
応
じ
て
適
切
な
資
料
を
選
ん
だ
り
、
書
名
や
目
次
、
索
引

な
ど
を
利
用
し
な
が
ら
読
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
効
果
的
な
読
み
方
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
複
数

の
資
料
を
比
べ
て
読
む
こ
と
で
、
豊
富
な
知
識
や
情
報
を
獲
得
し
た
り
、
内

容
面
や
形
式
面
で
の
様
々
な
違
い
を
発
見
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
指
導
す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

（
※
参
考
①
）
過
去
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
と
の
関
連

設
問
番
号

設
問
の
概
要

正
答
率
（
％
）

Ｈ

図
鑑
を
読
ん
で
必
要
な
内
容
を
と
ら

七
八
・
八

21Ａ
６

え
る
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【平成21年度「国語Ｂ」３「自分の考えをまとめるために読む<マナーやルール>」】

本の内容や筆者の意図を簡潔に押さえ，ノートに整理する。

■学習指導要領（平成10年告示）における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと

イ 目的や意図などに応じて，文章の内容を的確に押さえながら要旨をとらえること。

エ 書かれている内容について事象と感想，意見の関係を押さえ，自分の考えを明確にしながら読

むこと。

オ 必要な情報を得るために，効果的な読み方を工夫すること。

（※参考②）授業アイディア例との関連
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６

物
語
を
創
作
す
る

１

出
題
の
趣
旨

表
現
の
効
果
に
つ
い
て
確
か
め
な
が
ら
物
語
を
創
作
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
を
み
る
。

創
作
し
た
物
語
の
語
り
手
が
寄
り
添
っ
て
い
る
人
物
と
し
て
適
切
な
も
の
を

選
択
す
る
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
青
木
さ
ん
が
下
書
き
を
し
た
物
語
を
見
直
し
た
後
、
グ
ル
ー
プ

の
人
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
狙
い
で
書
き
直
し
た
の
か
を
説
明
す
る
場
面
を
設
定

し
た
。
書
き
直
し
の
前
後
の
物
語
を
比
べ
、
両
方
の
表
現
の
仕
方
や
効
果
を
評

価
し
た
上
で
、
語
り
手
が
寄
り
添
っ
て
い
る
人
物
を
捉
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。語

り
手
の
視
点
に
注
目
し
て
物
語
を
創
作
す
る
こ
と
は
、
読
む
こ
と
の
指
導

と
の
関
連
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
領
域
・
内
容

Ｂ

書
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

オ

表
現
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
確
か
め
た
り
工
夫
し
た
り
す
る
こ
と
。

Ｃ

読
む
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

エ

登
場
人
物
の
相
互
関
係
や
心
情
、
場
面
に
つ
い
て
の
描
写
を
と
ら
え
、

優
れ
た
叙
述
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
。

■
学
習
指
導
要
領
の
言
語
活
動
例
と
の
関
連

Ｂ

書
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

ア

経
験
し
た
こ
と
、
想
像
し
た
こ
と
な
ど
を
基
に
、
詩
や
短
歌
、
俳
句

を
つ
く
っ
た
り
、
物
語
や
随
筆
な
ど
を
書
い
た
り
す
る
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

書
く
能
力

読
む
能
力

26



２

問
題
の
正
答
等

正
答
に
つ
い
て

(1)
■
正
答

選
択
肢
４

広
子

■
解
説

○

創
作
し
た
物
語
の
下
書
き
を
、
ど
の
よ
う
な
狙
い
で
書
き
直
し
た

の
か
を
捉
え
る
た
め
に
は
、
ど
の
部
分
の
表
現
が
ど
の
よ
う
な
意
図

を
も
っ
て
書
き
直
さ
れ
て
い
る
の
か
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
本

問
で
は
特
に
、
主
語
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
【
下
書
き
を
し
た

物
語
の
一
部
】
の
主
語
に
つ
い
て
は
、
「
教
室
の
中
は
」
や
「
全
員

が
」
な
ど
で
あ
り
、
教
室
全
体
の
様
子
を
俯
瞰
す
る
よ
う
に
書
い
て

ふ

か
ん

い
る
。
一
方
、
【
下
書
き
の
書
き
直
し
を
し
た
物
語
の
一
部
】
の
主

語
は
、
「
広
子
は
」
に
転
換
し
て
お
り
、
【
下
書
き
を
し
た
物
語
の
一

部
】
と
同
様
に
三
人
称
で
語
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
視
点
は
特
に
「
広

子
」
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
「
身
を
乗
り
出
し
て
入
り
口
を
じ
っ
と

見
た
」
や
「
ど
こ
か
で
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
た
」
な

ど
の
よ
う
に
、
広
子
の
細
か
な
動
き
や
そ
の
時
に
感
じ
た
こ
と
が
具

体
的
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(2)
■
解
説

○

選
択
肢
１
、
２
、
３
は
、
【
下
書
き
の
書
き
直
し
を
し
た
物
語
の

一
部
】
に
お
い
て
、
語
り
手
が
寄
り
添
っ
て
い
る
登
場
人
物
で
は
な

い
の
で
誤
答
で
あ
る
。

３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

物
語
の
基
本
的
な
特
徴
を
押
さ
え
て
創
作
す
る

(1)

物
語
を
創
作
す
る
際
に
は
、
主
人
公
や
そ
の
他
の
登
場
人
物
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
虚
構
）
の
世
界
が
物
語
ら

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
物
語
の
基
本
的
な
特
徴
を
押
さ
え
て
お
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
ま
た
、
物
語
全
体
の
構
成
（
「
状
況
設
定
―
発
端
―
事
件
展
開

―
山
場
―
結
末
」
な
ど
）
の
効
果
や
、
一
人
称
や
三
人
称
な
ど
の
語
り
手
の

視
点
に
つ
い
て
理
解
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
物
語
の
基

本
的
な
特
徴
を
押
さ
え
て
物
語
を
創
作
す
る
際
、
読
む
こ
と
の
指
導
と
関
連

を
図
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

創
作
す
る
こ
と
を
楽
し
む

(2)

経
験
し
た
こ
と
、
想
像
し
た
こ
と
な
ど
を
基
に
、
物
語
や
随
筆
、
詩
、
短

歌
、
俳
句
な
ど
の
創
作
の
指
導
に
お
い
て
は
、
児
童
の
思
い
を
大
切
に
し
て

創
造
的
な
表
現
を
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
実
感
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

な
お
、
小
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
（
平
成
二
十
年
告
示
）
「
書
く
こ
と
」

で
は
、
次
の
よ
う
な
創
作
に
関
す
る
言
語
活
動
例
を
挙
げ
て
い
る
。

・
身
近
な
こ
と
、
想
像
し
た
こ
と
な
ど
を
基
に
、
詩
を
つ
く
っ
た
り
、
物
語

を
書
い
た
り
す
る
こ
と
。
（
第
三
・
四
学
年
）

・
経
験
し
た
こ
と
、
想
像
し
た
こ
と
な
ど
を
基
に
、
詩
や
短
歌
、
俳
句
を
つ

く
っ
た
り
、
物
語
や
随
筆
な
ど
を
書
い
た
り
す
る
こ
と
。（
第
五
・
六
学
年
）

こ
の
よ
う
に
、
多
様
な
言
語
活
動
を
系
統
的
に
取
り
上
げ
て
指
導
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
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７

新
聞
の
報
道
記
事
の
リ
ー
ド
を
書
く

１

出
題
の
趣
旨

目
的
や
意
図
に
応
じ
、
必
要
と
な
る
事
柄
を
整
理
し
て
簡
潔
に
書
く
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

新
聞
の
報
道
記
事
の
リ
ー
ド
に
必
要
な
事
柄
を
整
理
し
、
一
文
に
ま
と
め
て

書
く
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
新
聞
委
員
が
合
唱
部
の
活
躍
を
学
校
新
聞
の
記
事
に
書
く
場
面

を
設
定
し
た
。
取
材
し
た
四
つ
の
内
容
を
、
新
聞
の
報
道
記
事
の
リ
ー
ド
に
し

て
一
文
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

本
問
と
過
去
の
全
国
調
査
と
の
関
連
を
み
る
と
、
平
成
二
十
二
年
度
の
「
国

語
Ａ
」
（
４
「
文
の
論
理
を
考
え
て
書
く
」
）
に
お
い
て
、
相
手
に
伝
え
た
い

こ
と
を
明
確
に
表
現
す
る
た
め
に
、
事
象
と
意
見
と
の
関
係
を
区
別
し
な
が
ら
、

文
の
論
理
を
考
え
て
書
く
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
（
※
参
考
①
）

新
聞
記
事
を
書
く
た
め
に
は
、
い
わ
ゆ
る
逆
三
角
形
の
構
成
と
呼
ば
れ
る
、

「
見
出
し
・
リ
ー
ド
・
本
文
」
の
三
つ
の
関
係
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
リ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
５
Ｗ
１
Ｈ
（w

h
e
n

｢

い
つ｣

、wh
e
r
e

｢

ど

こ
で｣

、wh
o

｢

誰
が｣

、wh
a
t

｢

何
を｣

、wh
y

｢

な
ぜ｣

、ho
w

｢

ど
の
よ
う
に｣

）

な
ど
の
事
柄
を
整
理
し
て
簡
潔
に
書
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
領
域
・
内
容

Ｂ

書
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

ウ

事
実
と
感
想
、
意
見
な
ど
と
を
区
別
す
る
と
と
も
に
、
目
的
や
意
図

に
応
じ
て
簡
単
に
書
い
た
り
詳
し
く
書
い
た
り
す
る
こ
と
。

■
学
習
指
導
要
領
の
言
語
活
動
例
と
の
関
連

Ｂ

書
く
こ
と
（
第
三
・
四
学
年
）

イ

疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
調
べ
て
、
報
告
す
る
文
章
を
書
い
た
り
、
学

級
新
聞
な
ど
に
表
し
た
り
す
る
こ
と
。
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■
評
価
の
観
点

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

書
く
能
力

２

問
題
の
正
答
等

正
答
に
つ
い
て

(1)
■
正
答
例

○

（
七
月
一
日
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
県
大
会
に
出
場
し
た
本
校
合

唱
部
が
、
）
金
賞
に
選
ば
れ
、
来
月
開
か
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
（
二
十
九
字
）

■
解
説

○

書
き
出
し
の
言
葉
に
続
け
、
【
取
材
し
た
内
容
の
一
部
】
の
③
と

④
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
ま
と
め
て
、
二
十
字
以
上
、
三
十
字
以

内
の
一
文
で
書
く
必
要
が
あ
る
。
正
答
の
条
件
は
、
次
の
三
つ
と
す

る
。

①

【
取
材
し
た
内
容
の
一
部
】
の
③
と
④
に
書
か
れ
て
い
る
内
容

を
ま
と
め
て
い
る
。

②

書
き
出
し
の
言
葉
に
続
け
て
、
一
文
で
書
い
て
い
る
。

③

二
十
字
以
上
、
三
十
字
以
内
で
書
い
て
い
る
。

○

書
き
出
し
の
言
葉
で
あ
る
、
「
七
月
一
日
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の

県
大
会
に
出
場
し
た
本
校
合
唱
部
が
、
」
は
、
【
取
材
し
た
内
容
の
一

部
】
の
①
と
②
の
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
踏

ま
え
て
、
解
答
に
は
、
【
取
材
し
た
内
容
の
一
部
】
の
③
と
④
の
内

容
を
条
件
に
合
わ
せ
て
ま
と
め
る
必
要
が
あ
る
。

○

【
取
材
し
た
内
容
の
一
部
】
の
③
と
④
の
内
容
は
、
主
語
が
ど
ち

ら
も
「
第
三
小
の
合
唱
部
は
」
で
あ
り
、
リ
ー
ド
の
書
き
出
し
の
主

語
で
あ
る
「
本
校
合
唱
部
が
」
と
重
複
す
る
た
め
省
略
す
る
。
さ
ら

に
、
③
の
中
の
「
そ
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
「
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の

県
大
会
」
を
指
し
て
お
り
、
こ
れ
も
重
複
す
る
た
め
省
略
す
る
。

○

【
取
材
し
た
内
容
の
一
部
】
の
③
の
中
の
「
金
賞
」
、
同
じ
く
④

の
中
の
「
全
国
大
会
に
出
場
す
る
」
と
い
う
言
葉
に
触
れ
て
解
答
し

て
い
る
も
の
を
正
答
と
す
る
。
④
の
中
の
「
来
月
開
か
れ
る
」
は
、

内
容
の
中
心
的
な
事
柄
で
は
な
い
と
判
断
で
き
る
た
め
、
触
れ
て
い

な
く
て
も
正
答
と
す
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(2)
■
解
説

○

【
取
材
し
た
内
容
の
一
部
】
の
③
と
④
の
内
容
を
ま
と
め
て
い
な

い
も
の
は
誤
答
と
す
る
。
ま
た
、
書
き
出
し
に
続
け
て
一
文
に
し
て

書
い
て
い
な
い
も
の
、
示
さ
れ
た
字
数
に
過
不
足
が
あ
る
も
の
な
ど
、

条
件
を
満
た
さ
な
い
で
解
答
し
て
い
る
も
の
は
誤
答
と
す
る
。
次
の
よ

う
な
も
の
は
誤
答
と
な
る
。

・
（
「
七
月
一
日
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
県
大
会
に
出
場
し
た
本
校
合

唱
部
が
、
」
以
下
、
こ
の
書
き
出
し
の
言
葉
は
省
略
す
る
。
）
金
賞

に
選
ば
れ
た
。
来
月
開
か
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。（
三
十
字
）

→
右
記
の
例
は
、
二
文
で
書
い
て
い
る
。
こ
の
例
は
、
解
答
類
型
３

に
あ
た
る
。

・
賞
を
と
っ
た
の
で
、
来
月
の
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
二
十
七
字
）

→
右
記
の
例
は
、【
取
材
し
た
内
容
の
一
部
】
の
③
の
中
の
「
金
賞
」

に
触
れ
て
解
答
し
て
い
な
い
。
こ
の
例
は
、
解
答
類
型
９
に
あ
た
る
。
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３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

調
べ
た
こ
と
な
ど
を
基
に
新
聞
を
書
く

(1)

調
べ
た
こ
と
な
ど
を
基
に
新
聞
を
書
く
と
き
に
は
、
相
手
や
目
的
に
応
じ

て
、
書
く
材
料
の
収
集
や
選
択
の
仕
方
、
ま
と
め
方
な
ど
を
様
々
に
工
夫
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
例
え
ば
、
題
材
と
し
て
は
、
自
分
が
経
験
し
た
こ

と
や
身
の
回
り
で
起
き
た
出
来
事
、
学
習
し
た
内
容
な
ど
を
取
り
上
げ
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
基
に
新
聞
を
書
く
た
め
に
は
、
紹
介
や
案
内
、

報
告
な
ど
の
複
数
の
種
類
の
文
章
を
編
集
し
、
割
り
付
け
を
工
夫
し
た
上
で
、

効
果
的
な
見
出
し
を
付
け
た
り
、
読
者
に
分
か
り
や
す
い
記
事
を
書
い
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

文
の
論
理
を
考
え
て
書
く

(2)

目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、
伝
え
た
い
内
容
を
明
確
に
伝
え
る
た
め
に
は
、

文
の
論
理
を
考
え
な
が
ら
、
一
文
一
文
が
的
確
に
つ
な
が
る
よ
う
に
書
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
主
語
と
述
語
の
関
係
や
修
飾
と
被
修

飾
の
関
係
を
的
確
に
押
さ
え
、
重
文
や
複
文
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
る
よ

う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
事
実
と
意
見
の
関
係
、
理
由

や
根
拠
と
結
論
の
関
係
な
ど
を
的
確
に
押
さ
え
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
と

り
わ
け
、
一
文
が
長
く
な
る
場
合
に
お
い
て
は
、
適
切
な
接
続
語
を
使
っ
て

二
文
に
分
け
る
な
ど
し
て
、
簡
潔
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
平
成
二
十
二
年
度
の
授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例
「
調

査
報
告
文
を
書
く
た
め
に
、
必
要
と
な
る
複
数
の
文
を
一
文
に
要
約
す
る
こ

と
で
、
文
と
文
と
の
意
味
の
つ
な
が
り
に
注
意
す
る
」
に
お
い
て
、
授
業
の

具
体
的
な
進
め
方
を
例
示
し
て
い
る
。
（
※
参
考
②
）

（
※
参
考
①
）
過
去
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
と
の
関
連

設
問
番
号

設
問
の
概
要

正
答
率
（
％
）

Ｈ

メ
モ
を
基
に
し
て
、
児
童
会
だ
よ
り
の

六
〇
・
六

22Ａ
４

中
に
入
る
適
切
な
内
容
を
書
く
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【平成22年度「国語Ａ」４「文の論理を考えて書く」】

調査報告文を書くために,必要となる複数の文を一文に要約することで,文と文との意味のつながりに注意する。

■学習指導要領（平成10年告示）における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと

エ 事象と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりすること。

〔第３学年及び第４学年〕 言語事項

(1)オ(ウ) 文と文との意味のつながりを考えながら，指示語や接続語を使うこと。

（※参考②）授業アイディア例との関連
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８

慣
用
句
の
意
味
を
理
解
す
る

１

出
題
の
趣
旨

日
常
生
活
で
使
わ
れ
て
い
る
慣
用
句
の
意
味
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

日
常
生
活
で
使
わ
れ
て
い
る
慣
用
句
を
集
め
、
そ
れ
ら
の
意
味
を
適
切
に
捉

え
る
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、「
話
」
と
い
う
語
を
用
い
た
慣
用
句
の
中
か
ら
「
話
が
は
ず
む
」

を
取
り
上
げ
た
。
「
話
」
と
「
は
ず
む
」
の
二
つ
の
語
の
意
味
や
カ
ー
ド
に
書

か
れ
た
使
い
方
の
例
文
を
基
に
し
て
、
「
話
が
は
ず
む
」
の
意
味
を
適
切
に
捉

え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

慣
用
句
は
、
二
つ
以
上
の
語
が
結
び
付
い
て
元
の
意
味
と
は
違
っ
た
特
定
の

意
味
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
言
語
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
、
こ
と
わ
ざ
や

慣
用
句
、
故
事
成
語
な
ど
の
意
味
を
正
し
く
理
解
し
、
日
常
生
活
に
お
い
て
適

切
に
用
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
領
域
・
内
容

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
（
第
三
・
四
学
年
）

ア

伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

(1)
（
イ
）

長
い
間
使
わ
れ
て
き
た
こ
と
わ
ざ
や
慣
用
句
、
故
事
成
語
な

ど
の
意
味
を
知
り
、
使
う
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能
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２

問
題
の
正
答
等

正
答
に
つ
い
て

(1)
■
正
答

選
択
肢
２

話
の
や
り
と
り
が
、
次
か
ら
次
へ
と
調
子
よ
く
続
く
。

■
解
説

○

「
話
が
は
ず
む
」
の
中
の
「
は
ず
む
」
の
意
味
は
、
「
い
き
い
き

と
す
る
」
、
「
調
子
づ
く
」
、
「
勢
い
づ
く
」
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
「
は

ず
む
」
と
「
話
」
と
を
結
び
付
け
、
複
数
の
人
々
の
会
話
の
様
子
を

連
想
し
な
が
ら
意
味
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
カ
ー
ド

に
書
か
れ
た
使
い
方
の
例
文
を
基
に
し
て
、
文
脈
の
中
で
意
味
を
適

切
に
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(2)
■
解
説

○

選
択
肢
１
→

「
話
が
早
い
」
と
い
う
慣
用
句
に
あ
た
る
の
で
誤

答
で
あ
る
。

○

選
択
肢
３
→

「
話
が
分
か
る
」
と
い
う
慣
用
句
に
あ
た
る
の
で

誤
答
で
あ
る
。

○

選
択
肢
４
→

「
話
が
つ
く
」
と
い
う
慣
用
句
に
あ
た
る
の
で
誤

答
で
あ
る
。

３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

慣
用
句
の
意
味
や
使
い
方
を
正
し
く
理
解
す
る

(1)

慣
用
句
の
意
味
や
使
い
方
を
正
し
く
理
解
し
、
言
語
生
活
を
豊
か
な
も
の

に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
様
々
な
慣
用
句
の
意
味
を

国
語
辞
典
な
ど
を
用
い
て
調
べ
る
こ
と
に
加
え
、
本
や
文
章
を
読
ん
で
、
そ

の
中
に
使
わ
れ
て
い
る
慣
用
句
を
探
し
て
一
覧
表
に
ま
と
め
る
な
ど
の
具
体

的
な
活
動
を
通
し
て
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
際
、
「
体
の
部

分
に
関
す
る
語
が
入
っ
て
い
る
も
の
」
、「
動
物
名
が
入
っ
て
い
る
も
の
」
、「
数

字
が
入
っ
て
い
る
も
の
」
な
ど
の
種
類
に
分
け
て
指
導
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

こ
と
わ
ざ
や
慣
用
句
、
故
事
成
語
を
自
分
の
表
現
に
用
い
る

(2)

長
く
使
わ
れ
て
き
た
こ
と
わ
ざ
や
慣
用
句
、
故
事
成
語
な
ど
を
自
分
の
表

現
に
用
い
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ら

が
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
場
面
を
取
り
出
し
、
文
脈
に
合
わ
せ
た
使
い
方
を

理
解
す
る
と
と
も
に
、
短
文
に
ま
と
め
る
な
ど
し
て
収
集
し
、
そ
れ
ら
を
ス

ピ
ー
チ
や
説
明
的
な
文
章
を
書
く
と
き
な
ど
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

な
お
、
慣
用
句
は
、
相
手
や
場
に
よ
っ
て
失
礼
に
あ
た
る
場
合
が
あ
る
た

め
、
配
慮
し
て
用
い
る
こ
と
を
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
。
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９

漢
字
を
筆
順
に
従
っ
て
書
く

１

出
題
の
趣
旨

学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
筆
順
に
従
っ
て
正
し
く

書
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

学
年
別
漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ
て
い
る
漢
字
の
正
し
い
筆
順
を
適
切
に
捉
え

る
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
既
習
の
漢
字
の
正
し
い
筆
順
に
つ
い
て
、
そ
の
理
解
の
状
況
を

み
る
た
め
に
、「
申
」（
第
三
学
年
）
と
「
赤
」（
第
一
学
年
）
を
取
り
上
げ
た
。

漢
字
を
構
成
す
る
点
画
の
形
状
や
点
画
相
互
の
位
置
関
係
を
理
解
し
な
が
ら
、

正
し
い
筆
順
で
書
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

な
お
、
筆
順
に
つ
い
て
は
、
文
部
省
『
筆
順
指
導
の
手
び
き
』
（
昭
和
三
十

三
年
三
月

博
文
堂
出
版
株
式
会
社
）
に
お
け
る
大
原
則
や
原
則
な
ど
に
基
づ

く
こ
と
と
し
た
。
筆
順
は
、
書
き
進
む
際
の
合
理
的
な
順
序
が
習
慣
化
し
た
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
領
域
・
内
容

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
（
第
一
・
二
学
年
）

書
写
に
関
す
る
事
項

（2）
イ

点
画
の
長
短
や
方
向
、
接
し
方
や
交
わ
り
方
な
ど
に
注
意
し
て
、

筆
順
に
従
っ
て
文
字
を
正
し
く
書
く
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能
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２

問
題
の
正
答
等

正
答
に
つ
い
て

(1)
■
正
答

一

五
（
画
目
）

二

四
（
画
目
）

■
解
説

○

「
申
」
の
漢
字
の
筆
順
に
つ
い
て
は
、

「
つ
ら
ぬ
く
縦
画
は
最
後
」
と
い
う
原

則
に
従
う
必
要
が
あ
る
。
「
申
」
以
外

に
は
、
「
中
」
や
「
半
」
な
ど
が
こ
の

原
則
に
当
て
は
ま
る
。「
申
」
の
筆
順
は
、

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

○

「
赤
」
の
漢
字
の
筆
順
に
つ
い
て
は
、

「
中
が
さ
き
」
と
い
う
原
則
に
従
う
必

要
が
あ
る
。
「
赤
」
以
外
に
は
、
「
小
」
、

「
水
」
な
ど
が
こ
の
原
則
に
当
て
は
ま

る
。
た
だ
し
、「
忄
」
、「
火
」
に
つ
い
て

は
、
例
外
と
な
っ
て
い
る
。「
赤
」
の
筆

順
は
、
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(2)
■
解
説

○

一
に
五
（
画
目
）
、
二
に
四
（
画
目
）
と
解
答
し
て
い
な
い
も
の

は
誤
答
と
す
る
。

３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

筆
順
の
原
則
を
理
解
す
る

(1)

前
述
の
『
筆
順
指
導
の
手
び
き
』
に
お
い
て
は
、
筆
順
に
つ
い
て
大
原
則

と
原
則
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
「
上
か
ら
下
へ
」
、
「
左
か
ら
右

へ
」
、
「
横
画
が
さ
き
」
な
ど
が
あ
る
。
学
校
教
育
で
指
導
す
る
筆
順
は
、
一

般
に
通
用
し
て
い
る
常
識
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
理
解
し
、
学
年
別

漢
字
配
当
表
に
示
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
正
し
い
筆
順
で
書
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
原
則
を
た
だ
暗
記
す
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
漢

字
と
結
び
付
け
な
が
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

ま
た
、
国
語
科
の
学
習
の
み
な
ら
ず
、
各
教
科
等
の
学
習
や
日
常
生
活
の
中

で
も
、
正
し
い
筆
順
に
従
っ
て
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

毛
筆
の
学
習
を
生
か
し
て
正
し
い
筆
順
で
書
く

(2)

筆
順
に
従
っ
て
漢
字
を
正
し
く
書
く
た
め
に
は
、
毛
筆
の
学
習
を
生
か
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
第
三
・
四
学
年
、
第
五
・
六
学
年

の
書
写
に
関
す
る
事
項
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

な
お
、
小
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
（
平
成
二
十
年
告
示
）
〔
伝
統
的
な

言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕
で
は
、
書
写
に
関
す
る
事
項
と

し
て
、
次
の
も
の
を
設
定
し
て
い
る
。

・
点
画
の
種
類
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
毛
筆
を
使
用
し
て
筆
圧
な
ど
に
注

意
し
て
書
く
こ
と
。
（
第
三
・
四
学
年
）

・
毛
筆
を
使
用
し
て
、
穂
先
の
動
き
と
点
画
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
て
書
く

こ
と
。
（
第
五
・
六
学
年
）

こ
れ
ら
の
事
項
を
踏
ま
え
、
筆
順
に
つ
い
て
は
、
毛
筆
の
学
習
を
生
か
し

て
、
正
し
い
筆
順
で
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
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調 査 問 題 の 解 説

Ｂ 主として「活用」に関する問題
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１

依
頼
の
手
紙
を
書
く<

動
物
園
へ
の
訪
問>
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１

出
題
の
趣
旨

目
的
や
意
図
に
応
じ
、
書
く
事
柄
を
整
理
し
文
章
を
構
成
す
る
と
と
も

に
、
適
切
に
敬
語
を
使
い
な
が
ら
、
内
容
の
中
心
を
明
確
に
し
て
書
く
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

依
頼
の
目
的
や
意
図
に
応
じ
、
手
紙
の
構
成
に
基
づ
い
て
書
く
事
柄
を
整
理

し
、
適
切
に
敬
語
を
使
い
な
が
ら
、
内
容
の
中
心
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
手
紙

を
書
く
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
動
物
園
へ
の
訪
問
を
依
頼
す
る
手
紙
を
書
く
場
面
を
設
定
し
た
。

依
頼
の
手
紙
を
送
る
こ
と
に
し
た
経
緯
や
依
頼
す
る
具
体
的
な
内
容
を
明
確
に

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
依
頼
に
対
す
る
返
事
の
仕
方
と
内
容
に
つ

い
て
、
適
切
に
敬
語
を
使
い
な
が
ら
書
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
後

付
け
に
お
け
る
日
付
や
署
名
、
宛
て
名
の
位
置
関
係
と
い
っ
た
手
紙
の
基
本
的

な
形
式
な
ど
を
押
さ
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

実
用
的
な
文
章
と
し
て
の
手
紙
を
書
く
こ
と
は
、
学
校
の
教
育
活
動
の
中
に

お
い
て
も
重
要
で
あ
る
。
目
的
や
意
図
に
応
じ
、
内
容
の
中
心
を
明
確
に
し
、

相
手
に
応
じ
て
適
切
に
敬
語
を
使
い
な
が
ら
書
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
の
言
語
活
動
例
と
の
関
連

Ｂ

書
く
こ
と
（
第
三
・
四
学
年
）

エ

目
的
に
合
わ
せ
て
依
頼
状
、
案
内
状
、
礼
状
な
ど
の
手
紙
を
書
く
こ
と
。

２

各
設
問
の
趣
旨
及
び
正
答
等

設
問
一趣

旨

(1)
目
的
や
意
図
に
応
じ
、
書
く
事
柄
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

を
み
る
。

目
的
や
意
図
に
応
じ
、
依
頼
す
る
具
体
的
な
内
容
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選

択
す
る
問
題
で
あ
る
。

本
設
問
は
、
手
紙
の
本
文
の
中
に
、
依
頼
の
手
紙
を
出
す
理
由
を
踏
ま
え
た

上
で
、
依
頼
す
る
具
体
的
な
内
容
を
書
く
場
面
を
設
定
し
た
。
依
頼
す
る
側
の

平
川
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
捉
え
、
先
方
に
対
し
て
何
を

求
め
て
い
る
の
か
を
的
確
に
捉
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

依
頼
の
手
紙
を
書
く
際
に
は
、
手
紙
を
送
る
こ
と
に
し
た
経
緯
や
依
頼
す
る
具

体
的
な
内
容
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
手
紙
の
構
成
を
押
さ
え
た
上
で
、
目
的

や
意
図
に
応
じ
、
文
章
全
体
を
見
通
し
て
事
柄
を
整
理
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
領
域
・
内
容

Ｂ

書
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

ア

考
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
書
く
こ
と
を
決
め
、
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、

書
く
事
柄
を
収
集
し
、
全
体
を
見
通
し
て
事
柄
を
整
理
す
る
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

書
く
能
力
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正
答
に
つ
い
て

(2)
■
正
答

選
択
肢
２

動
物
園
の
仕
事
を
は
じ
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
、
動
物
と
関
わ

る
仕
事
の
喜
び
や
ご
苦
労
な
ど
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
解
説

○

手
紙
の
本
文
に
は
、
手
紙
を
送
る
こ
と
に
し
た
経
緯
や
理
由
、
依

頼
す
る
具
体
的
な
内
容
な
ど
、
手
紙
の
中
心
と
な
る
内
容
を
書
く
必

要
が
あ
る
。

Ａ

の
前
後
を
み
る
と
、
働
く
こ
と
の
大
切
さ
に

つ
い
て
発
表
し
合
う
こ
と
に
し
た
と
い
う
経
緯
や
、
動
物
と
関
わ
る

仕
事
に
つ
い
て
発
表
し
よ
う
と
考
え
た
理
由
、
職
場
に
伺
い
た
い
と

い
う
意
向
が
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
先
方
に
何
を
依
頼
し
た
い

の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

Ａ

に
は
、
依
頼
の
具
体
的
な
内
容
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(3)
■
解
説

○

選
択
肢
１
→

「
地
域
の
み
な
さ
ん
に
も
知
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
っ
た
内
容
を
中
心
と
し
た
意
見
で
あ
る
の
で
誤
答

で
あ
る
。

○

選
択
肢
３
→

「
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
」
と
い
っ
た
内
容
を
中

心
と
し
た
報
告
で
あ
る
の
で
誤
答
で
あ
る
。

○

選
択
肢
４
→

「
と
て
も
よ
く
分
か
り
ま
し
た
」
と
い
っ
た
内
容

を
中
心
と
し
た
感
想
で
あ
る
の
で
誤
答
で
あ
る
。

設
問
二趣

旨

(1)
目
的
や
意
図
に
応
じ
、
適
切
に
敬
語
を
使
い
な
が
ら
、
内
容
の
中
心
を
明

確
に
し
て
書
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

目
的
や
意
図
に
応
じ
、
適
切
に
敬
語
を
使
い
な
が
ら
、
返
事
の
仕
方
と
内
容

を
記
述
す
る
問
題
で
あ
る
。

本
設
問
は
、
手
紙
の
本
文
の
中
に
、
先
方
に
求
め
る
返
事
の
仕
方
と
内
容
を

伝
え
る
よ
う
に
書
く
場
面
を
設
定
し
た
。
【
平
川
さ
ん
が
書
い
た
メ
モ
】
の
中

の
「
返
事
の
も
ら
い
方
」
と
「
返
事
の
内
容
」
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
押
さ

え
た
上
で
、
適
切
に
敬
語
を
使
い
な
が
ら
記
述
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

本
設
問
と
過
去
の
全
国
調
査
と
の
関
連
を
み
る
と
、
平
成
十
九
年
度
の
「
国

語
Ｂ
」（
４
「
情
報
を
読
み
取
る
〈
お
客
様
感
謝
セ
ー
ル
の
ち
ら
し
〉
」
設
問
二
）

に
お
い
て
、
相
手
の
立
場
を
考
え
て
、
文
章
や
内
容
を
客
観
的
に
評
価
し
、
よ

り
よ
い
表
現
に
な
る
よ
う
に
推
敲
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
（
※
参
考

す
い
こ
う

①
）
ま
た
、
平
成
二
十
三
年
度
調
査
と
し
て
実
施
予
定
で
あ
っ
た
調
査
問
題
と

の
関
連
を
み
る
と
、
「
国
語
Ａ
」
（
９
「
敬
体
と
常
体
と
の
違
い
に
注
意
し
て
書

く
」
）
に
お
い
て
、
敬
体
と
常
体
と
の
違
い
に
注
意
し
、
お
礼
の
手
紙
の
下
書
き
を

書
き
直
す
説
明
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。（
※

参
考
②
）

依
頼
の
手
紙
を
書
く
際
、
先
方
に
求
め
る
返
事
の
仕
方
と
内
容
を
適
切
に
敬

語
を
使
っ
て
書
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
領
域
・
内
容

Ｂ

書
く
こ
と
（
第
三
・
四
学
年
）

エ

文
章
の
敬
体
と
常
体
と
の
違
い
に
注
意
し
な
が
ら
書
く
こ
と
。

Ｂ

書
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

ウ

事
実
と
感
想
、
意
見
な
ど
と
を
区
別
す
る
と
と
も
に
、
目
的
や
意
図

に
応
じ
て
簡
単
に
書
い
た
り
詳
し
く
書
い
た
り
す
る
こ
と
。
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伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
（
第
五
・
六
学
年
）

イ

言
葉
の
特
徴
や
き
ま
り
に
関
す
る
事
項

（1）
（
ク
）

日
常
よ
く
使
わ
れ
る
敬
語
の
使
い
方
に
慣
れ
る
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

書
く
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

正
答
に
つ
い
て

(2)
■
正
答
例

○

（
お
返
事
に
は
、
）
ふ
う
と
う
の
中
の
は
が
き
を
お
使
い
く
だ
さ

い
。
も
し
、
ほ
う
問
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
六
月
の
土
曜
日

か
日
曜
日
で
、
宮
本
さ
ん
の
ご
つ
ご
う
が
よ
い
日
時
を
�
の
は
が
き

に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
（
七
十
八
字
）

■
解
説

○

先
方
か
ら
ど
の
よ
う
に
返
事
を
も
ら
う
か
を
書
く
た
め
に
は
、
【
平

川
さ
ん
が
書
い
た
メ
モ
】
の
「
返
事
の
も
ら
い
方
」
と
「
返
事
の
内

容
」
を
基
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
適
切
に
敬
語
を
使
い
な

が
ら
、
六
十
字
以
上
、
八
十
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
必
要
が
あ
る
。

正
答
の
条
件
は
、
次
の
三
つ
と
す
る
。

①

【
平
川
さ
ん
が
書
い
た
メ
モ
】
の
「
返
事
の
も
ら
い
方
」
と
「
返

事
の
内
容
」
の
二
つ
の
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

ふ
う
と
う
の
中
の
は
が
き
を
返
事
に
使
っ
て
も
ら
う
。

a

訪
問
で
き
る
場
合
、
六
月
の
土
曜
日
か
日
曜
日
で
、
宮
本
さ

b
ん
の
都
合
が
よ
い
日
時
を
は
が
き
に
書
い
て
も
ら
う
。

②

敬
語
（
相
手
に
敬
意
を
表
す
言
葉
）
を
用
い
て
書
い
て
い
る
。

③

「
お
返
事
に
は
、
」
に
続
く
よ
う
に
、
六
十
字
以
上
、
八
十
字

以
内
で
書
い
て
い
る
。

○

条
件
①

に
つ
い
て
は
、
「
ふ
う
と
う
の
中
の
は
が
き
」
を
使
う

a

こ
と
を
明
確
に
書
く
必
要
が
あ
る
。
単
に
「
は
が
き
」
だ
け
で
は
、

依
頼
の
手
紙
に
同
封
し
た
も
の
か
ど
う
か
が
不
明
確
で
、
先
方
へ
の

配
慮
が
不
十
分
に
な
る
と
判
断
す
る
。

条
件
①

に
つ
い
て
は
、
「
六
月
の
土
曜
日
か
日
曜
日
」
や
「
つ
ご

b

う
が
よ
い
日
時
」
と
い
っ
た
メ
モ
の
重
要
な
内
容
を
的
確
に
取
り
出

す
必
要
が
あ
る
。

○

条
件
②
に
つ
い
て
は
、
【
平
川
さ
ん
が
書
い
た
メ
モ
】
の
内
容
を

適
切
に
敬
語
を
使
っ
て
書
く
必
要
が
あ
る
。
文
末
に
は
、
「
お
使
い

く
だ
さ
い
」
や
「
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
、「
書
い
て
く
だ
さ
い
」
や
「
お

書
き
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
敬
意
表
現
を
用
い
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

「
ほ
う
問
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
場
合
は
」
や
「
ご
つ
ご
う
」
と
い
っ

た
敬
意
表
現
も
合
わ
せ
て
用
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

○

条
件
①

・

、
②
、
③
を
満
た
し
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
次
の

a

b

よ
う
な
も
の
は
正
答
と
な
る
。

〔
条
件
①

・

を
一
文
に
ま
と
め
て
い
る
場
合
〕

a

b

・
（
「
お
返
事
に
は
、
」
以
下
、
こ
の
書
き
出
し
の
言
葉
は
省
略
す
る
。
）

ふ
う
と
う
の
中
の
は
が
き
を
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
、
わ
た
し

た
ち
が
ほ
う
問
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
場
合
、
六
月
の
土
曜
日
か
日

曜
日
で
、
宮
本
さ
ん
の
ご
つ
ご
う
が
よ
い
日
時
を
お
書
き
く
だ
さ

い
。
（
七
十
七
字
）

→
右
記
の
例
は
、「
（
私
が
あ
な
た
に
）
…
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
、

（
あ
な
た
が
）
お
書
き
く
だ
さ
い
」
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

一
文
の
中
の
主
語
が
整
っ
て
い
な
い
が
、
本
設
問
で
は
、
文
末

の
敬
意
表
現
の
有
無
を
優
先
し
て
判
断
す
る
た
め
正
答
と
す
る
。

〔
条
件
①

の
内
容
を
分
け
て
書
い
て
い
る
場
合
〕

b

・
ほ
う
問
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
宮
本
さ
ん
の
ご
つ
ご
う
が

よ
い
日
時
を
ふ
う
と
う
の
中
の
は
が
き
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
期

日
に
つ
い
て
は
、
六
月
の
土
曜
日
か
日
曜
日
に
�
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
（
七
十
九
字
）

→
右
記
の
例
は
、
条
件
①

・

を
満
た
し
、
条
件
①

の
中
の

a

b

b

訪
問
の
期
日
に
関
す
る
内
容
を
補
足
す
る
よ
う
に
二
文
に
し
て

的
確
に
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
敬
語
を
適
切
に
用
い
て
い
る
の

で
正
答
と
す
る
。
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誤
答
に
つ
い
て

(3)
■
解
説

○

【
平
川
さ
ん
が
書
い
た
メ
モ
】
に
あ
る
「
返
事
の
も
ら
い
方
」
と

「
返
事
の
内
容
」
の
二
つ
の
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
も
の
、
あ

る
い
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
し
か
触
れ
て
い
な
い
も
の
は
誤
答
と
す

る
。
ま
た
、
敬
語
を
適
切
に
用
い
て
い
な
い
も
の
、
示
さ
れ
た
字
数

に
過
不
足
が
あ
る
も
の
な
ど
、
条
件
を
満
た
さ
な
い
で
解
答
し
て
い

る
も
の
は
誤
答
と
す
る
。
次
の
よ
う
な
も
の
は
誤
答
と
な
る
。

・
ふ
う
と
う
の
中
の
は
が
き
を
使
っ
て
書
い
て
も
ら
い
ま
す
。
�
う
問

で
き
る
場
�
は
、
六
月
の
土
曜
日
か
日
曜
日
で
宮
本
さ
ん
の
つ
ご

う
が
よ
い
日
時
を
そ
の
は
が
き
に
書
い
て
�
し
い
。
（
七
十
一
字
）

→
右
記
の
例
は
、
一
文
目
の
文
末
に
敬
体
を
用
い
て
い
る
が
、
依

頼
す
る
相
手
に
は
が
き
を
使
っ
て
書
く
こ
と
を
指
示
す
る
よ
う
な

表
現
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
二
文
目
の
文
末
は
常
体
に
な
っ

て
い
る
。
二
つ
の
文
は
、
適
切
な
敬
意
表
現
を
用
い
て
い
な
い

も
の
と
判
断
す
る
。
こ
の
例
は
、
解
答
類
型
３
に
あ
た
る
。

・
ふ
う
と
う
の
中
の
は
が
き
を
お
使
い
く
�
さ
い
。
も
し
、
�
う
問

さ
�
て
い
た
�
け
る
場
�
は
、
ご
つ
ご
う
の
よ
い
日
時
を
こ
ち
ら

か
ら
�
�
で
う
か
が
う
よ
う
に
し
ま
す
。
（
六
十
六
字
）

→
右
記
の
例
は
、「
六
月
の
土
曜
日
か
日
曜
日
で
宮
本
さ
ん
の
つ
ご
う

が
よ
い
日
時
を
は
が
き
に
書
い
て
も
ら
う
」
と
い
う
条
件
①

を
b

取
り
上
げ
て
い
な
い
。
こ
の
例
は
、
解
答
類
型
４
に
あ
た
る
。

・
も
し
、
�
う
問
さ
�
て
い
た
�
け
る
場
�
は
、
六
月
の
土
曜
日
か

日
曜
日
で
宮
本
さ
ん
の
ご
つ
ご
う
が
よ
い
日
時
を
は
が
き
に
お
書

き
く
�
さ
い
。
（
五
十
六
字
）

→
右
記
の
例
は
、「
ふ
う
と
う
の
中
の
は
が
き
を
使
っ
て
も
ら
う
」
と

い
う
条
件
①

を
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
こ
の
例
は
、
解
答
類
型

a

４
に
あ
た
る
。

設
問
三趣

旨

(1)
手
紙
の
構
成
を
理
解
し
、
後
付
け
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

手
紙
の
後
付
け
に
必
要
な
、
日
付
、
署
名
、
宛
て
名
の
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
を

適
切
に
選
択
す
る
問
題
で
あ
る
。

本
設
問
は
、
手
紙
の
後
付
け
に
、
日
付
、
署
名
、
宛
て
名
を
書
く
場
面
を
設

定
し
た
。
日
付
、
署
名
、
宛
て
名
を
そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
位
置
に
書
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

本
設
問
と
過
去
の
全
国
調
査
と
の
関
連
を
み
る
と
、
平
成
二
十
一
年
度
の
「
国

語
Ａ
」
（
３
「
は
が
き
を
書
く
」
）
に
お
い
て
、
は
が
き
の
表
書
き
に
必
要
な
相

手
の
住
所
と
名
前
、
自
分
の
住
所
と
名
前
を
正
し
い
順
序
で
選
択
す
る
問
題
を

取
り
上
げ
て
い
る
。
（
※
参
考
①
）

手
紙
の
後
付
け
に
必
要
な
事
柄
を
的
確
に
押
さ
え
、
そ
れ
ら
の
順
序
や
位
置

な
ど
に
気
を
付
け
て
書
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
領
域
・
内
容

Ｂ

書
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

イ

自
分
の
考
え
を
明
確
に
表
現
す
る
た
め
、
文
章
全
体
の
構
成
の
効
果

を
考
え
る
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

書
く
能
力

正
答
に
つ
い
て

(2)
■
正
答

ア

３

平
成
二
十
四
年
五
月
七
日

イ

１

中
央
小
学
校

六
年
一
組

平
川

春
美

ウ

２

か
が
や
き
の
森
動
物
園

園
長

宮
本

真
一

様
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■
解
説

○

手
紙
の
後
付
け
は
、
日
付
、
署
名
、
宛
て
名
の
順
に
記
し
、
日
付

と
宛
て
名
は
署
名
よ
り
も
上
の
位
置
に
書
く
必
要
が
あ
る
。
後
付
け

な
ど
の
手
紙
の
基
本
的
な
形
式
に
つ
い
て
は
、
室
町
時
代
初
期
ご
ろ

に
書
か
れ
た
文
例
集
に
基
づ
い
て
、
普
及
し
定
着
し
て
い
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(3)
■
解
説

○

ア
に
３
、
イ
に
１
、
ウ
に
２
と
解
答
し
て
い
な
い
も
の
は
誤
答
で

あ
る
。

３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

実
用
的
な
文
章
を
書
く

(1)

社
会
生
活
に
お
い
て
は
、
依
頼
状
や
案
内
状
、
礼
状
な
ど
、
実
用
的
な
文

章
と
し
て
の
手
紙
を
書
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
目
的
や
意
図
に

応
じ
て
、
内
容
の
中
心
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
手
紙
の
目
的

や
意
図
が
、
相
手
に
的
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
必
要
と
な
る
内
容
を
検
討
し

た
り
、
吟
味
し
た
り
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
特
に
、

「
前
文
」
「
本
文
」
「
末
文
」
「
後
付
け
」
と
い
っ
た
手
紙
の
基
本
的
な
構
成

を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
に
書
く
事
柄
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

適
切
に
敬
語
を
用
い
る

(2)

相
手
や
場
面
に
応
じ
て
適
切
に
敬
語
を
使
う
こ
と
に
慣
れ
る
よ
う
に
指
導

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
相
手
と
自
分
と
の
関
係
を
意

識
さ
せ
な
が
ら
、
丁
寧
語
や
尊
敬
語
、
謙
譲
語
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
丁
寧
語
や
尊
敬
語
、
謙
譲
語
の
ほ
か
に
、
「
お
花
」

や
「
お
菓
子
」
と
い
っ
た
美
化
語
が
日
常
生
活
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
理
解
す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

な
お
、
小
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
（
平
成
二
十
年
告
示
）
「
書
く
こ
と
」

及
び
〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕
で
は
、
敬
語

に
関
す
る
指
導
事
項
と
し
て
、
以
下
を
設
定
し
て
い
る
。

・
敬
体
で
書
か
れ
た
文
章
に
慣
れ
る
こ
と
。
（
第
一
・
二
学
年
）

・
文
章
の
敬
体
と
常
体
と
の
違
い
に
注
意
し
な
が
ら
書
く
こ
と
。（
第
三
・
四
学
年
）

・
日
常
よ
く
使
わ
れ
る
敬
語
の
使
い
方
に
慣
れ
る
こ
と
。（
第
五
・
六
学
年
）

こ
の
よ
う
な
系
統
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
適
切
に
敬
語
を
用
い
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

手
書
き
の
手
紙
を
送
る

(3)

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
手
紙
や
、
年
賀
状
、
暑
中
見
舞
い
等
の
は
が
き

を
書
く
際
に
は
、
積
極
的
に
手
書
き
に
よ
る
も
の
を
用
い
る
よ
う
に
し
、
そ

の
こ
と
が
児
童
の
言
語
生
活
の
中
に
位
置
付
く
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
手
書
き
が
、
相
手
の
こ
と
を
思
い
、
気
持
ち
を
豊

か
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
よ
さ
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

一
方
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
観
点
を
踏
ま
え
る
と
、
目
的
や
状
況
に
応
じ
て
電

子
メ
ー
ル
な
ど
を
利
用
し
て
手
紙
を
送
る
こ
と
も
効
果
的
で
あ
る
。

（
※
参
考
①
）
過
去
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
と
の
関
連

設
問
番
号

関
連
す
る
過
去
の
設
問
番
号
・
設
問
の
概
要
・
正
答
率
（
％
）

二

Ｈ

客
に
対
す
る
勧
誘
の
表
現
を
適
切

七
七
・
二

19Ｂ
４
二

に
改
め
て
書
く

三

Ｈ

は
が
き
の
表
書
き
に
必
要
な
事
柄

六
七
・
一

21Ａ
３

を
選
択
す
る

（
※
参
考
②
）
平
成
二
十
三
年
度
調
査
と
し
て
実
施
予
定
で
あ
っ
た
調
査
問
題
と
の
関
連

設
問
番
号

平
成
二
十
三
年
度
の
設
問
番
号
・
設
問
の
概
要

二

Ｈ

お
礼
の
手
紙
の
下
書
き
の
書
き
直
し
方
を
説
明
し
た

23Ａ
９

も
の
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る
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２

立
場
や
意
図
を
明
確
に
し
て
話
し
合
う<

中
学
校
の
部
活
動>
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１

出
題
の
趣
旨

立
場
や
意
図
を
明
確
に
し
、
情
報
を
整
理
し
た
り
、
資
料
を
読
み
取
っ

た
り
し
な
が
ら
、
計
画
的
に
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

司
会
や
参
加
者
の
立
場
や
意
図
を
明
確
に
し
、
収
集
し
た
情
報
を
整
理
し
た

り
、
提
示
さ
れ
た
資
料
を
読
み
取
っ
た
り
し
な
が
ら
、
目
的
に
応
じ
て
計
画
的

に
話
し
合
う
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
中
学
校
で
の
学
習
や
生
活
へ
の
準
備
と
し
て
、
中
学
生
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
際
の
質
問
の
内
容
を
決
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
話
合
い
の

場
面
を
設
定
し
た
。
司
会
と
し
て
は
、
収
集
し
た
情
報
を
ま
と
ま
り
ご
と
に
整

理
し
た
り
、
目
的
に
応
じ
た
発
言
を
促
し
た
り
し
な
が
ら
話
合
い
を
計
画
的
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
参
加
者
と
し
て
は
、
提
示
さ
れ
た
資
料
を

読
み
取
っ
た
上
で
、
中
学
生
に
対
し
て
質
問
を
し
た
い
内
容
を
考
え
て
、
発
表

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

司
会
や
参
加
者
な
ど
の
立
場
や
役
割
を
全
員
が
理
解
し
、
目
的
に
応
じ
て
、

情
報
を
整
理
し
な
が
ら
、
効
率
的
か
つ
協
同
的
に
進
行
で
き
る
よ
う
な
能
力
や

態
度
を
育
成
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
の
言
語
活
動
例
と
の
関
連

Ａ

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
（
第
三
・
四
学
年
）

イ

学
級
全
体
で
話
し
合
っ
て
考
え
を
ま
と
め
た
り
、
意
見
を
述
べ
合
っ

た
り
す
る
こ
と
。

ウ

図
表
や
絵
、
写
真
な
ど
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
を
基
に
話
し
た
り
、

聞
い
た
り
す
る
こ
と
。

２

各
設
問
の
趣
旨
及
び
正
答
等

設
問
一趣

旨

(1)
司
会
と
し
て
収
集
し
た
情
報
を
捉
え
、
ま
と
ま
り
ご
と
に
整
理
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
質
問
の
内
容
を
適
切
に
捉
え
、
ま
と
ま
り
ご
と
に
整

理
す
る
問
題
で
あ
る
。

本
設
問
は
、
参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
質
問
を
「
部
活
動
の
種
類
と
人
数
に
関

す
る
質
問
」
と
「
部
活
動
の
曜
日
と
時
間
に
関
す
る
質
問
」
の
二
つ
の
ま
と
ま

り
に
整
理
す
る
場
面
を
設
定
し
た
。
出
さ
れ
た
質
問
の
内
容
を
適
切
に
捉
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ま
と
ま
り
に
示
さ
れ
て
い
る
観
点
に
即
し
て
整
理
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

本
設
問
と
過
去
の
全
国
調
査
と
の
関
連
を
み
る
と
、
平
成
十
九
年
度
の
「
国

語
Ｂ
」（
１
「
話
し
合
い
を
計
画
的
に
進
め
る
〈
交
流
計
画
の
司
会
〉
」
設
問
一
）

に
お
い
て
、
司
会
者
と
し
て
提
案
の
内
容
を
よ
く
聞
き
、
そ
れ
ら
を
聞
き
分
け
、

整
理
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
一
年
度
の
「
国
語
Ｂ
」

（
２
「
表
を
も
と
に
話
し
合
う
〈
家
の
中
の
そ
う
じ
や
整
と
ん
〉
」
設
問
一
）

に
お
い
て
、
出
さ
れ
た
意
見
を
整
理
し
て
、
ど
の
立
場
や
意
図
で
あ
る
か
を
選

択
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
（
※
参
考
①
）

司
会
と
し
て
、
収
集
し
た
情
報
を
整
理
し
関
連
が
あ
る
も
の
を
ま
と
ま
り
ご

と
に
整
理
し
な
が
ら
、
話
合
い
を
効
率
的
に
進
め
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
領
域
・
内
容

Ａ

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

ア

考
え
た
こ
と
や
伝
え
た
い
こ
と
な
ど
か
ら
話
題
を
決
め
、
収
集
し
た

知
識
や
情
報
を
関
係
付
け
る
こ
と
。

45



■
評
価
の
観
点

話
す
・
聞
く
能
力

正
答
に
つ
い
て

(2)
■
正
答

Ａ

１
・
３
・
４

Ｂ

２
・
５

※
Ａ
・
Ｂ
そ
れ
ぞ
れ
の
解
答
の
順
序
は
問
わ
な
い
。

■
解
説

○

１
、
２
、
３
、
４
、
５
の
全
て
を
正
し
く
解
答
す
る
必
要
が
あ
る
。

○

１
の
質
問
の
中
の
「
ど
の
よ
う
な
も
の
」
は
、
種
類
の
観
点
に
な

る
。
３
の
質
問
の
中
の
「
何
人
ま
で
」
は
、
人
数
の
観
点
に
な
る
。

ま
た
、
４
の
質
問
の
中
の
「
人
数
が
一
番
多
い
」
や
「
何
人
」
は
、

人
数
の
観
点
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
１
、
３
、
４
の
質
問
は
、
Ａ

の
「
部
活
動
の
種
類
と
人
数
に
関
す
る
質
問
」
の
ま
と
ま
り
に
整
理

す
る
必
要
が
あ
る
。

○

２
の
質
問
の
中
の
「
土
曜
日
も
日
曜
日
」
は
、
曜
日
の
観
点
に
な

る
。
５
の
質
問
の
中
の
「
何
時
か
ら
何
時
ま
で
」
は
、
時
間
の
観
点

に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
２
、
５
の
質
問
は
、
Ｂ
の
「
部
活
動
の
曜

日
と
時
間
に
関
す
る
質
問
」
の
ま
と
ま
り
に
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(3)
■
解
説

○

「
部
活
動
の
種
類
と
人
数
に
関
す
る
質
問
」
と
「
部
活
動
の
曜
日

と
時
間
に
関
す
る
質
問
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
と
ま
り
の
観
点
に
即
し

て
質
問
の
内
容
を
整
理
し
て
い
な
い
も
の
は
誤
答
で
あ
る
。

設
問
二趣

旨

(1)
資
料
を
読
み
取
っ
た
上
で
、
質
問
を
し
た
い
内
容
を
明
確
に
し
て
発
表
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

提
示
さ
れ
た
資
料
を
読
み
取
っ
た
上
で
、
相
手
に
対
し
て
質
問
を
し
た
い
内

容
を
明
確
に
し
て
発
表
す
る
よ
う
に
記
述
す
る
問
題
で
あ
る
。

本
設
問
は
、
先
生
か
ら
提
示
さ
れ
た
「
資
料
『
部
活
動
に
対
す
る
満
足
度
』
」

の
内
容
を
読
み
取
っ
た
上
で
、
中
学
生
に
対
し
て
質
問
を
し
た
い
内
容
を
発
表

す
る
場
面
を
設
定
し
た
。
中
学
二
年
生
の
割
合
と
中
学
三
年
生
の
割
合
を
比
べ

て
違
う
こ
と
、
あ
る
い
は
両
方
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
、
質
問
の

形
式
に
し
て
発
表
す
る
よ
う
に
記
述
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

本
設
問
と
過
去
の
全
国
調
査
と
の
関
連
を
み
る
と
、
平
成
二
十
年
度
の
「
国

語
Ａ
」
（
７
「
分
か
っ
た
こ
と
を
メ
モ
に
取
る
」
）
に
お
い
て
、
グ
ラ
フ
か
ら
分

か
っ
た
こ
と
を
メ
モ
に
取
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
一

年
度
の
「
国
語
Ｂ
」
（
２
「
表
を
も
と
に
話
し
合
う
〈
家
の
中
の
そ
う
じ
や
整

と
ん
〉
」
設
問
二
）
に
お
い
て
、
話
合
い
の
流
れ
を
踏
ま
え
、
自
分
の
立
場
や

意
図
を
明
確
に
し
て
発
表
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
（
※
参
考
①
）

話
合
い
に
お
い
て
は
、
自
分
の
経
験
の
み
な
ら
ず
、
客
観
的
な
事
実
を
基
に

し
て
考
え
を
広
げ
た
り
、
深
め
た
り
す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
そ
の
際
、
根

拠
と
な
る
理
由
や
事
例
に
加
え
、
必
要
な
数
値
を
引
用
し
な
が
ら
考
え
を
述
べ

る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
領
域
・
内
容

Ａ

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

エ

話
し
手
の
意
図
を
と
ら
え
な
が
ら
聞
き
、
自
分
の
意
見
と
比
べ
る
な

ど
し
て
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
。

Ｂ

書
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

エ

引
用
し
た
り
、
図
表
や
グ
ラ
フ
な
ど
を
用
い
た
り
し
て
、
自
分
の
考

え
が
伝
わ
る
よ
う
に
書
く
こ
と
。
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■
評
価
の
観
点

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

正
答
に
つ
い
て

(2)
■
正
答
例

○

「
満
足
し
て
い
る
」
の
割
合
を
�
る
と
、
中
学
二
年
生
の
二
十
九

�
に
対
し
て
、
中
学
三
年
生
は
�
れ
よ
り
十
�
�
も
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
�
の
こ
と
か
ら
、
中
学
三
年
生
に
「
ど
の
よ
う
な
�
�
で
満

足
度
が
高
く
な
る
の
で
す
か
。
」
と
質
問
を
し
た
い
で
す
。
（
百
字
）

■
解
説

○

資
料
の
中
の
中
学
二
年
生
の
割
合
と
中
学
三
年
生
の
割
合
の
両
方

に
触
れ
、
「
比
べ
て
違
う
こ
と
」
、
あ
る
い
は
「
両
方
に
共
通
し
て
い

る
こ
と
」
の
ど
ち
ら
か
一
方
を
取
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

質
問
を
し
た
い
内
容
を
中
学
生
に
明
確
に
伝
わ
る
よ
う
な
記
述
形
式

に
し
て
、
六
十
字
以
上
、
百
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
必
要
が
あ
る
。

正
答
の
条
件
は
、
次
の
二
つ
と
す
る
。

①

中
学
生
に
対
し
て
質
問
を
し
た
い
内
容
と
質
問
の
記
述
形
式
の

二
つ
を
満
た
し
て
い
る
。

ａ

質
問
を
し
た
い
内
容
と
し
て
、
資
料
の
中
の
中
学
二
年
生
の

割
合
と
中
学
三
年
生
の
割
合
の
両
方
に
触
れ
、
「
比
べ
て
違
う

こ
と
」
、
あ
る
い
は
「
両
方
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
」
を
取
り

上
げ
て
い
る
。

ｂ

質
問
を
し
た
い
内
容
を
中
学
生
に
明
確
に
伝
わ
る
よ
う
な
記

述
形
式
に
し
て
書
い
て
い
る
。

②

六
十
字
以
上
、
百
字
以
内
で
書
い
て
い
る
。

○

条
件
①
ａ
に
つ
い
て
は
、
割
合
の
数
値
を
用
い
て
解
答
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
た
だ
し
、
「
中
学
二
年
生
よ
り
も
中
学
三
年
生
の
ほ

う
が
部
活
動
に
満
足
し
て
い
る
」
や
「
『
満
足
し
て
い
る
』
と
『
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
満
足
し
て
い
る
』
の
割
合
を
合
わ
せ
る
と
、
中
学

二
年
生
と
中
学
三
年
生
の
ど
ち
ら
も
割
合
が
高
い
」
な
ど
は
、
割
合

の
数
値
は
用
い
て
い
な
い
が
、
資
料
の
内
容
を
適
切
に
捉
え
て
い
る

と
判
断
で
き
る
た
め
、
条
件
①
ａ
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

○

条
件
①
ｂ
に
つ
い
て
は
、
質
問
を
し
た
い
内
容
を
中
学
生
に
明
確

に
伝
わ
る
よ
う
に
「
な
ぜ
、
～
で
す
か
」
、
「
～
と
質
問
を
し
た
い
」

な
ど
の
記
述
形
式
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
質
問
を
す
る
対
象
は
、
中

学
二
年
生
か
中
学
三
年
生
の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
中
学
二
年
生
と

中
学
三
年
生
の
両
学
年
か
を
明
記
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
中
学
生

以
外
が
対
象
で
あ
る
と
限
定
し
て
判
断
で
き
る
場
合
を
除
き
、
質
問

を
す
る
対
象
が
不
明
確
で
あ
っ
て
も
好
意
的
に
判
断
す
る
。

○

条
件
①
ａ
・
ｂ
、
②
を
満
た
し
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
次
の
よ
う

な
も
の
は
正
答
と
な
る
。

〔
条
件
①
ａ
に
お
い
て
、
割
合
の
数
値
を
用
い
て
い
る
場
合
〕

・
「
満
足
し
て
い
な
い
」
の
割
合
を
�
る
と
、
中
学
三
年
生
の
三
�

に
対
し
て
、
中
学
二
年
生
は
十
�
で
�
�
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

�
の
こ
と
か
ら
、
中
学
二
年
生
に
「
中
学
三
年
生
よ
り
も
満
足
度

が
�
い
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
」
と
質
問
を
し
た
い
で
す
。（
九
十
八
字
）

→
右
記
の
例
は
、
中
学
二
年
生
の
割
合
と
中
学
三
年
生
の
割
合
を

比
べ
て
違
う
こ
と
を
取
り
上
げ
、
数
値
を
用
い
て
書
い
て
い
る
。

こ
の
例
は
、
解
答
類
型
１
に
あ
た
る
。

・
「
満
足
し
て
い
る
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
満
足
し
て
い
る
」

の
割
合
を
合
わ
せ
る
と
、
中
学
二
年
生
も
中
学
三
年
生
も
�
十
�

以
上
で
す
。
�
の
こ
と
か
ら
、
両
学
年
に
「
部
活
動
の
ど
�
な
と

こ
�
に
満
足
し
て
い
る
の
で
す
か
。」
と
質
問
を
し
た
い
で
す
。（
百
字
）

→
右
記
の
例
は
、
中
学
二
年
生
の
割
合
と
中
学
三
年
生
の
割
合
の

両
方
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
、
数
値
を
用
い
て
書

い
て
い
る
。
こ
の
例
は
、
解
答
類
型
１
に
あ
た
る
。
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〔
条
件
①
ａ
に
お
い
て
、
割
合
の
数
値
を
用
い
て
い
な
い
場
合
〕

・
「
満
足
し
て
い
る
」
の
割
合
を
�
る
と
、
中
学
二
年
生
よ
り
も
中

学
三
年
生
の
�
う
が
�
�
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
�
、
中

学
三
年
生
に
「
中
学
二
年
生
よ
り
も
満
足
�
が
�
�
な
る
の
は
な

�
で
す
か
。
」
と
質
問
を
し
た
い
で
す
。
（
九
十
一
字
）

→
右
記
の
例
は
、
割
合
の
数
値
を
用
い
て
い
な
い
が
、
中
学
二
年

生
の
割
合
と
中
学
三
年
生
の
割
合
を
比
べ
て
違
う
こ
と
を
的
確

に
取
り
上
げ
て
書
い
て
い
る
。
こ
の
例
は
、
解
答
類
型
２
に
あ

た
る
。

・
「
満
足
し
て
い
る
」
と
「
ど
�
�
か
と
い
う
と
満
足
し
て
い
る
」

の
割
合
を
合
わ
�
る
と
、
中
学
二
年
生
も
中
学
三
年
生
も
満
足
�

が
�
い
と
い
え
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
�
、
両
学
年
に
「
満
足
し
て

い
る
�
�
は
�
で
す
か
。
」
と
質
問
を
し
た
い
で
す
。（
九
十
六
字
）

→
右
記
の
例
は
、
割
合
の
数
値
を
用
い
て
い
な
い
が
、
中
学
二
年

生
の
割
合
と
中
学
三
年
生
の
割
合
の
両
方
に
共
通
し
て
い
る
こ

と
を
的
確
に
取
り
上
げ
て
書
い
て
い
る
。
こ
の
例
は
、
解
答
類

型
２
に
あ
た
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(3)
■
解
説

○

資
料
の
中
の
中
学
二
年
生
の
割
合
と
中
学
三
年
生
の
割
合
の
両
方

に
触
れ
て
い
な
い
も
の
は
誤
答
と
す
る
。
ま
た
、
質
問
を
し
た
い
内

容
を
中
学
生
に
明
確
に
伝
わ
る
よ
う
な
記
述
形
式
に
し
て
い
な
い
も

の
、
示
さ
れ
た
字
数
に
過
不
足
が
あ
る
も
の
な
ど
、
条
件
を
満
た
さ

な
い
で
解
答
し
て
い
る
も
の
は
誤
答
と
す
る
。
次
の
よ
う
な
も
の
は

誤
答
と
な
る
。

〔
条
件
①
ａ
は
満
た
し
て
い
る
が
、
条
件
①
ｂ
は
満
た
し
て
い
な
い

場
合
〕

・
「
満
足
し
て
い
る
」
と
「
ど
�
�
か
と
い
う
と
満
足
し
て
い
る
」

の
割
合
を
合
わ
�
る
と
、
中
学
二
年
生
が
�
十
四
％
、
中
学
三
年

生
が
八
十
四
％
に
な
り
ま
す
。
中
学
三
年
生
の
割
合
の
�
う
が
十

％
も
�
�
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
（
九
十
五
字
）

→
右
記
の
例
は
、
資
料
の
内
容
を
的
確
に
捉
え
、
割
合
の
数
値
を

用
い
て
い
る
が
、
そ
れ
を
自
分
が
分
か
っ
た
こ
と
と
し
て
書
い

て
い
る
だ
け
で
、
質
問
を
し
た
い
内
容
を
中
学
生
に
明
確
に
伝

わ
る
よ
う
な
記
述
形
式
に
し
て
い
な
い
。
こ
の
例
は
、
解
答
類

型
４
に
あ
た
る
。

〔
条
件
①
ｂ
は
満
た
し
て
い
る
が
、
条
件
①
ａ
は
満
た
し
て
い
な
い

場
合
〕

・
中
学
三
年
生
の
「
満
足
し
て
い
る
」
と
「
ど
�
�
か
と
い
う
と
満

足
し
て
い
る
」
の
割
合
を
合
わ
�
る
と
、
八
十
四
％
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
か
�
、
中
学
三
年
生
に
「
�
�
�
に
�
っ
て
ど
�
な
と
こ

�
が
よ
か
っ
た
の
で
す
か
。
」
と
質
問
を
し
た
い
で
す
。（
九
十
九
字
）

→
右
記
の
例
は
、
質
問
を
し
た
い
内
容
を
中
学
三
年
生
に
明
確
に
伝

わ
る
よ
う
な
記
述
形
式
に
し
て
い
る
が
、
中
学
二
年
生
の
割
合
は

取
り
上
げ
て
い
な
い
。
こ
の
例
は
、
解
答
類
型
４
に
あ
た
る
。

・
「
満
足
し
て
い
な
い
」
の
割
合
は
、
中
学
二
年
生
が
三
％
、
中
学
三
年

生
が
十
％
で
す
。
そ
の
こ
と
か
�
、
満
足
し
て
い
な
い
�
た
�
に

「
ど
の
よ
う
な
と
こ
�
に
満
足
で
�
な
い
の
で
す
か
。
」
と
質
問

を
し
た
い
で
す
。
（
八
十
四
字
）

→
右
記
の
例
は
、
質
問
を
し
た
い
内
容
を
中
学
生
に
明
確
に
伝
わ

る
よ
う
な
記
述
形
式
に
し
て
い
る
が
、
「
満
足
し
て
い
な
い
」

の
割
合
は
、
実
際
に
は
中
学
二
年
生
が
十
％
、
中
学
三
年
生
が

三
％
で
あ
り
、
事
実
を
誤
っ
て
捉
え
て
い
る
。
こ
の
例
は
、
解

答
類
型
４
に
あ
た
る
。
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設
問
三趣

旨

(1)
司
会
と
し
て
話
合
い
の
目
的
を
再
確
認
し
、
計
画
的
に
話
合
い
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

話
合
い
の
目
的
を
再
確
認
し
、
計
画
的
に
話
合
い
を
進
め
よ
う
と
す
る
司
会

の
役
割
を
適
切
に
説
明
し
た
も
の
を
選
択
す
る
問
題
で
あ
る
。

本
設
問
は
、
司
会
が
中
学
校
で
の
学
習
や
生
活
へ
の
準
備
と
し
て
、
中
学
生

に
質
問
を
す
る
と
い
う
話
合
い
の
目
的
を
再
確
認
し
、
参
加
者
に
発
言
を
求
め

る
場
面
を
設
定
し
た
。
目
的
に
応
じ
た
発
言
を
促
し
て
い
る
司
会
の
発
言
の
狙

い
を
適
切
に
捉
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

本
設
問
と
過
去
の
全
国
調
査
と
の
関
連
を
み
る
と
、
平
成
二
十
一
年
度
の
「
国

語
Ａ
」（
７
「
話
し
合
い
を
計
画
的
に
進
め
る
」
）
に
お
い
て
、
話
合
い
の
中
で
、

目
的
や
流
れ
に
沿
っ
て
出
さ
れ
た
意
見
を
整
理
し
た
り
、
次
の
議
事
へ
進
行
し

た
り
す
る
司
会
の
役
割
や
働
き
を
捉
え
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
（
※
参

考
①
）
ま
た
、
平
成
二
十
三
年
度
調
査
と
し
て
実
施
予
定
で
あ
っ
た
調
査
問
題

と
の
関
連
を
み
る
と
、
「
国
語
Ｂ
」
（
１
「
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
計
画
的
に
話

し
合
う
〈
学
級
の
旗
〉
」
設
問
二

）
に
お
い
て
、
司
会
の
発
言
の
意
図
を
説

(2)

明
し
た
も
の
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。（
※

参
考
②
）

司
会
の
役
割
を
理
解
し
、
話
合
い
が
目
的
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
か
を
判
断

し
な
が
ら
、
的
確
な
発
言
を
促
す
な
ど
し
て
、
計
画
的
に
話
合
い
を
進
め
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
領
域
・
内
容

Ａ

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

オ

互
い
の
立
場
や
意
図
を
は
っ
き
り
さ
せ
な
が
ら
、
計
画
的
に
話
し
合

う
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

話
す
・
聞
く
能
力

正
答
に
つ
い
て

(2)
■
正
答

○

選
択
肢
３

話
し
合
い
の
目
的
を
確
か
め
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
発

言
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

■
解
説

○

③
白
石
（
司
会
）
さ
ん
の
発
言
の
冒
頭
に
、
「
こ
れ
ま
で
に
多
く

の
質
問
を
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
少
し
考
え
て
も
ら
い

た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
話
合
い
の
状
況
を
踏

ま
え
、
軌
道
修
正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
③
白
石
（
司
会
）

さ
ん
の
発
言
の
中
の
「
…
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
質
問
を
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
」
や
「
さ
ら
に
…
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
」
は
、
学

級
全
体
で
の
話
合
い
の
目
的
を
再
確
認
し
、
そ
の
目
的
に
応
じ
た
発

言
を
促
そ
う
と
す
る
狙
い
が
あ
る
こ
と
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(3)
■
解
説

○

選
択
肢
１
→

③
白
石
（
司
会
）
さ
ん
の
発
言
は
、
立
場
の
違
う

人
の
発
言
を
求
め
よ
う
と
す
る
狙
い
は
な
い
と
判
断

で
き
る
の
で
誤
答
で
あ
る
。

○

選
択
肢
２
→

③
白
石
（
司
会
）
さ
ん
の
発
言
は
、
互
い
の
考
え

の
違
い
を
比
べ
て
、
一
つ
の
考
え
に
ま
と
め
よ
う
と

す
る
狙
い
は
な
い
と
判
断
で
き
る
の
で
誤
答
で
あ
る
。

○

選
択
肢
４
→

①
白
石
（
司
会
）
さ
ん
の
発
言
は
、
ま
と
ま
り
ご

と
に
整
理
し
よ
う
と
す
る
狙
い
が
あ
る
が
、
③
白
石

（
司
会
）
さ
ん
の
発
言
は
、
そ
の
よ
う
な
狙
い
は
な

い
と
判
断
で
き
る
の
で
誤
答
で
あ
る
。
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３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

司
会
や
参
加
者
の
役
割
を
果
た
す

(1)

司
会
や
参
加
者
の
役
割
を
理
解
し
、
児
童
一
人
一
人
が
そ
れ
ら
の
役
割
を

遂
行
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
司
会
と
し
て
は
、
進
行

表
に
沿
っ
て
進
行
す
る
こ
と
を
学
び
、
徐
々
に
、
話
合
い
が
目
的
に
応
じ
て

適
切
に
進
行
す
る
よ
う
に
、
提
案
者
や
参
加
者
の
発
言
を
整
理
し
た
り
、
促

し
た
り
、
ま
と
め
た
り
す
る
な
ど
の
具
体
的
な
場
面
に
合
わ
せ
て
指
導
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
参
加
者
と
し
て
は
、
進
行
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
積
極

的
に
自
分
の
考
え
を
発
言
し
、
話
合
い
に
参
画
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
平
成
二
十
三
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
の
調
査
問
題
を
踏
ま
え
た
授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例
「
協
議
と
討
論
に
お
け
る

司
会
と
し
て
様
々
な
状
況
に
対
応
し
な
が
ら
、
話
合
い
を
よ
り
よ
い
方
向
に

導
く
」
に
お
い
て
、
授
業
の
具
体
的
な
進
め
方
を
例
示
し
て
い
る
。
（
※
参

考
③
）

図
表
や
絵
、
写
真
な
ど
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
を
基
に
話
し
合
う

(2)

目
的
に
応
じ
て
、
図
表
や
絵
、
写
真
な
ど
の
資
料
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
か

ら
読
み
取
っ
た
こ
と
を
基
に
し
て
話
し
た
り
、
聞
い
た
り
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
図
に
つ
い
て
は
、
分
類
や
組
織
、
構
成
や
関
係
、
手
順
や
過
程
な

ど
が
端
的
に
表
さ
れ
た
も
の
を
取
り
上
げ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
ま
た
、
表
や
グ
ラ
フ
に
つ
い
て
は
、
変
化
や
傾
向
、
順
位
、
時
間
の
経

過
な
ど
を
捉
え
た
り
、
全
体
の
構
成
要
素
を
概
観
し
た
り
す
る
の
に
役
立
つ

も
の
で
あ
り
、
多
様
な
表
現
方
法
を
用
い
た
も
の
を
取
り
上
げ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
平
成
二
十
一
年
度
の
授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例
「
資

料
や
数
値
を
根
拠
に
し
て
考
え
た
こ
と
を
話
し
合
う
」
に
お
い
て
、
授
業
の

具
体
的
な
進
め
方
を
例
示
し
て
い
る
。
（
※
参
考
④
）

（
※
参
考
①
）
過
去
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
と
の
関
連

設
問
番
号

関
連
す
る
過
去
の
設
問
番
号
・
設
問
の
概
要
・
正
答
率
（
％
）

一

Ｈ

話
し
合
い
の
内
容
を
整
理
し
た
司

六
三
・
一

19Ｂ
１
一

会
者
の
発
言
を
書
く

Ｈ

話
し
合
い
の
中
で
出
さ
れ
た
意
見

七
五
・
六

21Ｂ
２
一

を
二
つ
の
立
場
に
分
け
る

二

Ｈ

グ
ラ
フ
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
を
メ

四
七
・
八

20Ａ
７

モ
に
取
る

Ｈ

「
そ
う
じ
や
整
と
ん
に
よ
く
取
り

二
五
・
九

21Ｂ
２
二

組
ん
で
い
る
」
と
す
る
立
場
か
ら
自

分
の
考
え
を
発
表
す
る

三

Ｈ

司
会
の
進
め
方
の
良
い
と
こ
ろ
を

六
八
・
二

21Ａ
７

説
明
す
る

（
※
参
考
②
）
平
成
二
十
三
年
度
調
査
と
し
て
実
施
予
定
で
あ
っ
た
調
査
問
題
と
の
関
連

設
問
番
号

平
成
二
十
三
年
度
の
設
問
番
号
・
設
問
の
概
要

三

Ｈ

司
会
の
発
言
の
意
図
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
適
切

23Ｂ
１
二

な
も
の
を
選
択
す
る

(2)
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【平成23年度「国語Ｂ」１「目的や意図に応じて計画的に話し合う〈学級の旗〉」】

協議と討論における司会として様々な状況に対応しながら，話合いをよりよい方向に導く。

■学習指導要領（平成10年告示）における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

イ 話し手の意図を考えながら話の内容を聞くこと。

ウ 自分の立場や意図をはっきりさせながら，計画的に話し合うこと。

（※参考③）授業アイディア例との関連

【平成21年度「国語Ｂ」２「表をもとに話し合う〈家の中のそうじや整とん〉」】

資料や数値を根拠にして考えたことを話し合う。

■学習指導要領（平成10年告示）における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

イ 話し手の意図を考えながら話の内容を聞くこと。

ウ 自分の立場や意図をはっきりさせながら，計画的に話し合うこと。

（※参考④）授業アイディア例との関連
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３

雑
誌
を
効
果
的
に
読
む<

特
集
「
マ
ラ
ソ
ン
」>
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１

出
題
の
趣
旨

目
的
に
応
じ
て
雑
誌
を
読
み
、
編
集
者
の
意
図
を
捉
え
た
り
、
記
事
を

結
び
付
け
た
り
し
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
を
み
る
。

目
的
に
応
じ
、
雑
誌
の
特
徴
を
押
さ
え
な
が
ら
読
み
、
編
集
者
の
意
図
を
捉

え
た
り
、
記
事
を
結
び
付
け
た
り
し
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
問
題

で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
雑
誌
『
未
来
へ
は
ば
た
く
☆
小
学
生
』
の
陸
上
競
技
に
つ
い
て

書
か
れ
た
記
事
の
中
か
ら
、
特
集
で
あ
る
マ
ラ
ソ
ン
の
距
離
や
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
の
走
る
ス
ピ
ー
ド
な
ど
に
注
目
し
て
読
む
場
面
を
設
定
し
た
。
計
三
回
に
わ

た
る
特
集
全
体
の
構
成
や
、
第
１
回
で
掲
載
さ
れ
た
記
事
の
構
成
を
押
さ
え
、

そ
れ
ら
の
特
徴
や
編
集
者
の
意
図
を
捉
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
日

本
の
女
子
選
手
の
活
躍
の
理
由
と
な
る
事
実
を
、
複
数
の
情
報
の
中
か
ら
取
り

出
し
、
そ
れ
ら
を
結
び
付
け
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

現
代
の
社
会
で
は
、
新
聞
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
の

情
報
が
、
学
習
や
生
活
の
中
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
雑
誌
も
そ
の
中
の
一
つ
で

あ
り
、
社
会
・
経
済
・
政
治
・
産
業
・
国
際
・
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ
や
内
容
に
基
づ
い
て
編
集
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
編

集
の
仕
方
や
、
記
事
の
内
容
に
注
意
し
て
読
む
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
の
言
語
活
動
例
と
の
関
連

Ｃ

読
む
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

イ

自
分
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
意
見
を
述
べ
た
文
章
や
解
説
の

文
章
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
。

ウ

編
集
の
仕
方
や
記
事
の
書
き
方
に
注
意
し
て
新
聞
を
読
む
こ
と
。
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２

各
設
問
の
趣
旨
及
び
正
答
等

設
問
一
ア
・
イ

趣
旨

(1)
目
的
に
応
じ
、
雑
誌
や
読
ん
だ
記
事
の
特
徴
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
を
み
る
。

雑
誌
や
記
事
の
特
徴
の
説
明
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選
択
し
た
り
、
取
り
出

し
て
書
い
た
り
す
る
問
題
で
あ
る
。

本
設
問
は
、
雑
誌
『
未
来
へ
は
ば
た
く
☆
小
学
生
』
の
刊
行
の
頻
度
、
特
集

の
内
容
や
構
成
の
特
徴
を
捉
え
る
場
面
を
設
定
し
た
。
「
月
刊
」
と
い
う
言
葉

の
意
味
を
理
解
し
た
り
、
計
三
回
に
わ
た
る
特
集
で
取
り
上
げ
る
〈
各
回
の
主

な
内
容
〉
の
中
か
ら
、
第
１
回
で
掲
載
さ
れ
た
記
事
の
構
成
や
見
出
し
に
着
目

し
た
り
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

雑
誌
に
限
ら
ず
、
資
料
の
刊
行
時
期
を
捉
え
る
こ
と
は
、
自
分
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
見
通
し
を
立
て
、
目
的
を
も
っ
て
読
む
こ
と
に
つ
な
が
る
。
雑

誌
や
特
集
の
全
体
を
概
観
し
た
り
、
記
事
と
記
事
と
の
関
係
を
押
さ
え
た
り
し

な
が
ら
、
効
果
的
に
読
む
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
領
域
・
内
容

Ｃ

読
む
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

イ

目
的
に
応
じ
て
、
本
や
文
章
を
比
べ
て
読
む
な
ど
効
果
的
な
読
み
方

を
工
夫
す
る
こ
と
。

ウ

目
的
に
応
じ
て
、
文
章
の
内
容
を
的
確
に
押
さ
え
て
要
旨
を
と
ら
え

た
り
、
事
実
と
感
想
、
意
見
な
ど
と
の
関
係
を
押
さ
え
、
自
分
の
考
え

を
明
確
に
し
な
が
ら
読
ん
だ
り
す
る
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

読
む
能
力

ア

正
答
に
つ
い
て

(2)
■
正
答

選
択
肢
３

毎
月

■
解
説

○

雑
誌
名
の
『
未
来
へ
は
ば
た
く
☆
小
学
生
』
に
は
、
「
月
刊
」
と

い
う
言
葉
が
付
い
て
い
る
。
月
刊
と
は
、
文
字
ど
お
り
、
月
に
一
回

発
行
さ
れ
る
と
い
う
意
味
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
〈
各

回
の
主
な
内
容
〉
に
着
目
し
、
第
１
回
（
４
月
号
）
、
第
２
回
（
５

月
号
）
、
第
３
回
（
６
月
号
）
と
、
三
回
（
三
か
月
間
）
に
わ
た
っ

て
こ
の
特
集
が
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(3)
■
解
説

○

選
択
肢
１
、
２
、
４
は
、
こ
の
雑
誌
の
特
徴
と
し
て
当
て
は
ま
ら

な
い
の
で
誤
答
で
あ
る
。
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イ

正
答
に
つ
い
て

(2)
■
正
答
例

○

世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

■
解
説

○

雑
誌
は
、
複
数
回
に
わ
た
っ
て
特
集
を
組
む
際
、
そ
の
全
体
の
概

要
を
、
第
一
回
目
で
一
覧
に
し
て
示
す
場
合
が
あ
る
。
こ
の
雑
誌
の

特
集
に
お
い
て
は
、
計
三
回
の
構
成
で
あ
る
こ
と
を
捉
え
、
各
回
で

取
り
上
げ
る
記
事
の
内
容
に
つ
い
て
概
観
す
る
必
要
が
あ
る
。

○

今
回
か
ら
の
特
集
は
、
マ
ラ
ソ
ン
で
あ
る
こ
と
を
捉
え
た
上
で
、

第
１
回
で
掲
載
さ
れ
た
記
事
の
構
成
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
第

１
回
の
大
き
な
見
出
し
で
あ
る
「
世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
と
い

う
言
葉
を
正
し
く
取
り
出
し
て
書
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

○

「
世
界
の
」
と
い
う
言
葉
を
省
略
し
、
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
の

み
を
解
答
し
て
い
る
も
の
も
正
答
と
す
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(3)
■
解
説

○

「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
に
触
れ
て
解
答
し
て
い
る
が
、
「
日
本
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
の
よ
う
に
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
世
界
で
は
な

く
日
本
に
限
定
し
て
解
答
し
て
い
る
も
の
は
誤
答
と
す
る
。

○

「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
ス
ピ
ー
ド
」
や
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
練

習
法
」
の
ほ
か
、
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
ひ
み
つ
」
な
ど
の
よ
う
に
、

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
関
わ
る
具
体
的
な
事
柄
を
加
え
て
解
答
し
て
い

る
も
の
も
誤
答
と
す
る
。

設
問
二趣

旨

(1)
編
集
者
の
意
図
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

編
集
者
の
意
図
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る
問
題
で

あ
る
。

本
設
問
は
、
雑
誌
の
中
の
〈
各
回
の
主
な
内
容
〉
を
示
し
た
編
集
者
の
意
図

を
捉
え
る
場
面
を
設
定
し
た
。
〈
各
回
の
主
な
内
容
〉
が
読
者
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
効
果
を
も
っ
て
い
る
の
か
を
、
編
集
者
と
読
者
の
両
方
の
立
場
か
ら
捉

え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

特
集
の
全
体
を
概
観
し
、
編
集
者
の
意
図
を
捉
え
な
が
ら
、
目
的
に
応
じ
て

読
む
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
領
域
・
内
容

Ｃ

読
む
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

ウ

目
的
に
応
じ
て
、
文
章
の
内
容
を
的
確
に
押
さ
え
て
要
旨
を
と
ら
え

た
り
、
事
実
と
感
想
、
意
見
な
ど
と
の
関
係
を
押
さ
え
、
自
分
の
考
え

を
明
確
に
し
な
が
ら
読
ん
だ
り
す
る
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

読
む
能
力
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正
答
に
つ
い
て

(2)
■
正
答

選
択
肢
４

こ
の
特
集
で
取
り
上
げ
て
い
く
全
体
の
内
容
を
示
し
、
読

者
に
続
け
て
読
ん
で
も
ら
お
う
と
し
て
い
る
。

■
解
説

○

〈
各
回
の
主
な
内
容
〉
で
は
、
第
１
回
（
４
月
号
）
、
第
２
回
（
５

月
号
）
、
第
３
回
（
６
月
号
）
で
取
り
上
げ
る
主
な
内
容
が
示
さ
れ

て
い
る
。
今
月
号
で
あ
る
４
月
号
の
内
容
だ
け
で
な
く
、
特
集
で
取

り
上
げ
て
い
く
全
体
の
内
容
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
回
以

降
に
つ
い
て
も
読
者
の
読
書
意
欲
が
喚
起
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
。
こ
の
よ
う
に
、
読
者
の
立
場
で
考
え
、
編
集
者
の
意
図
を
捉
え

る
必
要
が
あ
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(3)
■
解
説

○

選
択
肢
１
→

こ
の
特
集
は
マ
ラ
ソ
ン
で
あ
り
、
〈
各
回
の
主
な

内
容
〉
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は

取
り
上
げ
て
い
な
い
と
判
断
で
き
る
の
で
誤
答
で
あ

る
。

○

選
択
肢
２
→

〈
各
回
の
主
な
内
容
〉
で
は
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

た
ち
を
読
者
と
し
て
限
定
し
て
い
る
と
は
判
断
で
き

な
い
の
で
誤
答
で
あ
る
。

○

選
択
肢
３
→

〈
各
回
の
主
な
内
容
〉
で
は
、
今
回
の
特
集
以
外

に
他
の
特
集
が
あ
る
こ
と
は
明
示
し
て
い
な
い
の
で

誤
答
で
あ
る
。

設
問
三趣

旨

(1)
目
的
に
応
じ
、
記
事
を
結
び
付
け
な
が
ら
読
む
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

を
み
る
。

目
的
に
応
じ
、
複
数
の
記
事
を
結
び
付
け
な
が
ら
読
も
う
と
す
る
と
き
、
該

当
す
る
記
事
の
見
出
し
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る
問
題
で
あ
る
。

本
設
問
は
、
マ
ラ
ソ
ン
の
距
離
や
そ
の
由
来
を
陸
上
ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
に
説

明
す
る
た
め
に
、
記
事
を
繰
り
返
し
読
む
場
面
を
設
定
し
た
。
記
事
と
記
事
と

を
結
び
付
け
な
が
ら
、
マ
ラ
ソ
ン
の
距
離
や
そ
の
由
来
に
つ
い
て
書
か
れ
た
記

事
を
適
切
に
選
択
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

本
設
問
と
過
去
の
全
国
調
査
と
の
関
連
を
み
る
と
、
平
成
二
十
年
度
の
「
国

語
Ｂ
」
（
３
「
情
報
を
読
み
取
っ
て
書
く
〈
図
書
館
だ
よ
り
〉
」
設
問
一
）
に
お

い
て
、
資
料
か
ら
必
要
な
情
報
を
探
し
て
取
り
出
し
、
整
理
し
て
書
く
問
題
を

取
り
上
げ
て
い
る
。
（
※
参
考
①
）

目
的
に
応
じ
て
複
数
の
記
事
を
結
び
付
け
な
が
ら
、
効
果
的
な
読
み
方
を
工

夫
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

■
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
領
域
・
内
容

Ｃ

読
む
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

イ

目
的
に
応
じ
て
、
本
や
文
章
を
比
べ
て
読
む
な
ど
効
果
的
な
読
み
方

を
工
夫
す
る
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

読
む
能
力
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正
答
に
つ
い
て

(2)
■
正
答

選
択
肢
１

何
㎞
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
走
る
の
？

選
択
肢
２

★
豆
知
識
コ
ー
ナ
ー

マ
ラ
ソ
ン
の
は
じ
ま
り

※
解
答
の
順
序
は
問
わ
な
い
。

■
解
説

○

「
何
㎞
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
走
る
の
？
」
で
は
、
マ
ラ
ソ
ン
の
距

離
が
４
２
・
１
９
５
㎞
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
主
な
内
容
と
し
て
い

る
。
「
★
豆
知
識
コ
ー
ナ
ー

マ
ラ
ソ
ン
の
は
じ
ま
り
」
で
は
、
歴

史
的
な
事
実
を
取
り
上
げ
、
マ
ラ
ソ
ン
と
い
う
競
技
の
由
来
を
主
な

内
容
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ラ
ソ
ン
の
距
離
や
そ
の
由
来

を
説
明
す
る
た
め
の
記
事
の
見
出
し
と
し
て
、
「
何
㎞
（
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）
走
る
の
？
」
、
「
★
豆
知
識
コ
ー
ナ
ー

マ
ラ
ソ
ン
の
は
じ
ま

り
」
の
二
つ
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
。

あ
わ
せ
て
、
「
何
㎞
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
走
る
の
？
」
の
中
に
記

述
さ
れ
て
い
る
「
★
豆
知
識
コ
ー
ナ
ー
」
に
着
目
し
、
正
答
の
二
つ

の
記
事
の
内
容
を
結
び
付
け
て
示
し
て
い
る
編
集
者
の
意
図
も
捉
え

る
必
要
が
あ
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(3)
■
解
説

○

選
択
肢
３
→

男
子
並
び
に
女
子
の
世
界
記
録
保
持
者
が
１
０
０

ｍ
当
た
り
何
秒
で
走
っ
て
い
る
か
と
い
う
、
走
る
ス

ピ
ー
ド
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
記
事
の
見
出
し
で
あ

る
の
で
誤
答
で
あ
る
。
な
お
、
選
択
肢
３
は
、
選
択

肢
４
と
選
択
肢
５
の
上
位
の
見
出
し
と
捉
え
る
こ
と

も
で
き
る
。

○

選
択
肢
４
→

選
択
肢
３
を
補
説
す
る
よ
う
に
、
男
子
並
び
に
女

子
の
マ
ラ
ソ
ン
の
世
界
記
録
上
位
５
人
の
順
位
、
記

録
、
選
手
の
名
前
、
国
籍
・
所
属
、
場
所
、
年
に
つ

い
て
書
い
て
い
る
記
事
の
見
出
し
で
あ
る
の
で
誤
答

で
あ
る
。

○

選
択
肢
５
→

選
択
肢
４
と
関
連
さ
せ
、
日
本
人
選
手
に
注
目
し
、

男
子
の
日
本
記
録
を
も
つ
高
岡
寿
成
選
手
と
、
女
子

の
世
界
記
録
上
位

人
に
入
っ
て
い
る
渋
井
陽
子
選

10

手
、
高
橋
尚
子
選
手
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
記
事
の

見
出
し
で
あ
る
の
で
誤
答
で
あ
る
。

設
問
四趣

旨

(1)
複
数
の
記
事
を
結
び
付
け
な
が
ら
読
み
、
事
実
を
基
に
し
て
自
分
の
考
え

を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

二
つ
の
記
事
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
結
び
付
け
な
が
ら
読
み
、
理
由
と
な

る
事
実
を
基
に
し
て
自
分
の
考
え
を
記
述
す
る
問
題
で
あ
る
。

本
設
問
は
、
記
事
の
中
の
事
実
を
基
に
、
日
本
の
女
子
選
手
が
活
躍
し
て
き

た
と
考
え
ら
れ
る
理
由
を
ま
と
め
て
書
く
場
面
を
設
定
し
た
。
「
マ
ラ
ソ
ン
の

世
界
記
録
上
位
５
人
」
と
「
日
本
人
選
手
の
記
録
」
の
二
つ
の
記
事
を
結
び
付

け
な
が
ら
読
み
、
理
由
と
な
る
事
実
を
基
に
し
て
記
述
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

本
設
問
と
過
去
の
全
国
調
査
と
の
関
連
を
み
る
と
、
平
成
二
十
年
度
の
「
国

語
Ｂ
」
（
３
「
情
報
を
読
み
取
っ
て
書
く
〈
図
書
館
だ
よ
り
〉
」
設
問
二
）
に
お

い
て
、
グ
ラ
フ
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
を
基
に
し
、
テ
ー
マ
や
条
件
に
即
し
て
自

分
の
考
え
を
明
確
に
書
く
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
二
年

度
の
「
国
語
Ｂ
」
（
４
「
情
報
を
関
係
付
け
て
読
む
〈
目
覚
ま
し
時
計
〉
」
）
に

お
い
て
、
複
数
の
資
料
を
比
べ
て
読
み
、
資
料
の
情
報
と
決
定
し
た
条
件
と
を

関
係
付
け
な
が
ら
、
理
由
を
明
確
に
し
て
説
明
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

（
※
参
考
①
）

新
聞
や
雑
誌
な
ど
の
記
事
を
結
び
付
け
て
読
む
こ
と
は
、
情
報
を
効
果
的
に

活
用
し
な
が
ら
自
分
の
考
え
を
も
つ
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
重
要
で
あ
る
。
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■
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
領
域
・
内
容

Ｃ

読
む
こ
と
（
第
五
・
六
学
年
）

イ

目
的
に
応
じ
て
、
本
や
文
章
を
比
べ
て
読
む
な
ど
効
果
的
な
読
み
方

を
工
夫
す
る
こ
と
。

ウ

目
的
に
応
じ
て
、
文
章
の
内
容
を
的
確
に
押
さ
え
て
要
旨
を
と
ら
え

た
り
、
事
実
と
感
想
、
意
見
な
ど
と
の
関
係
を
押
さ
え
、
自
分
の
考
え

を
明
確
に
し
な
が
ら
読
ん
だ
り
す
る
こ
と
。

Ｂ

書
く
こ
と
（
第
三
・
四
学
年
）

ウ

書
こ
う
と
す
る
こ
と
の
中
心
を
明
確
に
し
、
目
的
や
必
要
に
応
じ
て

理
由
や
事
例
を
挙
げ
て
書
く
こ
と
。

■
評
価
の
観
点

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

読
む
能
力

書
く
能
力

正
答
に
つ
い
て

(2)
■
正
答
例

○

（
日
本
の
女
子
選
手
は
、
世
界
的
に
活
や
く
し
て
き
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
考
え
た
理
由
は
、
）
�
�
み
�
き
選
手
、
渋

井
�
子
選
手
、
�
�
尚
子
選
手
の
三
人
が
二
�
�
十
九
分
�
の
記
録

を
も
ち
、
世
界
第
十
位
ま
で
に
入
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
（
五
十
七

字
）

※
「
渋
」
・
「
井
」
・
「
尚
」
は
、
学
年
別
漢
字
配
当
表
以
外
の
常
用
漢

字
で
あ
る
た
め
、
平
仮
名
表
記
で
よ
い
。

■
解
説

○

正
答
の
条
件
は
、
次
の
二
つ
と
す
る
。

①

「
マ
ラ
ソ
ン
の
世
界
記
録
上
位
５
人
」
と
「
日
本
人
選
手
の
記

録
」
の
二
つ
の
記
事
を
結
び
付
け
な
が
ら
読
み
、
金
子
さ
ん
の
考

え
の
理
由
と
な
る
事
実
を
、
両
方
か
ら
取
り
出
し
た
り
、
ま
と
め

た
り
し
て
書
い
て
い
る
。

②

「
そ
の
よ
う
に
考
え
た
理
由
は
、
」
に
続
く
よ
う
に
、
四
十
字

以
上
、
六
十
字
以
内
で
書
い
て
い
る
。

○

こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る
金
子
さ
ん
の
考
え
の
中
心
は
、
【
金
子

さ
ん
が
ま
と
め
た
内
容
】
の
中
の
「
日
本
の
女
子
選
手
は
、
世
界
的

に
活
や
く
し
て
き
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
考
え
の
理
由
と

な
る
事
実
を
、
「
マ
ラ
ソ
ン
の
世
界
記
録
上
位
５
人
」
と
「
日
本
人

選
手
の
記
録
」
の
二
つ
の
記
事
を
結
び
付
け
な
が
ら
捉
え
る
必
要
が

あ
る
。

○

条
件
①
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
記
事
か
ら
金
子
さ
ん
の
考
え
の
理

由
と
な
る
事
実
と
し
て
、
順
位
、
名
前
、
記
録
の
三
つ
を
取
り
上
げ

る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
。

・
順
位
、
名
前
、
記
録
の
中
で
、
最
も
重
要
な
情
報
は
、
順
位
で
あ

る
。
日
本
の
女
子
選
手
の
中
に
は
、
世
界
第
三
位
、
世
界
第
八
位
、

世
界
第
九
位
と
、
世
界
第
十
位
ま
で
に
入
っ
て
い
る
選
手
が
複
数

存
在
し
て
い
る
こ
と
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

・
順
位
、
名
前
、
記
録
の
中
か
ら
二
つ
を
取
り
上
げ
て
い
る
場
合
、

二
つ
の
記
事
に
触
れ
て
解
答
し
て
い
れ
ば
正
答
と
判
断
す
る
。
順

位
が
最
も
重
要
な
情
報
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
順
位
と
名

前
の
二
つ
、
順
位
と
記
録
の
二
つ
を
組
み
合
わ
せ
て
解
答
す
る
こ

と
が
適
切
で
あ
る
。
名
前
と
記
録
の
組
合
せ
に
つ
い
て
は
、
順
位

を
取
り
上
げ
て
い
な
い
が
、
活
躍
の
理
由
と
な
る
事
実
を
捉
え
る

こ
と
が
で
き
た
と
好
意
的
に
判
断
し
、
正
答
と
す
る
。

・
順
位
、
名
前
、
記
録
の
中
か
ら
一
つ
を
取
り
上
げ
て
い
る
場
合
、

二
つ
の
記
事
に
触
れ
て
解
答
し
て
い
れ
ば
正
答
と
判
断
す
る
。
前

述
の
と
お
り
、
活
躍
の
理
由
と
な
る
事
実
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き

た
と
好
意
的
に
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。

・
順
位
と
記
録
の
そ
れ
ぞ
れ
を
三
人
分
羅
列
し
て
い
る
場
合
、
二
つ

の
記
事
を
結
び
付
け
な
が
ら
読
み
、
活
躍
の
理
由
と
な
る
事
実
を

捉
え
て
い
る
も
の
と
好
意
的
に
判
断
す
る
。
こ
の
場
合
、
三
人
の

人
物
は
捉
え
て
い
る
と
判
断
し
、
名
前
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
て

い
る
も
の
と
す
る
。
例
え
ば
、
「
第
三
位
」
、
「
第
八
位
」
、
「
第
九

位
」
と
書
い
て
い
る
場
合
、
順
位
と
名
前
の
二
つ
を
取
り
上
げ
て

い
る
と
判
断
す
る
。

○

条
件
①
、
②
を
満
た
し
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
次
の
よ
う
な
も
の

は
正
答
と
な
る
。

〔
順
位
、
名
前
、
記
録
の
中
か
ら
二
つ
を
取
り
上
げ
て
い
る
場
合
〕

・
（
「
日
本
の
女
子
選
手
は
、
世
界
的
に
活
や
く
し
て
き
た
と
考
え
ら
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れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
考
え
た
理
由
は
、
」
以
下
、
こ
の
書
き
出

し
の
言
葉
は
省
略
す
る
。
）
野
口
み
ず
き
選
手
が
�
�
�
三
位
、

�
�
�
子
選
手
が
�
�
�
八
位
、
�
�
�
子
選
手
が
�
�
�
九
位

に
�
�
て
い
る
か
ら
で
す
。
（
五
十
字
）

→
右
記
の
例
は
、
名
前
と
順
位
の
二
つ
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ

の
例
は
、
解
答
類
型
２
に
あ
た
る
。

・
日
本
の
女
子
選
手
の
�
に
は
、
二
時
間
十
九
分
十
二
�
で
�
�
�

三
位
の
選
手
や
、
二
時
間
十
九
分
四
十
一
�
で
�
�
�
八
位
の
選

手
が
い
る
か
ら
で
す
。
（
五
十
九
字
）

→
右
記
の
例
は
、
記
録
と
順
位
の
二
つ
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ

の
場
合
、
三
人
の
う
ち
二
人
の
記
録
と
順
位
し
か
取
り
上
げ
て

い
な
い
が
、
二
つ
の
記
事
に
触
れ
て
解
答
し
て
い
る
の
で
、
好

意
的
に
判
断
し
、
正
答
と
す
る
。
こ
の
例
は
、
解
答
類
型
２
に

あ
た
る
。

・
野
口
選
手
が
二
時
間
十
九
分
十
二
�
、
�
�
選
手
が
二
時
間
十
九

分
四
十
一
�
、
�
�
選
手
が
二
時
間
十
九
分
四
十
六
�
の
記
録
を

も
�
て
い
る
か
ら
で
す
。
（
六
十
字
）

→
右
記
の
例
は
、
名
前
と
記
録
の
二
つ
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ

の
例
は
、
解
答
類
型
２
に
あ
た
る
。

〔
順
位
、
名
前
、
記
録
の
中
か
ら
一
つ
を
取
り
上
げ
て
い
る
場
合
〕

・
�
�
�
三
位
の
選
手
が
い
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
上
位
十
人
ま
で

�
る
と
、
�
�
�
八
位
の
選
手
が
い
る
こ
と
も
理
由
と
な
り
ま
す
。

（
五
十
一
字
）

→
右
記
の
例
は
、
順
位
だ
け
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、

野
口
選
手
の
順
位
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
例
に
つ
い
て
は
、
三
人
の
う
ち
二
人
の
順
位
し
か
取
り
上
げ

て
い
な
い
が
、
二
つ
の
記
事
に
触
れ
て
解
答
し
て
い
る
の
で
、

好
意
的
に
判
断
し
、
正
答
と
す
る
。
こ
の
例
は
、
解
答
類
型
３

に
あ
た
る
。

・
野
口
み
ず
き
選
手
、
�
�
�
子
選
手
、
�
�
�
子
選
手
が
、
�
�

�
�
の
�
�
で
と
て
も
よ
い
�
�
を
�
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
（
四

十
九
字
）

→
右
記
の
例
は
、
名
前
だ
け
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、

野
口
選
手
の
名
前
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
例
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
、
活
躍
の
理
由
と
な
る
事

実
を
名
前
に
着
目
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
好
意
的
に
判

断
し
、
正
答
と
す
る
。
こ
の
例
は
、
解
答
類
型
３
に
あ
た
る
。

・
日
本
の
女
子
選
手
の
�
に
は
、
二
時
間
十
九
分
十
二
�
の
記
録
を

も
つ
選
手
や
、
二
時
間
十
九
分
四
十
一
�
の
記
録
を
も
つ
選
手
が

い
る
か
ら
で
す
。
（
五
十
七
字
）

→
右
記
の
例
は
、
記
録
だ
け
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、

野
口
選
手
の
記
録
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
例
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
女
子
選
手
が
二
時
間
十
九
分
台
と

接
近
し
た
好
記
録
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
活
躍
の
理
由
と
な
る

事
実
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
場
合
、
三
人
の

う
ち
二
人
の
記
録
し
か
取
り
上
げ
て
い
な
い
が
、
二
つ
の
記
事

に
触
れ
て
解
答
し
て
い
る
の
で
、
好
意
的
に
判
断
し
、
正
答
と

す
る
。
こ
の
例
は
、
解
答
類
型
３
に
あ
た
る
。

誤
答
に
つ
い
て

(3)
■
解
説

○

金
子
さ
ん
の
考
え
の
理
由
と
な
る
事
実
を
、
一
つ
の
記
事
の
み
か

ら
取
り
出
し
た
り
、
ま
と
め
た
り
し
て
い
る
も
の
や
、
金
子
さ
ん
の

考
え
の
理
由
と
な
る
事
実
を
挙
げ
て
い
な
い
も
の
、
示
さ
れ
た
字
数

に
過
不
足
が
あ
る
も
の
な
ど
、
条
件
を
満
た
さ
な
い
で
解
答
し
て
い

る
も
の
は
誤
答
と
す
る
。
次
の
よ
う
な
も
の
は
誤
答
と
な
る
。

・
野
口
み
ず
き
選
手
が
二
�
�
五
�
に
�
�
�
�
で
�
�
れ
た
�
�

で
二
時
間
十
九
分
十
二
�
の
記
録
を
出
し
、
�
�
�
三
位
に
�
�

て
い
る
か
ら
で
す
。
（
五
十
八
字
）

→
右
記
の
例
は
、
「
マ
ラ
ソ
ン
の
世
界
記
録
上
位
５
人
」
の
記
事

の
み
か
ら
、
理
由
と
な
る
事
実
を
取
り
出
し
た
り
、
ま
と
め
た

り
し
て
お
り
、
「
日
本
人
選
手
の
記
録
」
の
記
事
に
は
触
れ
ず

に
書
い
て
い
る
。
こ
の
例
は
、
解
答
類
型
５
に
あ
た
る
。

・
�
�
�
子
選
手
が
二
時
間
十
九
分
四
十
一
�
で
�
�
�
八
位
、
�

�
�
子
選
手
が
二
時
間
十
九
分
四
十
六
�
で
�
�
�
九
位
に
�
�

て
い
る
か
ら
で
す
。
（
五
十
八
字
）

→
右
記
の
例
は
、
「
日
本
人
選
手
の
記
録
」
の
記
事
の
み
か
ら
、

理
由
と
な
る
事
実
を
取
り
出
し
た
り
、
ま
と
め
た
り
し
て
お
り
、

「
マ
ラ
ソ
ン
の
世
界
記
録
上
位
５
人
」
の
記
事
に
は
触
れ
ず
に

書
い
て
い
る
。
こ
の
例
は
、
解
答
類
型
５
に
あ
た
る
。
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３

学
習
指
導
に
当
た
っ
て

適
切
な
雑
誌
を
選
ん
で
読
む

(1)

目
的
に
応
じ
て
、
適
切
な
雑
誌
を
読
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
雑
誌
は
、

一
般
的
に
、
雑
多
な
こ
と
が
記
載
さ
れ
た
書
物
で
、
週
刊
、
月
刊
な
ど
の
よ

う
に
定
期
的
に
刊
行
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。
そ
れ
ら
の
雑
誌
を
、
国
語
科
の

教
材
と
し
て
計
画
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
目
的
に
応
じ
て
、

適
切
な
雑
誌
を
選
び
、
そ
の
特
徴
や
編
集
者
の
意
図
を
考
え
な
が
ら
、
効
果

的
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

な
お
、
小
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
（
平
成
二
十
年
告
示
）
「
読
む
こ
と
」

で
は
、
「
効
果
的
な
読
み
方
に
関
す
る
指
導
事
項
」
に
お
い
て
、
様
々
な
メ

デ
ィ
ア
の
一
つ
と
し
て
雑
誌
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
比
べ
読
み
、

速
読
、
摘
読
、
多
読
な
ど
多
様
な
読
み
方
の
中
か
ら
、
目
的
に
応
じ
て
、
効

果
的
な
読
み
方
を
選
択
し
、
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
し
て
い
る
。

複
数
の
資
料
を
関
係
付
け
て
読
む

(2)

目
的
に
応
じ
て
、
複
数
の
資
料
を
選
び
、
そ
れ
ら
を
関
係
付
け
て
読
む
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
目
的
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
ど
の

よ
う
な
内
容
を
、
ど
の
よ
う
に
関
係
付
け
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
な
が
ら
読
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
平
成
二
十
二
年
度
の
授
業
ア
イ
デ
ィ
ア
例
「
目

的
や
意
図
に
合
わ
せ
て
行
動
計
画
を
立
て
る
こ
と
を
通
し
て
、
必
要
な
情
報

を
関
係
付
け
な
が
ら
的
確
に
読
み
取
る
」
に
お
い
て
、
授
業
の
具
体
的
な
進

め
方
を
例
示
し
て
い
る
。
（
※
参
考
②
）

本
や
文
章
を
読
ん
で
自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る

(3)

本
や
文
章
の
情
報
を
基
に
し
て
、
自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
書
き
手
が
ど
の
よ
う
な
事
例
を

挙
げ
、
理
由
や
根
拠
と
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
感
想
や
意
見
、

判
断
や
主
張
な
ど
を
行
い
、
考
え
を
論
証
し
た
り
説
得
し
た
り
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
書
き
手
の
意
図
や
思
考
を
想
定
し
な
が
ら
文

章
全
体
の
構
成
を
把
握
し
、
自
分
の
考
え
を
明
確
に
し
て
い
け
る
よ
う
に
指

導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
考
え
た
こ
と
を
発
表
し
交
流
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
が
考
え
た
こ
と
の
共
通
点
や
相
違
点
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
自
分
の

考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

４

出
典
等

記
事

公
益
財
団
法
人
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（J

O
C

）
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
国
際
陸
上
競
技
連
盟
（I

A
A
F

）
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

公
益
財
団
法
人
日
本
陸
上
競
技
連
盟
（J

A
A
F

）
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

【
監
修
】
三
上
孝
道

【
文
】
大
野
益
弘
、
髙
橋
玲
美
『
こ
れ
だ
け

は
知
っ
て
お
き
た
い

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
大
常
識
』
（
二
〇
〇
四
年
六

(11)

月

株
式
会
社
ポ
プ
ラ
社
）
な
ど
を
参
考
に
作
成
。

地
図

★
豆
知
識
コ
ー
ナ
ー

マ
ラ
ソ
ン
の
は
じ
ま
り
は
、
【
監
修
】
三
上

孝
道

【
文
】
大
野
益
弘
、
髙
橋
玲
美
『
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た

い

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
大
常
識
』
（
二
〇
〇
四
年
六
月

株
式
会
社
ポ

(11)
プ
ラ
社
）
に
よ
る
。

写
真

男
子
マ
ラ
ソ
ン
の
ス
タ
ー
ト
直
後
（
２
０
１
１
年
世
界
陸
上
競
技
選

手
権
）
は
、
『
ラ
ン
ナ
ー
ズ
』
（
二
〇
一
一
年
十
一
月
一
日

第
三
十
六

巻
第
十
一
号
通
巻
四
七
五
号

株
式
会
社
ア
ー
ル
ビ
ー
ズ
）
に
よ
る
。

野
口
み
ず
き
選
手
、
高
岡
寿
成
選
手
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
陸
上

競
技
連
盟
（J

A
A
F

）
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
。
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（
※
参
考
①
）
過
去
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
と
の
関
連

設
問
番
号

関
連
す
る
過
去
の
設
問
番
号
・
設
問
の
概
要
・
正
答
率
（
％
）

三

Ｈ

「
図
書
館
だ
よ
り
」
か
ら
、
６
年

三
九
・
四

20Ｂ
３
一

生
が
読
書
相
談
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
曜
日
と
時
間
帯
を
書
く

四

Ｈ

「
図
書
館
だ
よ
り
」
の
グ
ラ
フ
か

三
三
・
〇

20Ｂ
３
二

ら
分
か
っ
た
こ
と
を
基
に
し
、
テ
ー

マ
や
条
件
に
即
し
て
自
分
の
考
え
を

書
く

Ｈ

三
つ
の
時
計
の
中
か
ら
、
条
件
に

六
五
・
七

22Ｂ
４

合
っ
た
も
の
を
選
び
、
そ
れ
を
選
ん

だ
理
由
を
書
く

【平成22年度「国語Ｂ」４「情報を関係付けて読む<目覚まし時計>」】

目的や意図に合わせて行動計画を立てることを通して，必要な情報を関係付けながら的確に読み取る。

■学習指導要領（平成10年告示）における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと

エ 書かれている内容について事象と感想，意見の関係を押さえ，自分の考えを明確にしながら読

むこと。

オ 必要な情報を得るために，効果的な読み方を工夫すること。

（※参考②）授業アイディア例との関連
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Ⅲ 調 査 問 題 等
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小学校第 6 学年

国語 Ａ

注

意

１

先
生
の
合
図
が
あ
る
ま
で
︑
中
を
開
か
な
い
で
く
だ
さ
い
︒

２

調
査
問
題
に
は
︑
国
語
と
算
数
の
問
題
が
あ
り
ま
す
︒
国
語

の
問
題
は
︑
１
ペ
ー
ジ
か
ら

ペ
ー
ジ
ま
で
あ
り
ま
す
︒
算
数

11

の
問
題
は
︑
反
対
側
の
表
紙
か
ら
始
ま
り
︑
１
ペ
ー
ジ
か
ら
11

ペ
ー
ジ
ま
で
あ
り
ま
す
︒

３

解
答
用
紙
に
は
︑
国
語
の
解
答
ら
ん
の
面
と
算
数
の
解
答
ら

ん
の
面
が
あ
り
ま
す
︒
解
答
は
︑
す
べ
て
解
答
用
紙
に
書
き
ま

し
ょ
う
︒

４

解
答
は
︑
Ｈ
Ｂ
ま
た
は
Ｂ
の
黒
鉛え

ん

筆ぴ
つ

︵
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル

も
可
︶
を
使
い
︑
こ
く
︑
は
っ
き
り
と
書
き
ま
し
ょ
う
︒
ま
た
︑

消
す
と
き
は
消
し
ゴ
ム
で
き
れ
い
に
消
し
ま
し
ょ
う
︒

５

解
答
時
間
は
︑
次
の
と
お
り
で
す
︒

・
国
語
Ａ

分
間

20

・
算
数
Ａ

分
間

20

※
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
に
な
っ
た
ら
︑
合
図
が
あ
り
ま
す
︒

※
国
語
の
問
題
を
解
き
終
わ
っ
て
も
︑
算
数
の
問
題
に
進

ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
︒

※
解
答
が
早
く
終
わ
っ
た
ら
︑
よ
く
見
直
し
ま
し
ょ
う
︒

６

机
つ
く
え

の
上
の
﹁
個
人
番
号
票
︻
解
答
用
紙
記
入
用
︼
﹂
を
よ
く
見

て
︑
解
答
用
紙
に
︑
学
校
名
︑
組
︑
出
席
番
号
︑
男
女
︑
個
人

番
号
を
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
に
書
き
ま
し
ょ
う
︒

10
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１

一

次
の
⑴
か
ら
⑶
ま
で
の
文
の

部
の
漢
字
の
読
み
を
、
ひ
ら
が
な
で
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

⑴

新
し
い
ビ
ル
を

建
築

す
る
。

⑵

親
か
ら

独
立

し
て
く
ら
す
。

⑶

参
加
す
る
こ
と
を

許

す
。

小国A− 1
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二

次
の
⑴
か
ら
⑶
ま
で
の
文
の

部
の
ひ
ら
が
な
を
、
漢
字
で
て
い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

⑴

病
院
で

い
し
ゃ

に
み
て
も
ら
う
。

⑵

東
か
ら

た
い
よ
う

が
の
ぼ
る
。

⑶

白
い

ぬ
の

を
青
く
そ
め
る
。

小国A− 2
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２

中
村
さ
ん
は
、
次
の
︻
高
木
さ
ん
の
発
表
の
は
じ
め
の
部
分
︼
を
聞
き
な
が
ら
、
質
問
を
し
た
い
内
容
を

カ
ー
ド
に
書
い
て
い
ま
す
。
カ
ー
ド
の
内
容
は
、
ど
の
よ
う
な
ね
ら
い
を
も
っ
て
い
ま
す
か
。
そ
の
説
明

と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
あ
と
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き

ま
し
ょ
う
。

【

高
木
さ
ん
の
発
表
の
は
じ
め
の
部
分
︼

【

中
村
さ
ん
が
書
い
た
カ
ー
ド
︼

野
生
動
物
の
一
部
が
世
界
各
地
で
絶
め
つ
の

危
機
に
直
面
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

そ
れ
ら
の
動
物
の
名
前
を
い
く
つ
か
教
え
て

ほ
し
い
。

１

調
べ
る
た
め
に
役
に
立
っ
た
資
料
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
か
を
知
ろ
う
と
し
て
い
る
。

２

最
も
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
か
を
確
か
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

３

発
表
の
内
容
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
具
体
例

が
あ
る
の
か
を
知
ろ
う
と
し
て
い
る
。

４

調
べ
た
き
っ
か
け
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
っ
た

の
か
を
確
か
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

み

な

さ

ん
、
野

生

動

物

と

は

ど

の

よ

う

な

動
物
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

野
生
動
物
と
は
、
山
や
野
原
な
ど
の
自
然
の

中
で
く
ら
し
て
い
る
動
物
た
ち
の
こ
と
で
す
。

そ
の
種
類
を
正
確
に
つ
か
む
こ
と
は
難

む
ず
か

し
く
、

五
百
万
と
も
五
千
万
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
野
生
動
物
の
一
部
が
世
界
各
地
で
絶
め
つ

の

危き

機き

に

直

面

し

て

い

る

と

い

う

こ

と

を

ニ
ュ
ー
ス
で
知
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
わ
た
し
は
、
ど
の
よ
う
な
原
因
で

絶
め
つ
が
進
ん
で
い
る
の
か
疑ぎ

問も
ん

を
も
ち
、

調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

～
︵
発
表
が
続
く
︶
～

小国A− 3
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３

今
田
さ
ん
の
学
級
で
は
、
転
校
す
る
村
山
さ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
何
に
す
る
か
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

提
案
し
合
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
田
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
出
さ
れ
た
内
容
を
次
の
図
の
よ
う
に

整
理
し
な
が
ら
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
提
案
を
決
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ア

・

イ

の
中
に
入
る
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を
、
図
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ぬ
き
出
し
ま
し
ょ
う
。

【グループで出された内容を整理した図】

【グループとしての提案を決めている様子】

今田 それでは，グループとしての提案を決めること

にします。転校する村山さんへのプレゼントは，

寄せ書きと歌の二つでいいですか。

全員 はい。

今田 寄せ書きを書いてもらう人は，たん任の先生と

ア です。寄せ書きの中心にかく絵は，

似顔絵と村山さんが好きなバスケットボールに

します。歌は，校内音楽会で歌った歌で，村山さん

が好きな歌でもある， イ を学級のみんな

で歌うことにしたらどうでしょうか。

全員 はい。いいと思います。

今田 では，これらをグループの提案とします。

寄せ書き

歌

村山さんへの

プレゼント

寄せ書きを書いて

もらう人

たん任の先生

学級のみんな

校内音楽会で歌った歌

もみじ

ふるさと

寄せ書きの中心に

かく絵

似顔絵

村山さんが好きな

バスケットボール

村山さんが好きな歌

ビリーブ

つばさをください

ふるさと
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（
さ
と
う
わ
き
こ
『
小
さ
な
わ
ら
い
ば
な
し

４
』
に
よ
る
。）
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５

野
村
さ
ん
は
、
サ
ク
ラ
に
つ
い
て
興
味
を
も
ち
、
百
科
事
典
で
調
べ
て
分
か
っ
た
こ
と
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め

ま
し
た
。

ア

・

イ

の
中
に
入
る
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を
、︻
百
科
事
典
の
記
述
の
一
部
︼
の
中

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ぬ
き
出
し
ま
し
ょ
う
。

【百科事典の記述の一部】

サクラ【桜】
日本のサクラは，美しく，たくさんの

種類がある。

∼（中略）∼

サクラは，古くから日本の人々に

親しまれている。花見は，サクラの花

を見て楽しみ，春の訪
おとず

れを感じる行事

として広く行われている。また，サクラは，短歌や俳
はい

句
く

などの題材として取り上げられている。

サクラは，日常の生活の中でも使われている。塩づけ

に し た サ ク ラ の 葉 で も ち を く る ん だ も の は，桜 も ち と

呼
よ

ば れ る。桜 湯 と は，塩 づ け に し た サ ク ラ の 花 を 湯 に

入 れ た も の で，お 祝 い の と き な ど に 飲 ま れ て い る。

サクラの樹
じゅ

皮
ひ

は，皿や茶づつなどの工芸品として使われて

いる。

∼（内容が続く）∼

▲サクラ

（ソメイヨシノ)

サクラ＜桜＞

∼（内容が続く）∼

○ 樹皮を使って作られた皿や茶づつなど

使

わ

れ

方
○ 桜 も ち…塩づけにしたサクラの葉で

もちをくるんだもの

○ ア …塩づけにしたサクラの花を

湯に入れたもの

食 品

○ 花見…サクラの花を見て楽しみ，春の訪れを感じる行事

○ 短歌や俳句…サクラを題材として取り上げている

親
し
ま
れ
方



【ノートの一部】

 イ
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６

青
木
さ
ん
の
学
級
で
は
、
一
人
一
人
が
物
語
を
書
い
て
、
発
表
し
合
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
青
木
さ
ん
は
、

次
の
よ
う
に
下
書
き
を
し
た
あ
と
、
書
き
直
し
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
書
き
直
し
を
し
た
と
こ
ろ
を
グ
ル
ー
プ
の

人
た
ち
に
説
明
し
て
い
ま
す
。
︻
グ
ル
ー
プ
で
の
青
木
さ
ん
の
説
明
︼
の

の
中
に
入
る
言
葉
と

し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
あ
と
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

転
校
生
が
や
っ
て
来
る
日
の
朝
、
教
室
の
中
は

落
ち
着
か
な
か
っ
た
。

ガ
ラ
ガ
ラ
と
い
う
教
室
の
ド
ア
が
開
く
音
が

し
た
。
そ
こ
に
学
級
全
員
の
注
目
が
集
ま
っ
た
。

先
生
に
続
い
て
、
男
の
子
が
入
っ
て
き
た
。

﹁
今
日
か
ら
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
勉
強
す
る

こ
と
に
な
っ
た
上
田
勇
二
さ
ん
で
す
。
﹂

先
生
の
し
ょ
う
か
い
を
全
員
が
耳
を
す
ま
し
て

聞
い
て
い
た
。
そ
の
中
に
首
を
か
し
げ
て
い
る

女
の
子
が
い
た
。

～
︵
物
語
が
続
く
︶
～

【

下
書
き
を
し
た
物
語
の
一
部
︼

【

下
書
き
の
書
き
直
し
を
し
た
物
語
の
一
部
︼

転
校
生
が
や
っ
て
来
る
日
の
朝
、
広
子
は
落
ち

着
か
な
か
っ
た
。

ガ
ラ
ガ
ラ
と
い
う
教
室
の
ド
ア
が
開
く
音
が

し
た
。
広
子
は
、
身
を
乗
り
出
し
て
入
り
口
を
じ
っ
と

見
た
。
先
生
に
続
い
て
、
男
の
子
が
入
っ
て
き
た
。

﹁
今
日
か
ら
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
勉
強
す
る

こ
と
に
な
っ
た
上
田
勇
二
さ
ん
で
す
。
﹂

先
生
の
し
ょ
う
か
い
を
聞
き
な
が
ら
広
子
は
、

首
を
か
し
げ
た
。
初
め
て
会
っ
た
は
ず
の
勇
二
と

ど
こ
か
で
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

～
︵
物
語
が
続
く
︶
～

小国A− 7
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【

グ
ル
ー
プ
で
の
青
木
さ
ん
の
説
明
︼

下
書
き
は
、
教
室
の
全
体
の
様
子
を
な
が
め
な
が
ら
、
そ
こ
で
起
き
て
い
る
事
実
を
中
心
に
書
き

ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
時
の
人
物
の
様
子
が
く
わ
し
く
伝
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、

の
立
場
に
寄
り
そ
っ
て
、
細
か
な
動
き
や
そ
の
時
に
感
じ
た
こ
と
が
具
体
的
に

分
か
る
よ
う
に
書
き
直
し
ま
し
た
。

１

学
級
全
員

２

先
生

３

勇
二

４

広
子

小国A− 8
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７

第
三
小
学
校
の
新
聞
委
員
の
内
山
さ
ん
は
、
学
校
の
合
唱
部
が
活
や
く
し
て
い
る
こ
と
を
学
校
新
聞
の

記
事
に
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
︻
学
校
新
聞
の
記
事
の
一
部
︼
の

の
中
に
、
︻
取
材
し
た

内
容
の
一
部
︼
の
①
か
ら
④
ま
で
を
一
文
に
ま
と
め
て
書
き
ま
す
。
書
き
出
し
の
言
葉
に
続
く
内
容
を
、

二
十
字
以
上
︑
三
十
字
以
内
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

︵
書
き
出
し
の
言
葉
は
、
字
数
に
は
ふ
く
み
ま
せ
ん
。
︶

三 ☆ 平成24 7 号

【

取
材
し
た
内
容
の
一
部
︼

①

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
県
大
会
が
、
七
月

一
日
に
開
か
れ
た
。

②

そ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
第
三
小
の
合
唱
部

が
出
場
し
た
。

③

第
三
小
の
合
唱
部
は
、
そ
の
コ
ン
ク
ー
ル

で
金
賞
に
選
ば
れ
た
。

④

第
三
小
の
合
唱
部
は
、
来
月
開
か
れ
る

全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

～
︵
メ
モ
が
続
く
︶
～

【

学
校
新
聞
の
記
事
の
一
部
︼

～
︵
記
事
が
続
く
︶
～

第
三

の
歌
声

全
国
へ

大

会

で

金

賞

七
一

、
合

コ
ン

ク
ー

ル
の

大
会

に
出

場
し

た
本

合
が

、

小国A− 9
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８

吉
田
さ
ん
の
学
級
で
は
、
﹁
慣
用
句
﹂
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
﹁
慣
用
句
﹂
と
は
、
二
つ
以
上
の
言
葉
が

組
み
合
わ
さ
っ
て
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の
意
味
を
表
す
言
葉
で
す
。
吉
田
さ
ん
は
、﹁
話
﹂
と
い
う
言
葉
を
用
い
た

慣
用
句
の
意
味
と
、
そ
の
使
い
方
を
カ
ー
ド
に
書
い
て
い
ま
す
。

の
中
に
入
る
︹
話
が
は
ず
む
︺
の
意
味

と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
あ
と
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

【

吉
田
さ
ん
が
書
い
た
カ
ー
ド
︼

〔
話
が
合
う
︺

◆
意

味
⋮
話
題
な
ど
が
合
い
、
打
ち
解

け
て
話
す
こ
と
が
で
き
る
。

◆
使
い
方
⋮
親
友
と
は
好
み
が
同
じ
で
、

話
が
合
う
。

〔
話
が
は
ず
む
︺

◆
意

味
⋮

◆
使
い
方
⋮
友
達
と
久
し
ぶ
り
に
会
い
、

話
が
は
ず
む
。

１

相
手
が
内
容
を
理
解
し
、
短
い
時
間
で
結け

つ

論ろ
ん

が
出
る
。

２

話
の
や
り
と
り
が
、
次
か
ら
次
へ
と
調
子
よ
く
続
く
。

３

物
事
の
事
情
や
す
じ
道
、
理
由
に
つ
い
て
理
解
が
あ
る
。

４

話
し
合
い
や
相
談
が
ま
と
ま
っ
て
、
物
事
が
解
決
す
る
。

小国A−10
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９

北
村
さ
ん
は
、
漢
字
を
書
く
と
き
、
筆
順
に
従

し
た
が

っ
て
正
し
く
書
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

例
の
よ
う
に
、

﹁
申
﹂
と
﹁
赤
﹂
の
黒
く
な
ぞ
っ
た
点
画
が
何
画
目
に
な
る
か
を
そ
れ
ぞ
れ
書
き
ま
し
ょ
う
。

﹁

﹂
の
黒
く
な
ぞ
っ
た
﹁

﹂
の
部
分

⋮

二

画
目

(例)一

申牟鵡椋冥姪
﹁
申
﹂
の
黒
く
な
ぞ
っ
た
﹁

姪
﹂
の
部
分

⋮

画
目

二

﹁

﹂
の
黒
く
な
ぞ
っ
た
﹁

﹂
の
部
分

⋮

画
目

小国A−11
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こ
れ
で
、
国
語
Ａ
の
問
題
は
終
わ
り
で
す
。
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注

意
合
図
が
あ
る
ま
で
、
次
の
ペ
ー
ジ
を
開
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
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小学校第 6 学年

国語 Ｂ

注

意

１

先
生
の
合
図
が
あ
る
ま
で
︑
中
を
開
か
な
い
で
く
だ
さ
い
︒

２

調
査
問
題
は
︑
１
ペ
ー
ジ
か
ら

ペ
ー
ジ
ま
で
あ
り
ま
す
︒

14

３

解
答
用
紙
は
︑
両
面
に
解
答
ら
ん
が
あ
り
ま
す
︒
解
答
は
︑

す
べ
て
解
答
用
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
︒

４

解
答
は
︑
Ｈ
Ｂ
ま
た
は
Ｂ
の
黒
鉛え

ん

筆ぴ
つ

︵
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル

も
可
︶
を
使
い
︑
こ
く
︑
は
っ
き
り
と
書
き
ま
し
ょ
う
︒
ま
た
︑

消
す
と
き
は
消
し
ゴ
ム
で
き
れ
い
に
消
し
ま
し
ょ
う
︒

５

解
答
時
間
は
︑

分
間
で
す
︒
解
答
が
早
く
終
わ
っ
た
ら
︑

40

よ
く
見
直
し
ま
し
ょ
う
︒

６

机
つ
く
え

の
上
の
﹁
個
人
番
号
票
︻
解
答
用
紙
記
入
用
︼
﹂
を
よ
く
見

て
︑
解
答
用
紙
に
︑
学
校
名
︑
組
︑
出
席
番
号
︑
男
女
︑
個
人

番
号
を
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
に
書
き
ま
し
ょ
う
︒

20
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１

中
央
小
学
校
の
平
川
さ
ん
の
学
級
で
は
、
働
く
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
発
表
し
合
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

平
川
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
先
月
、
学
級
に
招
い
た
﹁
か
が
や
き
の
森
動
物
園
﹂
の
園
長
の
宮
本
さ
ん
に
あ
ら
た
め
て

話
を
聞
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
次
は
、
代
表
の
平
川
さ
ん
が
︻
手
紙
の
構
成
︼
を
も
と
に
し
な
が
ら
書
い
て
い
る
、

動
物
園
へ
の
訪ほ

う

問も
ん

を
お
願
い
す
る
︻
手
紙
の
下
書
き
︼
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

小国B− 1

木
々

の
緑

が
美

し
季

と
な

ま
し

た
。

は
お

そ
が

し
中

、
ざ

ざ
中

ま
で

お
こ

し
た

だ
き

、
あ

が
と

う
ご

ざ
ま

し
た

。
た

し
は

、
そ

の
、

級
を

代
し

て
お

礼
の

言
葉

を
し

上
げ

た
、

一
の

平
川

美
で

す
。

そ
の

、
お

気
で

し
ま

す
か

。
今

は
、

本
さ

ん
に

お
が

あ
、手

を
き

ま
し

た
。

た
ん

任
の

生
か

事
に

く
を

差
し

上
げ

た
か

と
ま

す
が

、
た

し
た

ち
の

級
で

は
、

く
こ

と
の

大
切

さ
に

つ
て

調
べ

た
こ

と
を

グ
ル

ー
プ

ご
と

に
発

し
合

う
こ

と
に

し
ま

し
た

。
そ

こ
で

、
た

し
た

ち
の

グ
ル

ー
プ

で
は

、
と

る
仕

事
に

つ
て

く
し

く
調

べ
て

発
し

よ
う

と
考

え
ま

し
た

。
つ

き
ま

し
て

は
、

Ａ

■
前
文

(

は
じ
め
の
あ
い
さ
つ
︶

季
節
の
言
葉
や

自
分

の

し

ょ

う

か
い
な
ど

【

手
紙
の
構
成
︼

【

手
紙
の
下
書
き
︼

⎧⎪⎪⎪⎨⎪⎪⎪⎩

■
本
文

(

中
心
に
な
る
こ
と
︶

手
紙
を
出
す
理
由

や
お
願
い
す
る

内
容
な
ど

⎧⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎨⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪
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そ
の

た
め

に
一

、
本

さ
ん

の
職

場
に

う
か

が
せ

て
た

だ
く

こ
と

は
で

き
な

で
し

う
か

。
手

な
お

で
大

し
け

あ
ま

せ
ん

が
、

ほ
う

が
で

き
る

か
ど

う
か

、
お

事
を

た
だ

け
ば

と
ま

す
。

お
事

に
は

、

お
事

の
内

容
を

か
め

さ
せ

て
た

だ
き

、
そ

ち
へ

う
か

が
う

に
つ

て
、

で
き

る
だ

け
く

お
話

を
差

し
上

げ
る

よ
う

に
し

ま
す

。
ご

く
を

お
か

け
し

ま
す

が
、

ご
協

力
を

た
だ

け
ま

す
よ

う
、

ど
う

か
よ

ろ
し

く
お

し
ま

す
。

こ
か

も
お

体
に

気
を

つ
け

て
お

過
ご

し
く

だ
さ

。

■
末ま

つ

文ぶ
ん

(

終
わ
り
の
あ
い
さ
つ
︶

相
手
を
気
づ
か
う

言
葉
な
ど

⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎩⎧⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎨⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎩ ⎧⎪⎨⎪⎩

ア

イ

ウ

■
後
付
け

(

手
紙
の
最
後
に
付
け
る

内
容
︶

名
前
や
日
付
な
ど

Ｂ
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一

平
川
さ
ん
は
、︻
手
紙
の
下
書
き
︼
の
本
文
の
一
部
に
、
宮
本
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
た
い
具
体
的
な

内
容
を
書
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

Ａ

の
中
に
入
る
内
容
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、

次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

１

先
日
、
宮
本
さ
ん
が
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
動
物
園
の
仕
事
に
つ
い
て
、
わ
た
し
た
ち
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
み
な
さ
ん
に
も
知
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
し
た
。

２

動
物
園
の
仕
事
を
は
じ
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
、
動
物
と
関
わ
る
仕
事
の
喜
び
や
ご
苦
労
な
ど
に
つ
い
て
、

く
わ
し
く
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

３

先
日
の
宮
本
さ
ん
の
お
話
や
こ
れ
ま
で
調
べ
た
こ
と
を
も
と
に
し
て
、
分
か
り
や
す
い
発
表
に
な
る
よ
う
、

グ
ル
ー
プ
で
力
を
合
わ
せ
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

４

宮
本
さ
ん
の
お
話
を
お
聞
き
し
て
、
か
が
や
き
の
森
動
物
園
に
い
る
動
物
の
種
類
や
名
前
、
そ
れ
ら
の

特
ち
ょ
う
な
ど
が
と
て
も
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

二

平
川
さ
ん
は
、
本
文
の

Ｂ

の
中
に
、
宮
本
さ
ん
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
返
事
を
も
ら
う
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
書
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
次
の
︻
平
川
さ
ん
が
書
い
た
メ
モ
︼
の
内
容
を
も
と
に
、

あ
と
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

【

平
川
さ
ん
が
書
い
た
メ
モ
︼

●
返
事
の
も
ら
い
方
⋮
ふ
う
と
う
の
中
の
は
が
き
を
返
事
に
使
っ
て
も
ら
う
。

●
返
事
の
内
容

⋮
ほ
う
問
が
で
き
る
場
合

六
月
の
土
曜
日
か
日
曜
日
で
、
宮
本
さ
ん
の
つ
ご
う
が

よ
い
日
時
を
は
が
き
に
書
い
て
も
ら
う
。

小国B− 3

82



　

︿
条
件
﹀

○

敬
語
︵
相
手
に
敬
意
を
表
す
言
葉
︶
を
用
い
て
書
く
こ
と
︒

○

｢

お
事

に
は

、

﹂
に
続
く
よ
う
に
︑
六
十
字
以
上
︑
八
十
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
︒

80字 60字

◆ ※
左
の
原げ

ん

稿こ
う

用
紙
は
下
書
き
用
な
の
で
、
使
っ
て
も
使
わ
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

※
◆

の
印
か
ら
書
き
ま
し
ょ
う
。
と
ち
ゅ
う
で
行
を
変
え
な
い
で
、
続
け
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

三

平
川
さ
ん
は
、
手
紙
の
後
付
け
を
書
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
︻
手
紙
の
下
書
き
︼
の

ア

・

イ

・

ウ

の
中
に
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
書
く
と
よ
い
で
す
か
。
次
の
１
か
ら
３
ま
で

の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

１

中
央
小
学
校

六
年
一
組

平
川

春
美

２

か
が
や
き
の
森
動
物
園

園
長

宮
本

真
一

様

３

平
成
二
十
四
年
五
月
七
日
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２

六
年
生
の
白
石
さ
ん
の
学
級
で
は
、
中
学
校
で
の
学
習
や
生
活
へ
の
準
備
を
す
る
た
め
に
、
中
学
生
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
﹁
学
習
﹂
・
﹁
部
活
動
﹂
・
﹁
学
校
行
事
﹂
・

﹁
生
徒
会
活
動
﹂
の
四
つ
に
分
け
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
行
い
ま
す
。
次
は
、
白
石
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
が
、﹁
部
活
動
﹂

に
関
す
る
質
問
の
内
容
を
話
し
合
っ
て
い
る
様
子
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

【

話
し
合
い
の
様
子
︼
※
①
白
石
︵
司
会
︶
・
②
白
石
︵
司
会
︶
・
③
白
石
︵
司
会
︶
の
発
言
の
内
容
は
、
問
い
と
関
係
が
あ
り
ま
す
。

～
︵
部
活
動
に
関
す
る
質
問
を
出
し
合
っ
て
い
る
︶
～

白
石
︵
司
会
︶

こ
こ
で
一
度
、
出
さ
れ
た
質
問
を
順
番
に
確
か
め
て
み
ま
す
。

１

部
活
動
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

２

部
活
動
は
、
土
曜
日
も
日
曜
日
も
あ
る
の
か
。

３

そ
れ
ぞ
れ
の
部
に
は
、
何
人
ま
で
入
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

４

人
数
が
一
番
多
い
部
は
、
何
人
い
る
の
か
。

５

部
活
動
は
、
何
時
か
ら
何
時
ま
で
行
う
の
か
。

①
白
石
︵
司
会
︶

こ
の
五
つ
の
質
問
は
、
二
つ
の
ま
と
ま
り
に
分
け
ら
れ
そ
う
で
す
。
一
つ
は
、
﹁
部
活
動

の
種
類
と
人
数
に
関
す
る
質
問
﹂
で
、

Ａ

︹

︺
・
︹

︺
・
︹

〕

が
当
て
は
ま
り
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、﹁
部
活
動
の
曜
日
と
時
間
に
関
す
る
質
問
﹂
で
、

Ｂ

︹

︺
・
︹

〕

が

当
て
は
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
質
問
は
ま
と
め
ら
れ
そ
う
で
す
の
で
、
あ
と
で
整
理

す
る
こ
と
に
し
ま
す
。
そ
れ
で
い
い
で
す
か
。

全
員

は
い
。

白
石
︵
司
会
︶

そ
れ
で
は
、
質
問
を
し
た
い
内
容
を
続
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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～
︵
質
問
が
出
し
つ
く
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
先
生
か
ら
助
言
が
入
る
︶
～

先
生

こ
の
資
料
を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、
中
学
校
の
生
徒
会

が
、﹁
部
活
動
に
対
す
る
満
足
度
﹂
に
つ
い
て
、
中
学
二
年
生

と
中
学
三
年
生
を
対
象
に
調
査
し
た
結
果
を
ま
と
め
た

グ
ラ
フ
で
す
。
質
問
を
考
え
る
際
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
白
石
︵
司
会
︶

先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
資
料
を
も
と

に
す
る
と
、
中
学
生
に
ど
ん
な
質
問
が
で
き
そ
う
で
す
か
。

あ
な
た
の
発
表

ア

～
︵
発
表
が
続
く
︶
～

③
白
石
︵
司
会
︶

こ
れ
ま
で
に
多
く
の
質
問
を
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

こ
こ
で
少
し
考
え
て
も
ら
い
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
中
学
校
で
の
部
活
動
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
準
備
を

す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
質
問
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
点
を

ふ
ま
え
て
、
さ
ら
に
質
問
の
内
容
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

竹
中

﹁
部
活
動
を
決
め
る
の
は
、
入
学
し
て
す
ぐ
な
の
か
。
い
つ
ま
で
に
決
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
。
﹂
と
質
問
を
し
た
い
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
～
︵
中
略
︶
～
か
ら
で
す
。

～
︵
話
し
合
い
が
続
く
︶
～
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一

①
白
石
︵
司
会
︶
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
出
さ
れ
た
五
つ
の
質
問
を
二
つ
の
ま
と
ま
り
に
分
け
て
い
ま
す
。

【

話
し
合
い
の
様
子
︼
の

の
中
の
１
か
ら
５
ま
で
の
質
問
を
、

Ａ

に
三
つ
、

Ｂ

に

二
つ
に
な
る
よ
う
に
分
け
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

部
活
動
の
種
類
と
人
数
に
関
す
る
質
問

⋮

Ａ

︹

︺
・
︹

︺
・
︹

︺

部
活
動
の
曜
日
と
時
間
に
関
す
る
質
問

⋮

Ｂ

︹

︺
・
︹

︺

二

②
白
石
︵
司
会
︶
さ
ん
は
、
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
に
、
資
料
﹁
部
活
動
に
対
す
る
満
足
度
﹂
を
も
と
に

し
て
、
中
学
生
に
対
す
る
質
問
を
出
し
て
も
ら
お
う
と
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
な
ら
、

ア

の

と
こ
ろ
で
ど
の
よ
う
な
質
問
を
考
え
て
発
表
し
ま
す
か
。
次
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

︿
条
件
﹀

○

資
料
の
中
の
中
学
二
年
生
の
割わ

り

合あ
い

と
中
学
三
年
生
の
割
合
を
比
べ
て
ち
が
う
こ
と
︑
あ
る
い
は

両
方
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
て
︑
質
問
を
し
た
い
こ
と
を
は
っ
き
り
と
書
く
こ
と
︒

︵
割
合
に
つ
い
て
は
︑
﹁
％
﹂
と
表
記
し
て
も
よ
い
︒
︶

○

六
十
字
以
上
︑
百
字
以
内
に
ま
と
め
て
︑
発
表
す
る
よ
う
に
書
く
こ
と
︒
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60字100字

◆

※
左
の
原げ

ん

稿こ
う

用
紙
は
下
書
き
用
な
の
で
、
使
っ
て
も
使
わ
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

※
◆

の
印
か
ら
書
き
ま
し
ょ
う
。
と
ち
ゅ
う
で
行
を
変
え
な
い
で
、
続
け
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

三

③
白
石
︵
司
会
︶
さ
ん
の

部
の
発
言
は
、
ど
の
よ
う
な
ね
ら
い
を
も
っ
て
い
ま
す
か
。

そ
の
説
明
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の

番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

１

立
場
の
ち
が
う
人
の
発
言
を
求
め
、
公
平
な
話
し
合
い
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

２

た
が
い
の
考
え
の
ち
が
い
を
比
べ
て
、
一
つ
の
考
え
に
ま
と
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

３

話
し
合
い
の
目
的
を
確
か
め
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
発
言
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

４

こ
れ
ま
で
に
出
さ
れ
た
考
え
を
ま
と
ま
り
ご
と
に
整
理
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
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男子マラソンのスタート直後の写真

マラトンとアテ
ネを結ぶ地図

88



　

野口みずき選手の写真

高岡寿成選手
たか おか とし なり

の写真

89



　

一

金
子
さ
ん
は
、
こ
の
雑ざ

っ

誌し

や
読
ん
だ
記
事
の
特と

く

徴
ち
ょ
う

を
次
の
よ
う
に
と
ら
え
ま
し
た
。
ア
と
イ
の
文
の
一
部

に
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
が
入
り
ま
す
か
。
ア
の
文
の
一
部
に
入
る
内
容
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、

１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
イ
の
文
の

の

中
に
入
る
内
容
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を
、
記
事
の
中
か
ら
ぬ
き
出
し
ま
し
ょ
う
。

【

こ
の
雑
誌
や
読
ん
だ
記
事
の
特
徴
︼

ア

こ
の
雑
誌
は
、

１

毎
日

２

毎
週

３

毎
月

４

二
か
月
に
一
回

発
行
さ
れ
る
。

イ

今

回

か

ら

の

特

集

は
、
﹁
マ

ラ

ソ

ン
﹂
で

あ

り
、
第

１

回

で

取

り

上

げ

た

主

な

内

容

は
、

に
注
目
し
、
走
る
ス
ピ
ー
ド
や
練
習
法
な
ど
を
記
事
に
し
て
い
る
。

二

金
子
さ
ん
は
、
こ
の
雑
誌
の
中
の
︿
各
回
の
主
な
内
容
﹀
を
読
み
、
編
集
者
が
読
者
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

ね
ら
い
を
も
っ
て
示
そ
う
と
し
た
の
か
考
え
ま
し
た
。
編
集
者
の
ね
ら
い
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
最
も

ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

１

こ
の
特
集
を
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
者
に
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
を
も
た
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

２

こ
の
特
集
は
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
に
読
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
読
者
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

３

こ
の
雑
誌
の
中
に
、
今
回
の
特
集
以
外
に
他
の
特
集
が
あ
る
こ
と
を
読
者
に
知
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

４

こ
の
特
集
で
取
り
上
げ
て
い
く
全
体
の
内
容
を
示
し
、
読
者
に
続
け
て
読
ん
で
も
ら
お
う
と
し
て
い
る
。
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三

金
子
さ
ん
は
、
マ
ラ
ソ
ン
の
距き

ょ

離り

や
そ
の
由
来
を
陸
上
ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
に
説
明
す
る
た
め
に
、
記
事
を

く
り
返
し
読
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
特
集
の
中
の
、
ど
の
記
事
と
ど
の
記
事
を
結
び
付
け
な
が
ら
読
む
と
よ
い

で
す
か
。
次
の
二
つ
の

の
中
に
入
る
記
事
の
見
出
し
を
、
あ
と
の
１
か
ら
５
ま
で
の
中
か
ら

二
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

(
解
答
の
順
序
は
問
い
ま
せ
ん
。
)

マ

ラ

ソ

ン

の

距

離

や

そ

の

由

来

に

つ

い

て

説

明

す

る

た

め

に

は

、

﹁

﹂

の

記

事

と

﹁

﹂

の

記

事

を

結

び

付

け

な

が

ら

読

む

と

よ

い

。

１

何
㎞
︵
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
︶

走
る
の
？

２

★
豆
知
識
コ
ー
ナ
ー

マ
ラ
ソ
ン
の
は
じ
ま
り

３

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
走
る
ス
ピ
ー
ド
は
⁝

４

マ
ラ
ソ
ン
の
世
界
記
録
上
位
５
人

５

日
本
人
選
手
の
記
録
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四

金
子
さ
ん
は
、
日
本
の
女
子
選
手
と
男
子
選
手
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

︻
金
子
さ
ん
が
ま
と
め
た
内
容
︼
の

の
中
に
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
書
く
と
よ
い
で
す
か
。

あ
と
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

【

金
子
さ
ん
が
ま
と
め
た
内
容
︼

日

本

の

女

子

選

手

は

、

世

界

的

に

活

や

く

し

て

き

た

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

そ

の

よ

う

に

考

え

た

理

由

は
、

日

本

の

男

子

選

手

は

、

⋮

～

︵

省

略

︶

～

〈

条
件
﹀

○

｢

マ
ラ
ソ
ン
の
世
界
記
録
上
位
５
人
﹂
と
﹁
日
本
人
選
手
の
記
録
﹂
の
二
つ
の
記
事
を
結
び
付
け
な
が
ら

読
み
︑
金
子
さ
ん
の
考
え
の
理
由
と
な
る
事
実
を
︑
両
方
か
ら
取
り
出
し
た
り
︑
ま
と
め
た
り
し
て
書
く
こ
と
︒

○

｢

そ
の
よ
う
に
考
え
た
理
由
は
、
﹂
に
続
く
よ
う
に
︑
四
十
字
以
上
︑
六
十
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
︒

小国B−13
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※
左
の
原げ

ん

稿こ
う

用
紙
は
下
書
き
用
な
の
で
、
使
っ
て
も
使
わ
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
解
答
は
、
解
答
用
紙
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

※
◆

の
印
か
ら
書
き
ま
し
ょ
う
。
と
ち
ゅ
う
で
行
を
変
え
な
い
で
、
続
け
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

60字 40字

◆

日

本

の

女

子

選

手

は

、

世

界

的

に

活

や

く

し

て

き

た

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

そ

の

よ

う

に

考

え

た

理

由

は
、

日

本

の

男

子

選

手

は

、

⋮

～

︵

省

略

︶

～

小国B−14
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平成24年度 全国学力・学習状況調査

平成24年4月 文部科学省
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解 答 用 紙
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正 答 (例）
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け ん ち く

ど く り つ

ゆ る
医 者

４

太 陽
布

３

ア

２

イ

五

イ
イ 四

※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅱ 調 査 問 題 の 解 説 」

や 「 ２ 解 答 類 型 」 に 記 載 し て い る の で 、 採 点 や 学 習 指 導 の 改 善 等 に 当 た っ

て は そ ち ら も 参 照 さ れ た い 。

学
級

の
み

ん
な

ふ
る

さ
と

桜
湯

工
芸

品

金 賞 に 選 ば れ 、 来

月 開 か れ る 全 国 大

会 に 出 場 す る こ と

に な っ た 。

→ 解 答 類 型 参 照P.
6

→ 解 答 類 型 参 照P.
7

→ 解 答 類 型 参 照P.
7

→ 解 答 類 型 参 照P.
7

→ 解 答 類 型 参 照P.
7

→ 解 答 類 型 参 照P.
8

→ 解 答 類 型 参 照P.
8

→ 解 答 類 型 参 照P.
8

→ 解 答 類 型 参 照P.
9
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２

３ １ ２

１ ３ ４

２ ５

３

※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅱ 調 査 問 題 の 解 説 」

や 「 ２ 解 答 類 型 」 に 記 載 し て い る の で 、 採 点 や 学 習 指 導 の 改 善 等 に 当 た っ

て は そ ち ら も 参 照 さ れ た い 。

」

「 満 足 し て い る 」 の 割 合 を み る と 、 中 学 二

年 生 の 二 十 九 ％ に 対 し て 、 中 学 三 年 生 は そ れ

よ り 十 五 ％ も 高 く な っ て い ま す 。 そ の こ と か

ら 、 中 学 三 年 生 に 「 ど の よ う な 理 由 で 満 足 度

が 高 く な る の で す か 。 と 質 問 を し た い で す 。

ふ う と う の 中 の は が き を お 使 い く だ さ い 。 も

し 、 ほ う 問 さ せ て い た だ け る 場 合 は 、 六 月 の

土 曜 日 か 日 曜 日 で 、 宮 本 さ ん の ご つ ご う が よ

い 日 時 を そ の は が き に お 書 き く だ さ い 。

※ Ａ ・ Ｂ そ れ ぞ れ の 解 答 の 順 序 は 問 わ な い 。

→ 解 答 類 型 ～ 参 照P.
1
2

P.
1
3

→ 解 答 類 型 ～ 参 照P.
14

P.
15
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３
世 界 の ト ッ プ ラ ン ナ ー

４
１

２

※ 各 設 問 の 正 答 の 条 件 、 他 の 解 答 例 な ど に つ い て は 、 「 Ⅱ 調 査 問 題 の 解 説 」

や 「 ２ 解 答 類 型 」 に 記 載 し て い る の で 、 採 点 や 学 習 指 導 の 改 善 等 に 当 た っ

て は そ ち ら も 参 照 さ れ た い 。

野 口 み ず き 選 手 、 渋 井 陽 子 選 手 、 高 橋 尚 子 選

手 の 三 人 が 二 時 間 十 九 分 台 の 記 録 を も ち 、 世

界 第 十 位 ま で に 入 っ て い る か ら で す 。

※ 解 答 の 順 序 は 問 わ な い 。

※ 「 渋 」 ・ 「 井 」 ・ 「 尚 」 は 、 学 年 別 漢 字 配 当 表 以 外 の 常 用 漢 字 で あ る た め 、 平 仮 名 表 記 で よ い 。→ 解 答 類 型 ～ 参 照P.
16

P.
18
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点 字 問 題（抜 粋）

103



　

１

一

次
の
⑴
か
ら
⑶
ま
で
の
文
の
﹁
・
・
・
﹂
で
示
し
た
言
葉
の
意
味
を
答
え
ま
し
ょ
う
。

⑴

新
し
い
ビ
ル
を
﹁
建
築
す
る
﹂
。

⑵

親
か
ら
﹁
独
立
す
る
﹂
。

⑶

参
加
す
る
こ
と
を
﹁
許
可
す
る
﹂
。

小国A(点字)− 1
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二

次
の
⑴
か
ら
⑶
ま
で
の
文
の
﹁
・
・
・
﹂
で
示
し
た
部
分
と
同
じ
意
味
の
漢
字
を
用
い
る
も
の
を
、
あ
と

の
ア
か
ら
エ
ま
で
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
ん
で
、
そ
の
記
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

⑴

病
院
で

い
﹁
し
ゃ
﹂

に
み
て
も
ら
う
。

⑵

東
か
ら

た
い
﹁
よ
う
﹂

が
の
ぼ
る
。

⑶

白
い

﹁
い
﹂

ふ
く
を
身
に
つ
け
る
。

ア

き
ね
ん
﹁
し
ゃ
﹂
し
ん

ア

だ
い
じ
な
﹁
よ
う
﹂
じ

ア

ち
ゅ
う
﹁
い
﹂
す
る

イ

じ
ど
う
﹁
し
ゃ
﹂

イ

﹁
よ
う
﹂
き
な
う
た

イ

﹁
い
﹂
い
ん
か
い

ウ

と
う
じ
﹁
し
ゃ
﹂

ウ

す
い
﹁
よ
う
﹂
え
き

ウ

﹁
い
﹂
こ
く
の
ひ
と

エ

か
い
﹁
し
ゃ
﹂
い
ん

エ

た
い
へ
い
﹁
よ
う
﹂

エ

こ
う
﹁
い
﹂
し
つ

小国A(点字)− 2
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９

北
村
さ
ん
は
、
点
字
を
正
し
く
書
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
︵
例
︶
の
よ
う
に
、
一
と
二
を
そ
れ
ぞ
れ
正
し
い

仮
名
づ
か
い
に
改
め
ま
し
ょ
う
。

(
例
)

お
か
ー
さ
ん

↓
お
か
あ
さ
ん

一

お
ね
い
さ
ん

二

お
お
ど
ー
り

小国A(点字)−11
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１

中
央
小
学
校
の
平
川
さ
ん
の
学
級
で
は
、
働
く
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
発
表
し
合
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

平
川
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
先
月
、
学
級
に
招
い
た
﹁
か
が
や
き
の
森
動
物
園
﹂
の
園
長
の
宮
本
さ
ん
に
あ
ら
た
め
て

話
を
聞
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
次
は
、
代
表
の
平
川
さ
ん
が
︻
手
紙
の
構
成
︼
を
も
と
に
し
な
が
ら
書
い
て
い

る
、
動
物
園
へ
の
訪ほ

う

問も
ん

を
お
願
い
す
る
︻
手
紙
の
下
書
き
︼
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま

し
ょ
う
。

小国B(点字)− 1

(
前
文
)

木
々

の
緑

が
美

し
季

と
な

ま
し

た
。

は
お

そ
が

し
中

、
ざ

ざ
中

ま
で

お
こ

し
た

だ
き

、
あ

が
と

う
ご

ざ
ま

し
た

。
た

し
は

、
そ

の
、

級
を

代
し

て
お

礼
の

言
葉

を
し

上
げ

た
、

一
の

平
川

美
で

す
。

そ
の

、
お

気
で

し
ま

す
か

。

⑴

前
付
け

(

手
紙
の
最
初
に

付
け
る
内
容
)

︱

名
前
や
日
付
な
ど

【

手
紙
の
構
成
︼

【

手
紙
の
下
書
き
︼

⎧⎪⎪⎪⎪⎪⎨⎪⎪⎪⎪⎪⎩

⑵

前
文

(

は
じ
め
の
あ
い
さ
つ
)

︱

季
節
の
言
葉
や

自
分

の

し

ょ

う

か
い
な
ど

平
成

二
十

四
五

七

ア

イ

⎧⎪⎪⎪⎨⎪⎪⎪⎩

☆
下
書
き
な
の
で
、
手
紙
の
構
成
を
表
す
言
葉
が
︵
・
・
・
︶
の
形
で
書
い
て
あ
り
ま
す
。

(
前
付
け
)
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小国B(点字)− 2

(
本
文
)

今
は

、
本

さ
ん

に
お

が
あ

、手
を

き
ま

し
た

。
た

ん
任

の
生

か
事

に
く

を
差

し
上

げ
た

か
と

ま
す

が
、

た
し

た
ち

の
級

で
は

、
く

こ
と

の
大

切
さ

に
つ

て
調

べ
た

こ
と

を
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

発
し

合
う

こ
と

に
し

ま
し

た
。

そ
こ

で
、

た
し

た
ち

の
グ

ル
ー

プ
で

は
、

と
る

仕
事

に
つ

て
く

し
く

調
べ

て
発

し
よ

う
と

考
え

ま
し

た
。

つ
き

ま
し

て
は

、

そ
の

た
め

に
一

、
本

さ
ん

の
職

場
に

う
か

が
せ

て
た

だ
く

こ
と

は
で

き
な

で
し

う
か

。
手

な
お

で
大

し
け

あ
ま

せ
ん

が
、

ほ
う

が
で

き
る

か
ど

う
か

、
お

事
を

た
だ

け
ば

と
ま

す
。

お
事

に
は

、

お
事

の
内

容
を

か
め

さ
せ

て
た

だ
き

、
そ

ち
へ

う
か

が
う

に
つ

て
、

で
き

る
だ

け
く

お
話

を
差

し
上

げ
る

よ
う

に
し

ま
す

。

(
末
文
)

ご
く

を
お

か
け

し
ま

す
が

、
ご

協
力

を
た

だ
け

ま
す

よ
う

、
ど

う
か

よ
ろ

し
く

お
し

ま
す

。
こ

か
も

お
体

に
気

を
つ

け
て

お
過

ご
し

く
だ

さ
。

⑷

末ま
つ

文ぶ
ん

(

終
わ
り
の
あ
い
さ
つ
)

︱

相
手
を
気
づ
か
う

言
葉
な
ど

⎧⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎨⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎪⎩⎧⎪⎪⎨⎪⎪⎩

Ｂ Ａ

⑶

本
文

(

中
心
に
な
る
こ
と
)

︱

手
紙
を
出
す
理
由

や
お
願
い
す
る

内
容
な
ど
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︿
条
件
﹀

１

敬
語
︵
相
手
に
敬
意
を
表
す
言
葉
︶
を
用
い
て
書
く
こ
と
︒

２

｢

お
事

に
は

、

﹂
に
続
く
よ
う
に
︑
六
十
字
以
上
︑
八
十
字
以
内
︵
点
字

マ
ス
以
上
︑

マ
ス
以

90

120

内
︶
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
︒

３

書
き
出
し
は
一
マ
ス
目
か
ら
書
き
始
め
︑
と
ち
ゅ
う
で
行
を
変
え
な
い
で
︑
続
け
て
書
き
ま
し
ょ
う
︒

80字 60字

◆三

平
川
さ
ん
は
、
手
紙
の
前
付
け
を
書
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
︻
手
紙
の
下
書
き
︼
の

ア

・

イ

の
中
に
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
書
く
と
よ
い
で
す
か
。
次
の
１
、
２
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ

選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

１

中
央
小
学
校

六
年
一
組

平
川

春
美

２

か
が
や
き
の
森
動
物
園

園
長

宮
本

真
一

様

小国B(点字)− 4
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ここから先のページは，

裏表紙の方からお読みください。
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ここから先のページは，

表紙の方からお読みください。

-29-



　

-28-



　

・国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成２０年度 全国学力・学習状況調査
解説資料 小学校 国語」 平成20年4月

・国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成２１年度 全国学力・学習状況調査
解説資料 小学校 国語」 平成21年4月

・国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成２２年度 全国学力・学習状況調査
解説資料 小学校 国語」 平成22年4月

・国立教育政策研究所教育課程研究センター「解説資料 小学校 国語」 平成23年9月

・国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成２１年度 全国学力・学習状況調査
小学校の結果を踏まえた授業アイディア例」 平成21年8月

・国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成２２年度 全国学力・学習状況調査
小学校の結果を踏まえた授業アイディア例」 平成22年8月

・国立教育政策研究所ホームページ「平成２３年度 小学校国語の調査問題を踏まえた
授業アイディア例」 http://www.nier.go.jp/11chousa/23_sho_koku_jugyourei.pdf
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【参考文献】

・文部科学省「小学校学習指導要領」 平成10年12月告示

・文部科学省「小学校学習指導要領」 平成20年3月告示

・文部科学省「小学校学習指導要領解説国語編」 平成11年5月

・文部科学省「小学校学習指導要領解説国語編」 平成20年8月

・全国的な学力調査の実施方法等に関する専門家検討会議「全国的な学力調査の具体的
な実施方法等について（報告）」 平成18年4月25日

・全国的な学力調査の在り方等の検討に関する専門家会議「平成23年度以降の全国的な
学力調査の在り方に関する検討のまとめ」 平成23年3月31日

・文部科学省「読解力向上に関する指導資料～ＰＩＳＡ調査(読解力)の結果分析と改善
の方向～」 平成17年12月

・文部科学省「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編）」
平成22年11月

・文部科学省「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成
に向けて～【小学校版】」 平成22年12月

・国立教育政策研究所教育課程研究センター「評価規準の作成のための参考資料小学校」
平成22年11月

・国立教育政策研究所教育課程研究センター「評価方法等の工夫改善のための参考資料
小学校」 平成23年3月

・文部科学省 国立教育政策研究所「平成１９年度 全国学力・学習状況調査【小学校】
報告書」 平成20年1月

・文部科学省 国立教育政策研究所「平成２０年度 全国学力・学習状況調査【小学校】
報告書」 平成20年11月

・文部科学省 国立教育政策研究所「平成２１年度 全国学力・学習状況調査【小学校】
報告書」 平成21年12月

・文部科学省 国立教育政策研究所「平成２２年度 全国学力・学習状況調査【小学校】
報告書」 平成22年10月

・国立教育政策研究所教育課程研究センター「平成１９年度 全国学力・学習状況調査
解説資料 小学校 国語」 平成19年5月
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３ 質 問 紙 調 査 項 目

（教科関連部分）
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解答類型［点字問題］【小学校国語】

Ａ 主として「知識」に関する問題

◎…解答として求める条件を全て満たしている正答

設問番号 解 答 類 型 類型番号

１ 一 ・「（建物などを）建てること」という意味が含まれているもの １◎
（1）

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

一 ・「ほかからの助けなどを受けず，自分の力でやっていくこと」や「ほかのものとは別 １◎
（2） に離れて存在すること」という意味が含まれているもの

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

一 ・「許すこと」や「願いなどを聞き届けること」という意味が含まれているもの １◎
（3）

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二 ・ウと解答しているもの １◎
（1）

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二 ・イと解答しているもの １◎
（2）

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二 ・エと解答しているもの １◎
（3）

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

９ 一 ・「おねえさん」と解答しているもの １◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二 ・「おおどおり」 と解答しているもの １◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

解答類型［点字問題］【小学校国語】

Ｂ 主として「活用」に関する問題

◎…解答として求める条件を全て満たしている正答

設問番号 解 答 類 型 類型番号

１ 三 ・アに２，イに１と解答しているもの １◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０
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解 答 類 型

点字問題部分
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設問番号 解 答 類 型 類型番号

３ 四 ・条件①は満たしているが，条件②は満たしていないもの ４

（例）

○ 野口選手が世界第三位、渋井選手が世界第八位、高橋選手が世界第九位だからで

す。（38字）

・条件①を満たしていないもののうち，金子さんの考えの理由となる事実を，一つの記 ５

事のみから取り出したり，まとめたりしているもの（例示の下線部は関係箇所）

＊条件②を満たしているかどうかは不問とする。

（例１）

○ 野口みずき選手が二〇〇五年にベルリンで行われた大会で二時間十九分十二秒の

記録を出し、世界第三位に入っているからです。（58字）

→上記の例は，「マラソンの世界記録上位５人」の記事のみから，理由となる事実を

取り出したり，まとめたりしており，「日本人選手の記録」の記事には触れずに書

いている。

（例２）

○ 渋井陽子選手が二時間十九分四十一秒で世界第八位、高橋尚子選手が二時間十九

分四十六秒で世界第九位に入っているからです。（58字）

→上記の例は，「日本人選手の記録」の記事のみから，理由となる事実を取り出した

り，まとめたりしており，「マラソンの世界記録上位５人」の記事には触れずに書

いている。

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０
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設問番号 解 答 類 型 類型番号

３ 四 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 「マラソンの世界記録上位５人」と「日本人選手の記録」の二つの記事を結び付けな

がら読み，金子さんの考えの理由となる事実を，両方から取り出したり，まとめたりし

て書いている。

② 「そのように考えた理由は、」に続くように，40字以上，60字以内で書いている。

（正答例）

・ （日本の女子選手は、世界的に活やくしてきたと考えられます。そのように考え

た理由は、）野口みずき選手、渋井陽子選手、高橋尚子選手の三人が二時間十九分

台の記録をもち、世界第十位までに入っているからです。（57字）

※「渋」・「井」・「尚」は，学年別漢字配当表以外の常用漢字であるため，平仮名表

記でよい。

・条件①，②を満たしているもののうち，条件①については，順位，名前，記録の三つ １◎

を取り上げているもの

・条件①，②を満たしているもののうち，条件①については，順位，名前，記録の中か ２◎

ら二つを取り上げているもの（例示の下線部は関係箇所）

（例１）

○ （「日本の女子選手は、世界的に活やくしてきたと考えられます。そのように考

えた理由は、」以下，この書き出しの言葉は省略する。）野口みずき選手が世界第三

位、渋井陽子選手が世界第八位、高橋尚子選手が世界第九位に入っているからです。

（50字）

→上記の例は，名前と順位の二つを取り上げている。

（例２）

○ 日本の女子選手の中には、二時間十九分十二秒で世界第三位の選手や、二時間十

九分四十一秒で世界第八位の選手がいるからです。（59字）

→上記の例は，記録と順位の二つを取り上げている。

（例３）

○ 野口選手が二時間十九分十二秒、渋井選手が二時間十九分四十一秒、高橋選手が

二時間十九分四十六秒の記録をもっているからです。（60字）

→上記の例は，名前と記録の二つを取り上げている。

・条件①，②を満たしているもののうち，条件①については，順位，名前，記録の中か ３○

ら一つを取り上げているもの（例示の下線部は関係箇所）

（例１）

○ 世界第三位の選手がいるからです。また、上位十人まで見ると、世界第八位の選

手がいることも理由となります。（51字）

→上記の例は，順位だけを取り上げている。

（例２）
○ 野口みずき選手、渋井陽子選手、高橋尚子選手が、ベルリンの大会でとてもよい

成績を残しているからです。（49字）
→上記の例は，名前だけを取り上げている。

（例３）
○ 日本の女子選手の中には、二時間十九分十二秒の記録をもつ選手や、二時間十九

分四十一秒の記録をもつ選手がいるからです。（57字）
→上記の例は，記録だけを取り上げている。
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設問番号 解 答 類 型 類型番号

３ 一 ・１と解答しているもの １

ア

・２と解答しているもの ２

・３と解答しているもの ３◎

・４と解答しているもの ４

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

一 ・「世界のトップランナー」のように，「トップランナー」に触れて解答しているもの １◎

イ

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二 ・１と解答しているもの １

・２と解答しているもの ２

・３と解答しているもの ３

・４と解答しているもの ４◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

三 ・１・２と解答しているもの（順不同） １◎

・１と解答しているが，２と解答していないもの ２

・２と解答しているが，１と解答していないもの ３

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０
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設問番号 解 答 類 型 類型番号

２ 二 ・条件①（a+b）は満たしているが，条件②は満たしていないもの ３

（例）

○ 「満足している」の割合は、中学二年生よりも中学三年生のほうが高い。そこで、

「高くなるのはなぜか。」と質問をしたいです。（59字）

・条件① a は満たしているが，条件① b は満たしていないもの（例１の下線部は関係箇 ４

所）

条件① b は満たしているが，条件① a は満たしていないもの（例２・例３の下線部は

関係箇所）

＊条件②を満たしているかどうかは不問とする。

（例１）

○ 「満足している」と「どちらかというと満足している」の割合を合わせると、中

学二年生が七十四％、中学三年生が八十四％になります。中学三年生の割合のほう

が十％も高くなっていることが分かりました。（95字）

→上記の例は，資料の内容を的確に捉え，割合の数値を用いているが，それを自

分が分かったこととして書いているだけで，質問をしたい内容を中学生に明確

に伝わるような記述形式にしていない。

（例２）

○ 中学三年生の「満足している」と「どちらかというと満足している」の割合を合

わせると、八十四％もあります。そのことから、中学三年生に「部活動に入ってど

んなところがよかったのですか。」と質問をしたいです。（99字）

→上記の例は，質問をしたい内容を中学三年生に明確に伝わるような記述形式に

しているが，中学二年生の割合は取り上げていない。

（例３）

○ 「満足していない」の割合は、中学二年生が三％、中学三年生が十％です。そのこ

とから、満足していない人たちに「どのようなところに満足できないのですか。」

と質問をしたいです。（84字）

→上記の例は，質問をしたい内容を中学生に明確に伝わるような記述形式にして

いるが，「満足していない」の割合は，実際には中学二年生が十％，中学三年

生が三％であり，事実を誤って捉えている。

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

三 ・１と解答しているもの １

・２と解答しているもの ２

・３と解答しているもの ３◎

・４と解答しているもの ４

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０
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設問番号 解 答 類 型 類型番号

２ 一 ・Ａに１・３・４，Ｂに２・５と解答しているもの（Ａ・Ｂのそれぞれは順不同） １◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 中学生に対して質問をしたい内容と質問の記述形式の二つを満たしている。

a 質問をしたい内容として，資料の中の中学二年生の割合と中学三年生の割合の

両方に触れ，「比べて違うこと」，あるいは「両方に共通していること」を取り

上げている。

b 質問をしたい内容を中学生に明確に伝わるような記述形式にして書いている。

② 60字以上，100字以内で書いている。

（正答例）

・ 「満足している」の割合をみると、中学二年生の二十九％に対して、中学三年生

はそれより十五％も高くなっています。そのことから、中学三年生に「どのような

理由で満足度が高くなるのですか。」と質問をしたいです。（100字）

・条件① b，②を満たしているもののうち，条件① a については，割合の数値を用いて １◎

いるもの（例示の下線部は関係箇所）

（例１）

○ 「満足していない」の割合をみると、中学三年生の三％に対して、中学二年生は

十％で七％も高くなっています。そのことから、中学二年生に「中学三年生よりも

満足度が低いのはなぜですか。」と質問をしたいです。（98字）

→上記の例は，中学二年生の割合と中学三年生の割合を比べて違うことを取り上

げ，数値を用いて書いている。

（例２）

○ 「満足している」と「どちらかというと満足している」の割合を合わせると、中

学二年生も中学三年生も七十％以上です。そのことから、両学年に「部活動のどん

なところに満足しているのですか。」と質問をしたいです。（100字）

→上記の例は，中学二年生の割合と中学三年生の割合の両方に共通していることを

取り上げ，数値を用いて書いている。

・条件① b，②を満たしているもののうち，条件① a については，割合の数値を用いて ２○

いないもの（例示の下線部は関係箇所）

（例１）

○ 「満足している」の割合をみると、中学二年生よりも中学三年生のほうが高くな

っています。そのことから、中学三年生に「中学二年生よりも満足度が高くなるの

はなぜですか。」と質問をしたいです。（91字）

→上記の例は，割合の数値を用いていないが，中学二年生の割合と中学三年生の割

合を比べて違うことを的確に取り上げて書いている。

（例２）

○ 「満足している」と「どちらかというと満足している」の割合を合わせると、中

学二年生も中学三年生も満足度が高いといえます。そのことから、両学年に「満足

している理由は何ですか。」と質問をしたいです。（96字）

→上記の例は，割合の数値を用いていないが，中学二年生の割合と中学三年生の割

合の両方に共通していることを的確に取り上げて書いている。

-14-



設問番号 解 答 類 型 類型番号

１ 二 ・条件① a，②は満たしているが，条件① b は満たしていないもの（例１の下線部は関 ４

係箇所）

条件① b，②は満たしているが，条件① a は満たしていないもの（例２の下線部は関

係箇所）

（例１）

○ ふうとうの中のはがきをお使いください。もし、ほう問させていただける場合は、

ごつごうのよい日時をこちらから電話でうかがうようにします。（66字）

→上記の例は，「六月の土曜日か日曜日で宮本さんのつごうがよい日時をはがきに

書いてもらう」という条件① bを取り上げていない。

（例２）

○ もし、ほう問させていただける場合は、六月の土曜日か日曜日で宮本さんのごつ

ごうがよい日時をはがきにお書きください。（56字）

→上記の例は，「ふうとうの中のはがきを使ってもらう」という条件① a を取り上げ

ていない。

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

三 ・アに３，イに１，ウに２と解答しているもの １◎

・アに３，イに２，ウに１と解答しているもの ２

・アに２，イに１，ウに３と解答しているもの ３

・アに１，イに３，ウに２と解答しているもの ４

・アに１，イに２，ウに３と解答しているもの ５

・アに２，イに３，ウに１と解答しているもの ６

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０
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解答類型【小学校国語】

Ｂ 主として「活用」に関する問題

◎…解答として求める条件を全て満たしている正答

○…設問の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答

設問番号 解 答 類 型 類型番号

１ 一 ・１と解答しているもの １

・２と解答しているもの ２◎

・３と解答しているもの ３

・４と解答しているもの ４

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 【平川さんが書いたメモ】の「返事のもらい方」と「返事の内容」の二つの内容を

取り上げている。

a ふうとうの中のはがきを返事に使ってもらう。

b 訪問できる場合，六月の土曜日か日曜日で，宮本さんの都合がよい日時をはがき

に書いてもらう。

② 敬語（相手に敬意を表す言葉）を用いて書いている。

③ 「お返事には、」に続くように，60字以上，80字以内で書いている。

（正答例）

・ （お返事には、）ふうとうの中のはがきをお使いください。もし、ほう問させて

いただける場合は、六月の土曜日か日曜日で、宮本さんのごつごうがよい日時をそ

のはがきにお書きください。（78字）

・条件①（a+b），②，③を満たしているもの １◎

・条件①（a+b），②は満たしているが，条件③は満たしていないもの ２

（例）

○ （「お返事には、」以下、この書き出しの言葉は省略する。）もし、ほう問させて

いただける場合は、六月の土曜日か日曜日でごつごうのよい日時をふうとうの中の

はがきにお書きください。（58字）

・条件①（a+b）は満たしているが，条件②は満たしていないもの（例示の下線部は関係 ３

箇所）

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。（類型４も同様）

（例）

○ ふうとうの中のはがきを使って書いてもらいます。ほう問できる場合は、六月の

土曜日か日曜日で宮本さんのつごうがよい日時をそのはがきに書いてほしい。（71字）

→上記の例は，一文目の文末に敬体を用いているが，依頼する相手にはがきを使って

書くことを指示するような表現になっている。また，二文目の文末は常体になって

いる。二つの文は，適切な敬意表現を用いていないものと判断する。
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解 答 類 型

Ｂ 主として「活用」に関する問題
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設問番号 解 答 類 型 類型番号

９ 一 ・「一（画目）」と解答しているもの １

・「二（画目）」と解答しているもの ２

・「三（画目）」と解答しているもの ３

・「四（画目）」と解答しているもの ４

・「五（画目）」と解答しているもの ５◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二 ・「一（画目）」と解答しているもの １

・「二（画目）」と解答しているもの ２

・「三（画目）」と解答しているもの ３

・「四（画目）」と解答しているもの ４◎

・「五（画目）」と解答しているもの ５

・「六（画目）」と解答しているもの ６

・「七（画目）」と解答しているもの ７

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０
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設問番号 解 答 類 型 類型番号

６ ・１と解答しているもの １

・２と解答しているもの ２

・３と解答しているもの ３

・４と解答しているもの ４◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

７ （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 【取材した内容の一部】の③と④に書かれている内容をまとめている。

② 書き出しの言葉に続けて，一文で書いている。

③ 20字以上，30字以内で書いている。

（正答例）

・ （七月一日、合唱コンクールの県大会に出場した本校合唱部が、）金賞に選ばれ、

来月開かれる全国大会に出場することになった。（29字）

・条件①，②，③を満たしているもの １◎

・条件①，②は満たしているが，条件③は満たしていないもの ２

（例）

○ （「七月一日、合唱コンクールの県大会に出場した本校合唱部が、」以下，この書

き出しの言葉は省略する。）金賞に選ばれ、全国大会に出場する。（17字）

・条件①は満たしているが，条件②は満たしていないもの ３

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

（例）

○ 金賞に選ばれた。来月開かれる全国大会に出場することになった。（30字）

→上記の例は，二文で書いている。

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

８ ・１と解答しているもの １

・２と解答しているもの ２◎

・３と解答しているもの ３

・４と解答しているもの ４

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０
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設問番号 解 答 類 型 類型番号

２ ・１と解答しているもの １

・２と解答しているもの ２

・３と解答しているもの ３◎

・４と解答しているもの ４

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

３ ア ・「学級のみんな」と解答しているもの １◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

イ ・「ふるさと」と解答しているもの １◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

４ ・①の会話文にア，②の会話文にイ，③の会話文にイ，④の会話文にイと解答している １◎

もの

・②の会話文にイ，③の会話文にイ，④の会話文にイと解答しているが，①の会話文に ２

アと解答していないもの

・①の会話文にア，③の会話文にイ，④の会話文にイと解答しているが，②の会話文に ３

イと解答していないもの

・①の会話文にア，②の会話文にイ，④の会話文にイと解答しているが，③の会話文に ４

イと解答していないもの

・①の会話文にア，②の会話文にイ，③の会話文にイと解答しているが，④の会話文に ５

イと解答していないもの

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

５ ア ・「桜湯」と解答しているもの １◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

イ ・「工芸品」と解答しているもの １◎

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

-7-



解答類型 【小学校国語】

Ａ 主として「知識」に関する問題

◎…解答として求める条件を全て満たしている正答

○…設問の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答

設問番号 解 答 類 型 類型番号

１ 一 ・「けんちく」と解答しているもの １◎

（1）

・「けん」と解答しているが，「ちく」と解答していないもの ２

・「けん」と解答していないが，「ちく」と解答しているもの ３

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

一 ・「どくりつ」と解答しているもの １◎

（2）

・「どく」と解答しているが，「りつ」と解答していないもの ２

・「どく」と解答していないが，「りつ」と解答しているもの ３

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

一 ・「ゆる（す）」と解答しているもの １◎

（3）

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二 ・「医者」と解答しているもの １◎

（1）

・｢医｣ と解答しているが，｢者｣ と解答していないもの ２

・「医」と解答していないが，「者」と解答しているもの ３

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二 ・｢太陽｣ と解答しているもの １◎

（2）

・「太」と解答しているが，「陽」と解答していないもの ２

・「太」と解答していないが，「陽」と解答しているもの ３

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０

二 ・「布」と解答しているもの １◎

（3）

・上記以外の解答 ９

・無解答 ０
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２ 解 答 類 型

Ａ 主として「知識」に関する問題
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話

す

こ

と

聞

く

こ

と

書

く

こ

と

読

む

こ

と

伝

統

的

な

言

語

文

化

と

国

語

の

特

質

に

関

す

る

事

項

国

語

へ

の

関

心

・

意

欲

・

態

度

話

す

・

聞

く

能

力

書

く

能

力

読

む

能

力

言

語

に

つ

い

て

の

知

識

・

理

解

・

技

能

選

択

式

短

答

式

記

述

式

一
目的や意図に応じ，依頼する具体的な内容と
して適切なものを選択する

目的や意図に応じ，書く事柄を整
理する ○ ○ ○

二
目的や意図に応じ，適切に敬語を使いなが
ら，返事の仕方と内容を記述する

目的や意図に応じ，適切に敬語を
使いながら，内容の中心を明確に
して書く

○ ○ ○ ○ ○ ○

三
手紙の後付けに必要な，日付，署名，宛て名
のそれぞれの位置を適切に選択する

手紙の構成を理解し，後付けを書
く

○ ○ ○

一
参加者から出された質問の内容を適切に捉
え，まとまりごとに整理する

司会として収集した情報を捉え，
まとまりごとに整理する

○ ○ ○

二
提示された資料を読み取った上で，相手に対
して質問をしたい内容を明確にして発表する
ように記述する

資料を読み取った上で，質問をし
たい内容を明確にして発表する

○ ○ ○ ○ ○ ○

三
話合いの目的を再確認し，計画的に話合いを
進めようとする司会の役割を適切に説明した
ものを選択する

司会として話合いの目的を再確認
し，計画的に話合いを進める

○ ○ ○

一
ア

雑誌の特徴の説明として適切なものを選択す
る

○ ○ ○

一
イ

記事の特徴の説明として適切なものを取り出
して書く

○ ○ ○

二
編集者の意図を説明したものとして適切なも
のを選択する

編集者の意図を捉える ○ ○ ○

三
目的に応じ，複数の記事を結び付けながら読
もうとするとき，該当する記事の見出しとし
て適切なものを選択する

目的に応じ，記事を結び付けなが
ら読む

○ ○ ○

四
二つの記事に書かれている内容を結び付けな
がら読み，理由となる事実を基にして自分の
考えを記述する

複数の記事を結び付けながら読
み，事実を基にして自分の考えを
もつ

○ ○ ○ ○ ○ ○

調査問題一覧表　 【小学校国語】
Ｂ　 主として 「活用」 に関する問題

設
問
番
号

設
問
の
概
要

出
題
の
趣
旨

評価の観点 問題形式学習指導要領の領域等

目的に応じ，雑誌や読んだ記事の
特徴を捉える

１

３

２
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話

す

こ

と

聞

く

こ

と

書

く

こ

と

読

む

こ

と

伝

統

的

な

言

語

文

化

と

国

語

の

特

質

に

関

す

る

事

項

国

語

へ

の

関

心

・

意

欲

・

態

度

話

す

・

聞

く

能

力

書

く

能

力

読

む

能

力

言

語

に

つ

い

て

の

知

識

・

理

解

・

技

能

選

択

式

短

答

式

記

述

式

一
(1)

漢字を読む
(新しいビルを建築する)

○ ○ ○

一
(2)

漢字を読む
(親から独立してくらす)

○ ○ ○

一
(3)

漢字を読む
(参加することを許す)

○ ○ ○

二
(1)

漢字を書く
(病院でいしゃにみてもらう)

○ ○ ○

二
(2)

漢字を書く
(東からたいようがのぼる)

○ ○ ○

二
(3)

漢字を書く
(白いぬのを青くそめる)

○ ○ ○

話し手の話の内容を聞きながら書いた質
問について，その狙いを適切に説明した
ものを選択する

狙いを明確にして質問をする ○ ○ ○

ア
収集した情報を関係付けながら話し合
い，整理した図の中から適切な内容を取
り出して書く

○ ○ ○

イ
収集した情報を関係付けながら話し合
い，整理した図の中から共通する内容を
取り出して書く

○ ○ ○

四つの会話文の音読の仕方として適切な
ものをそれぞれ選択する

場面の様子や登場人物の気持ちを想
像しながら音読する

○ ○ ○

ア ○ ○ ○

イ ○ ○ ○

創作した物語の語り手が寄り添っている
人物として適切なものを選択する

表現の効果について確かめながら物
語を創作する

○ ○ ○ ○ ○

新聞の報道記事のリードに必要な事柄を
整理し，一文にまとめて書く

目的や意図に応じ，必要となる事柄
を整理して簡潔に書く

○ ○ ○ ○

日常生活で使われている慣用句を集め，
それらの意味を適切に捉える

日常生活で使われている慣用句の意
味を正しく理解する

○ ○ ○

一
学年別漢字配当表に示されている漢字
（申）の正しい筆順を適切に捉える

○ ○ ○

二
学年別漢字配当表に示されている漢字
（赤）の正しい筆順を適切に捉える

○ ○ ○

調査問題一覧表　 【小学校国語】
A　 主として 「知識」 に関する問題

設
問
番
号

設
問
の
概
要

出
題
の
趣
旨

目的に応じ，収集した情報を関係付
けながら話し合う

百科事典を読み，目的に応じて中心
となる内容を捉える

学年別漢字配当表に示されている漢
字を筆順に従って正しく書く

百科事典を読み，目的に応じて中心とな
る内容を取り出して書く

学習指導要領の領域等 評価の観点 問題形式

学年別漢字配当表に示されている漢
字を正しく読む

学年別漢字配当表に示されている漢
字を正しく書く

１

2

3

4

5

6

8

7

9
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本書の一部または全部を無断で転載，複製することを禁じます。


